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　街中がクリスマス一色で浮うかれているイブの日、ウィンターカップに出場している高校バスケ部員たちは、都内の体育館で白熱した試合を繰くり広げていた。


　毎年冬休みに入ってすぐに行われる大会のせいで、全国大会の常連校に名を連ねているバスケ部員たちにはクリスマスなんてイベントはないに等しい。


「あー、サミー」


　二回戦を終えて体育館を出た相模さがみ千ち嘉かは、冷たい風に大きな体をブルッと震ふるわせて襟えり元もとのマフラーを締しめ直した。


　相模千嘉は東京都代表、誠せい林りん学園の二年生。ポジションはスモールガードで、チームのポイントゲッター兼けんエースでもある。


　この日の試合もキャプテンでポイントガードの安あん藤どう太たい陽ようと、ポイントゲッターの千嘉のコンビネーションが冴さえ渡わたり、危なげなく試合をモノにした。


　千嘉はバスケの実力も超ちよう高校級だが、一九〇センチ以上の長身に派手で人目を惹ひく整った容姿をしていて、密ひそかにファンクラブもあるくらいのモテモテくんだ。


　明るく軽く親しみやすい性格で、男とも女とも浮き名を流しまくっているが、バスケに対する情熱だけは人一倍という意外な面も持っている。


「ったく、クリスマスイブだってのに色気のないメンツだよな」


　千嘉と一いつ緒しよに体育館から出てきたチームメイトの志し藤どうが、必要以上にデカい男ばかりで固まっている自分たちに嫌いや気けがさしたようにため息をついた。


　レギュラーとして活かつ躍やくしている千嘉たちより、志藤をはじめとする補欠の部員たちのほうがクリスマスが台無しになるダメージは大きい。しかも彼らの通う誠林学園は男子校のため、他校のように女子部員や応おう援えんのチアリーダーすらいないのだ。


「俺はこれから清さや花かちゃんとデートだもんね」


「なにぃ」


　部内でも一番大おお柄がらでセンターを張っている川かわ越ごえ陽よう一いちの発言に他ほかの部員たちが色めき立つ。


　出会いの少ない男子校において、中学から続いている彼女がいる川越は羨せん望ぼうの的だった。


「ホテルも予約してあるし」


　川越は口元にスケベな笑えみを浮かべてブイサインをつくった。


　幸運にも都内で催もよおされている大会のため、自宅から会場に来ている彼らは試合後の自由は保証されている。地方から遠えん征せいにきている学校ではこうはいかない。


「ヤりすぎて明日遅ち刻こくすんなよ」


　浮かれる川越に千嘉はからかうように言いながら釘くぎを刺さした。


「明日あしたって何時集合だっけ？」


「九時半」


　川越の問いにしっかり者のキャプテン太陽が答える。


「陽ちゃん！」


　そこに試合を見に来ていた川越の彼女がやってきた。


　さすがにクリスマス仕様で洋服もメイクもばっちり気合いが入っている彼女は、川越にはもったいないくらい可愛かわいらしい。


「んじゃまた明日な」


「チェッ、浮かれやがって。いいもんね、俺だって家でさやかが待っててくれてるし」


　自分たちにブンブンと手を振ふって彼女のほうに駆かけ寄っていく川越に、志藤は得意気に腕うでを組んで負け惜おしみを口にする。


「お前のさやかはＡＶ女優だろ？」


　川越の彼女と同名のＡＶ女優が志藤のお気に入りと知っている千嘉は思わずツッコんだ。


「どうせ俺は右手が恋こい人びとですよ」


　図星を指された志藤はイジケたように口を尖とがらせた。


　志藤の哀あわれな口調にドッと笑いが起こる。


「だったらみんなでパーッと騒さわごうぜ」


　彼女のいない部員たちはみんな似たような境きよう遇ぐうなので、寂さびしさを紛まぎらわすためにそんな提案をする。


「そうだな、家族と過ごすよりマシか」


「賛成～」


「んじゃ渋しぶ谷や行く？」


「あ、俺パス。予定あるんだ」


　にわかに盛り上がる部員たちに、太陽がバツの悪そうな顔をして告げた。


「俺もー」


　千嘉も便乗して誘さそいを断る。


「千嘉はともかく、いつの間に太陽まで女できたんだ!?」


　遊び人の千嘉に限ってクリスマスに予定がないとは誰だれも思ってないが、バスケ部のマスコットボーイでいかにもウブそうな太陽に、一緒にクリスマスを過ごす相手がいるのはショッキングだった。


「女じゃねーよ、バカ！」


　ムキになって否定する太陽に千嘉はクスッと笑みを漏もらす。


　なにを隠かくそう太陽の恋人は、千嘉の弟で人気絶頂のモデル彩あやこと相模亜あ哉やなのだ。


　千嘉たちの通う誠林学園はマンモス学校で、普ふ通つう科以外にも進学科、スポーツ科、芸術科、芸能科と多た彩さいなクラスを抱かかえている。


　千嘉も太陽もバスケ部の推すい薦せんでスポーツ科に在ざい籍せきしているのだが、千嘉の弟の亜哉はスポーツ科の推薦を蹴けって芸能科に入学し、今や押しも押されもせぬトップモデルにのし上がった。


　そんな亜哉が中学時代は全中に選ばれるほど実力のあるバスケットボール選手だったと聞いた太陽は、なんとかバスケ部に入ってもらおうと猛もう烈れつなアタックをかけた。


　しかしなにがどう間ま違ちがったのか、亜哉に強ごう引いんに迫せまられて、気がつけば太陽も亜哉に絆ほだされて恋人同士になってしまったのだ。


　モチロンそんな秘密を知っているのはバスケ部では千嘉しかいない。


「女じゃないってコトは、まさか太陽まで千嘉の毒どく牙がに…!?」


「毒牙って人聞き悪わりぃな…」


　妙みようなカンチガイをした志藤に疑わしそうな目を向けられて、千嘉はヒョイッと眉まゆを吊つり上げて不快感を表した。


　千嘉が男も女もイケる口だってのは周知の事実だが、いくらなんでも弟の恋人に手を出すほど節操なしではない。実は太陽が亜哉とケンカしたときちょっかいをかけようとしたことはあるが、それは単なる出来心だし未み遂すいに終わっている。


「とにかく、お前らも羽目外しすぎるなよ。特に飲酒とかで補導されて大会出場停止…とかシャレになんないからな」


　千せん駄だヶが谷や駅に着いてタイミングよくやってきた下り電車に乗り込もうとする部員たちに、太陽はキャプテンとしてビシッと言ってきかせた。


「わかってるって」


　志藤はパチッと下手なウインクをよこすと、みんなと一緒に電車に乗り込む。


「そんじゃなー」


「バイバーイ」


　プシューッと扉とびらが閉まって去っていく電車を見送りながら、太陽は部員たちに手を振った。


「あれ？　千嘉もコッチ？」


　自分と一緒にホームに残っている千嘉に気づいた太陽は、上り電車が入ってくる方に移動しながら声をかける。


「太陽、これから亜哉と一緒に葉は山やま祥しようのコンサート行くんだろ？」


「うん」


　葉山祥は亜哉と同じ事務所に所属するアイドルで、やはり誠林学園の芸能科に通う生徒だった。


　元アイドルでもある事務所社長の黒くろ羽は英えいが自らプロデュースを手て掛がけている祥は、デビュー以来トップアイドルとして活躍している。


「そのあと事務所主しゆ催さいのパーティーがあるって社長に誘われたから、せっかくだし俺もコンサート連れてってもらおうと思って」


「えぇ!?」


　てっきり千嘉は恋人と約束があるモンだと思い込んでいた太陽は、意外な発言に驚おどろいたような声をあげた。


「心配しなくても、亜哉と二人っきりになる邪じや魔ましたりしねーよ」


　自分が邪魔者にされてると勘かん違ちがいした千嘉は、苦笑いを浮うかべて首を振る。


「イブなのに、約束ある相手とかいないのか？」


「うーん、なんかこう、最近いまいちトキメキってモンがないんだよな…」


　意外そうに聞かれて千嘉は肩かたを竦すくめた。


　千嘉が誘えばいくらでも予定を空けてくれる相手はいるのだが、イブの夜にわざわざセッティングしてまで会いたいと思うような相手はいなかった。


　それなら芸能事務所が主催するパーティーとやらに参加したほうが、なにか刺し激げき的な出来事に遭そう遇ぐうできそうな気がする。


「遊んでばっかだからじゃねーの？」


　千嘉の思おも惑わくを知らない太陽は呆あきれたように言った。


「そうとも言うな」


　反論のしようもない千嘉は、わざとらしく腕を組んで神しん妙みように頷うなずいた。








　コンサートの開演まで三十分と迫った祥は、派手なステージ衣い装しように身を包んで楽屋の中を落ち着きなくウロウロ歩き回っていた。


　なにしろ今日は秋からはじまった全国ツアーのコンサートの最終日なのだ。


　社長をはじめ、所属レコード会社のお偉えらいさんや、ＴＶ局や音楽誌などの各マスコミの取材陣じんも大勢詰つめかけてきている。


「あー、マジ緊きん張ちようしてきた…」


「なんだ、らしくないな」


　胸に手を当ててつぶやく祥に、プロデューサーであり所属事務所の社長でもある黒羽英が声をかけた。


「なんかわかんないけど、胸むな騒さわぎがすんの」


　いつもなら開演前は好きな音楽でもかけて、鼻歌を歌いながらリラックスしているのに、今日はやけにソワソワしてしまう。


　むしろ初日なら演出やら構成やらが上手うまくいくか不安もあるが、最終日とはいえ今さらどうしてこんなに緊張するのか自分でもわからなかった。


「あのー」


　そのとき、コンコンと楽屋の扉をノックする音が聞こえて、オズオズと太陽が顔を出した。


「太陽先せん輩ぱい！　来てくれたんだ!?」


「うん。コレ俺たちからの差し入れね」


　祥に嬉うれしそうな笑えみを向けられて、太陽はホッとしたように千嘉と一いつ緒しよに楽屋の中に入ってくる。


「パステルのプリンじゃん。ありがとー」


　差し入れの箱を受け取った祥は、中を覗のぞいて満面の笑みを浮かべると礼を言った。


　大好きなプリンに目を輝かがやかせる祥に千嘉はフッと微ほほ笑えむ。


　そんな千嘉の視線に気づいた祥は不思議そうに首を傾かしげた。


　太陽の連れだと思われる男に祥は見覚えがない。けれどその辺の芸能人よりもよっぽど端たん整せいな顔立ちに長身の男は、人目を惹ひくような華はなやかな雰ふん囲い気きがあった。


「亜哉は…まだ？」


　ジッと千嘉を眺ながめている祥に、太陽は楽屋をキョロキョロ見み渡わたしながら尋たずねた。


「仕事が長引いてるみたい」


　祥はハッと我に返って亜哉がまだ姿を見せてないことを教えてやる。


「そっか」


「それより…」


　あからさまにガッカリした様子の太陽に、祥は目線で千嘉を紹しよう介かいするように求めた。


「もしかして千嘉とは初対面？」


　亜哉と祥は仲がいいし、千嘉は事務所の社長と面識があるようなので、てっきり祥とも知り合いだと思い込んでいた太陽は、慌あわてたように二人の顔を交こう互ごに見た。


「はじめまして、亜哉の兄貴です。テレビで見るより本物は数段格好いいね」


　すると千嘉は自ら祥に歩み寄って、極ごく上じようの笑みをつくると素す直なおな感想を述べる。


「あ、はじめまして…」


　男の自分でも思わずドキッとしてしまうくらい格好いい千嘉にいきなり誉ほめられて、祥は面めん食くらったように挨あい拶さつを返した。


　亜哉にバスケ部の兄がいるという話は聞いたことがあったが、いくら学校が同じでも学年も違ちがうし、スポーツ科と芸能科ではまったく接点がないので顔を見たことはなかった。


　同じ美形でも千嘉はキリッと男っぽい顔立ちで、中性的な美しさの亜哉とは対照的だ。


　ただ二人とも背が高くて顔が小さくてスタイルが抜ばつ群ぐんにいい。千嘉さえその気になれば亜哉と同じようにモデルとして活かつ躍やくすることもできるだろう。


　童顔で小こ柄がらな祥にとっては羨うらやましい限りである。


「千嘉くん、待ってたよ」


　祥がしみじみと千嘉に見み惚とれていると、英が喜々として近づいてきた。


「社長、今日はお招きありがとうございます」


「どう？　例の件、考えてくれた？」


　ペコッと頭を下げて礼れい儀ぎ正しく挨拶をする千嘉に英は熱っぽく問いかける。


　はじめて千嘉を見た日から、英はずっと自分の事務所に入らないかと誘さそっていた。


　タイプは違えど素材としては亜哉と同等で、しかも無愛想で口も悪い亜哉より社交的で礼儀正しい千嘉は絶対に芸能界に向いていると思う。


「やぁ、俺は芸能界よりバスケやってるほうが性しようにあってると思いますよ」


　けれど千嘉は笑顔で英のスカウトをあしらっていた。


　芸能界は派手で楽しそうだとは思うが、千嘉にとっては今はなによりバスケが楽しいし、インターハイに出場するという夢がある。


「なんだったら高校卒業するまで待ってるからさ、絶対千嘉くんは芸能界向きだって。女の子にもモテるし楽しいぞ」


　どうしても千嘉を諦あきらめきれない英は甘い誘ゆう惑わくを囁ささやく。


　それに祥のようなアイドルは十代が華はなだが、千嘉みたいな男っぽいタイプは大人になってからさらに魅み力りよくが増すだろうし、学校を卒業してから芸能界入りしても遅おそくない。


「はは、大学受験に失敗したら考えようかな」


　千嘉は爽さわやかに笑いながら冗じよう談だんめかして言った。


　芸能界に入る気はさらさらないが、敏びん腕わんプロデューサーの英が熱心にスカウトしてくれるのはまんざら悪い気もしない。


「どったの？」


　ポカンと口を開けて千嘉と英のやりとりを見ている祥に気づいて太陽は心配そうに尋ねる。


「ううん、亜哉も綺き麗れいだけど、お兄さんもビックリするくらい格好いいな」


　祥はしみじみと感心したように感想を漏もらす。


　ドラマやバラエティ番組などで多くの芸能人たちと共演している祥だが、千嘉ほど手放しで格好いいと思える男はそうそういなかった。


　単純に顔の造りが整っているというだけでなく、凜りんとした存在感に惹きつけられる。


「たしかに、全然タイプは違うけど二人とも美形だよね」


　太陽も大きく頷いて同意した。


　どちらが好みのタイプかと聞かれれば、断然亜哉のほうが太陽好みだが、客観的に見たら千嘉だってかなりの美形に間違いない。それは千嘉に言い寄ってくる相手の多さを知っている太陽にもよくわかっている。


「なんだよ、二人してそんなに見つめたら照れるだろ？」


　二人の視線に気づいた千嘉は口元に笑みを浮かべて問いかけてきた。


「見つめてなんかねーよ！」


　千嘉を友達以上に見たことがない太陽は、自うぬ惚ぼれるなと言わんばかりに否定する。


　キツイ口調で否定されて、ちょっと拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる千嘉に祥は思わずプッと吹ふき出した。クールでぶっきらぼうな亜哉と違って、千嘉は表情も豊かで親しみやすい。


「祥くん、そろそろスタンバイお願いします」


　和なごやかな雰囲気に包まれた楽屋に、スタッフが祥を呼びにやってきた。


「わかりました」


　祥は手て渡わたされたマイクを持ってキリッと表情を引き締しめた。


　けれど先ほどまでの変な気負いは、千嘉と太陽が楽屋に顔を出してくれたおかげで和やわらいだ気がする。


「それじゃあ、俺たちは客席で見てるから。しっかりやれよ」


「わかってますよー」


　発破をかけてから来らい賓ひん席に向かうプロデューサーの英に、祥は笑顔でブイサインを向ける。


「頑がん張ばってな」


「あ、ハイ！」


　さらに千嘉にまでエールを送られて、思わずドキッとしてしまった祥は大きく頷うなずいた。


　なんにせよ、今日は学校と両立しながらこなしてきた全国ツアーの集大成なのだ。


「ヨッシ！」


　祥は大声で気合いを入れてステージに向かった。








　コンサートもフィナーレが近づいて、アンコールにはコンサートの定番曲でもあるデビュー曲にあわせて、祥は会場を走り回ってお客さんを盛り上げた。


　サイン入りの色紙にキスをして客席に投げると、黄色い悲鳴をあげた少女たちが一いつ斉せいに群がる。


　その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされつつも、千嘉はステージの上でキラキラと輝く笑顔で飛び回っている祥に視線が釘くぎ付づけになった。


　なによりアイドルのコンサートなんて、ファンの女の子以外が見ても楽しくないんじゃないかという認にん識しきは間違いだと気づかされた。


　凝こったステージ構成も見み応ごたえあるし、聴きかせる曲は胸にジーンと響ひびいてくるし、武ぶ道どう館かんの広い会場が祥の存在感で狭せまく感じられるほどだった。


　これだけ大勢のファンが祥一人のために会場に足を運ぶのもわからなくない。


「ふぅ、なんとか間に合った」


　オーラスのＷアンコールの挨拶がはじまったところで、仕事を終えた亜哉がようやく来賓席に現れた。


「遅いよ亜哉、全然間に合ってないし…」


　長身を屈かがめてコソコソと隣となりの席に座る亜哉に太陽は小声で文句を言う。


「悪わりぃ、仕事が長引いたんだよ。そんなに拗ねるなって」


「拗ねてないよ！」


　ひとりぼっちにされたせいでご機き嫌げんななめになってると勘かん違ちがいされて、太陽は慌てて大声で否定する。


「しっ！」


　祥が最後の挨拶をしている最中に大声を出す太陽を、千嘉は唇に指を当てて咎とがめた。


　太陽はハッとしたように両手で口を塞ふさいで身を竦すくめる。


「あれ、兄貴？」


「社長さんに招待されたみたい」


　そこではじめて千嘉がいることに気づいて意外そうに目をパチクリさせる亜哉に、太陽は耳元に唇を近づけて説明した。


『今日は本当にありがとう！　みんなとクリスマスイブを過ごせて、サイッコーに楽しかったです！　この会場にいるみんなが俺の恋こい人びとだからな！』


　テンションのあがった祥の言葉に、会場が悲鳴のような声せい援えんに包まれる。


　もちろんリップサービスではあるが、コンサートという独特の空気の中では、普ふ段だんなら絶対に言えないようなクサイ台詞せりふも抵てい抗こうなく言えてしまう。


　ドラマやバラエティの仕事も嫌きらいじゃないけど、直接ファンの子のパワーを感じることのできるコンサートが祥は一番好きだった。


　声援が大きければ大きいほど、祥はアイドルとしてのオーラを増していく。


『本当はずっとみんなと一いつ緒しよにいたいけど、本当にこれが最後の曲です。大好きなみんなのために歌います。聞いてください』


　名残なごり惜おしそうな祥の言葉にあわせて最後の曲の前奏が流れはじめる。


　この冬にリリースしたばかりのポップで可愛かわいい曲調のクリスマスソングは、祥の伸のびやかな声質にあった温かい歌で爆ばく発はつ的なヒットを記録した。


　祥は自分の歌にあわせて揺ゆれるペンライトの明かりに目を細めた。


『ありがとう！　また会いに来てくれよな！』


　最後の曲を歌い終えた祥は、大きな歓かん声せいに包まれながら手を振ふってステージをあとにする。


「お疲つかれさま！」


　ステージから捌はけてきた祥をバックダンサーや裏方のスタッフが拍はく手しゆで出で迎むかえた。


「サンキュー！」


　マネージャーの平ひら野のにタオルとドリンクを手渡された祥は、汗あせを拭ぬぐいながら冷えたスポーツドリンクを一気に呷あおった。


「あー、まだまだ歌い足りねーっ！」


　ステージの興奮が冷めないのか、上気した頰ほおで叫さけぶ祥にスタッフたちから笑いが漏れる。


　もちろん祥だけでなくスタッフたちも、長かった全国ツアーが大成功に終わってみんな満足そうな顔をしていた。


「いいから早くシャワー浴びて着き替がえろよ。このあとはコンサートの打ち上げ兼けんクリスマスパーティー兼忘年会が待ってるからな」


　そこに英が現れて、呆あきれたように言いながら祥に帰り支じ度たくを促うながす。


「パーティーってカラオケあり？」


「本気で歌う気なのかよ」


　ウキウキした口調で聞いてくる祥に英は苦笑いでツッコんだ。


　二時間以上もステージの上を跳はね回っていたクセに、まだまだ体力が有り余っているのが祥のスゴイところだった。


　だからこそ、ハードスケジュールのアイドルとしてやっていけるとも言える。


「社長の曲とか歌っちゃうモンね」


　祥はそう言って英のアイドル時代の歌を口ずさみながらシャワールームに向かった。


　アイドルからシンガーソングライターになって、今はプロデュース業に精を出している英の曲は祥もカラオケでよく歌う。


　むしろ祥は英に憧あこがれて芸能界に入ったようなものだった。


　その人が今は自分のプロデューサーとして才能を発揮してくれているのだから、これ以上ありがたいことはない。


　好きな歌が歌えて、女の子にキャーキャー騒さわがれて、祥は今の自分の境きよう遇ぐうに心底満足していた。








　祥が支度を終えてコンサート会場だった武道館の近くのホテルに移動すると、すでに事務所の関係者や取引先の招待客が集まったパーティーははじまっていた。


　黒羽英が社長を務めるオフィスＢＷは設立三年目の小さな会社だが、アイドル歌手兼若手俳優として活かつ躍やくする葉山祥と、雑誌やＣＭに引っ張りだこの売れっ子モデル彩こと相模亜哉を二大看板に、今一番旬しゆんな若手の男性タレントを世に送り出す芸能プロダクションとして急成長を遂とげている。


　まだタレントの数は少ないが、英の敏びん腕わんぶりは業界では一目も二目も置かれていた。


　元アイドルの英をプロデューサーとして一気に有名にしたのが祥だった。


　祥はスポンサーのお偉えらいさんに愛想良く挨あい拶さつしながら、事務所関係者が集まっているテーブルのほうに寄ってくる。


「祥ちゃん、コンサートお疲れさま」


　祥の存在に気づいた亜哉がジュースの入ったドリンクを渡わたしながら声をかけた。


　亜哉も祥もアルコールがまったく飲めないわけではないが、未成年なのでマスコミが入る席での禁酒禁きん煙えんは英から徹てつ底ていさせられている。


「亜哉こそ、こんな日まで仕事大変だったな」


　遅おくれてコンサートに駆かけつけてくれた亜哉に祥も労ねぎらいの言葉を返す。


「武道館着いたらもうアンコールでさ」


「じゃあ、太陽先せん輩ぱい寂さびしかったっしょ？」


　亜哉が仕事だったとはいえ、せっかくのイブなのになかなか恋人と合流できなかった太陽に同情して祥は問いかけた。


「そんなことないよ。コンサート楽しかったし」


　太陽はブンブンと首を振って否定する。


　確かにいつ亜哉がくるのか気にはなっていたが、コンサートに夢中だったせいか意外と時間が経たつのは早かった。


「ホント？」


「マジで、歌もすっごく良いしステージも迫はく力りよくあったよ」


　嬉うれしそうに聞き返す祥を見て、千嘉も話に割って入っていく。


「ヘヘ。俺のファンって女の子が圧あつ倒とう的に多いから、男の人にそう言ってもらえるのってなんか嬉しいや」


　手放しで誉ほめる千嘉に祥は照れくさそうに笑った。


　その表情がやけに可愛くて、千嘉はムクムクと欲望が頭をもたげてくるのを感じる。


「祥くんのファンが夢中になる気持ち、わかるなぁ」


　千嘉に艶つやっぽい瞳ひとみで見つめられて、祥はなんだか落ち着かない気分になった。


　コンサート前の楽屋でも見み惚とれるほどの美形だと思ったが、制服からパーティー用のスーツに着替えた千嘉はまた一段と格好いい。


「おい兄貴、祥ちゃんに変な色目使うなよ」


「色目ってなんだよ、俺は素す直なおに感想述べてるだけだってーの」


　余計な釘くぎを刺さしてくる弟に、千嘉はムッとしたように言い捨てた。


　確かに祥に興味を持ったのは事実だが、なにもしない内から変な警けい戒かい心を植えつけられてはたまらない。


「千嘉は普段の行いが悪すぎるんだよ」


　不満そうな顔をする千嘉に太陽はクスッと笑いながら忠告する。


「千嘉さんてそんなに遊び人なんだ」


「てか俺が遊び人だったら、イブにパーティーなんか来ないで恋こい人びとと過ごしてるよなぁ」


　祥にまで遊び人扱あつかいされた千嘉は納なつ得とくいかなそうに主張した。


　確かに千嘉は恋れん愛あいに積極的なほうだし、これまでつきあった相手も少なくはないが、どうでもいい相手に自分からアプローチをかけたりしたことはない。


「言われてみれば…」


　千嘉の言い分に祥も納得したように頷うなずいた。


「そんなワケで、恋人募ぼ集しゆう中だからヨロシク」


「えっ、でも…」


　ニッコリと笑え顔がおでアピールされて、祥は戸と惑まどったように首を傾かしげる。


　自分も千嘉も男なのに、当たり前のようにヨロシクされても、どうリアクションしていいのかわからない。


「ちなみに俺、メンクイだけど男とか女とかは拘こだわらないから」


　困ったような顔をする祥をジッと見つめて、千嘉は祥が自分の恋愛対象だと教えてやる。


　千嘉にとって重要なのは自分にとって魅み力りよく的かそうでないかだけであって、男とか女とかは取るに足りない問題だった。


「はぁ…」


「あ、ちょっと引いた？」


　千嘉は苦笑いしながら鈍にぶい相あい槌づちをよこす祥の反応を窺うかがう。


　ここで断固拒きよ否ひされてしまっては、さすがの千嘉にもこれ以上アプローチするのは逆効果だと思えた。


「いや、だって、亜哉と太陽先輩も……だし」


　祥は小さく首を振ふって、身近にいる男同士のカップルを例にあげる。


　もともと亜哉が女嫌ぎらいのゲイだと知ってはいたが、太陽という男の恋人と一いつ緒しよにいるところを見ても嫌けん悪お感はなかった。むしろ無愛想で表情も乏とぼしかった亜哉が、太陽とつきあうようになってからイキイキとしていっそう魅力的になったと思う。


「よかった。俺、マジで祥くんに興味あるからさ」


　千嘉は祥が男同士の恋愛に対して否定的でないとわかって嬉しそうに言った。


「祥くんってつきあってるヤツいるの？」


「いないけど…」


　すっかり千嘉の強ごう引いんなペースに乗せられたのか、祥は変に意識して落ち着かない気分になってくる。


「じゃあ俺にもチャンスある？」


　さらに魅み惑わく的な瞳でジィッと見つめられると、やけに顔が熱くなってきてしまう。


「だから気安く祥ちゃんを口説くなって言ってンだろ？」


　すっかり口説きモードになっている千嘉を、亜哉は呆あきれたように制止した。


「気安くなんて口説いてねーよ。こんなに魅力的な祥くんをほっとけるワケねーじゃん。他ほかのヤツに取られる前に気持ち伝えたいって思うの当然だろ？」


　すると千嘉はムッとしたように反論する。


　久しぶりにグイグイ迫せまっていきたいと思えるような相手が見つかったのに、保護者気取りの亜哉に妙みような邪じや魔まをされてはたまらない。


「お前こそ、俺の邪魔するより太陽に変な虫がつかないように見張ってろよな」


　テレビ局の女性ディレクターに馴なれ馴れしく話しかけられている太陽を指さして、千嘉は嫌いや味みっぽく言い捨てた。


「う…」


　亜哉はあからさまに顔色を変えると、チラッと祥を気にしつつも太陽のほうに向かっていった。


　素直な亜哉の行動に千嘉はフッと笑みを漏もらす。


　言い合いになったら口ベタな亜哉のほうが不利なんて、はじめからわかっていたことだ。


「亜哉と千嘉さんて全然似てないんだな」


　かるく亜哉をあしらった千嘉に、祥はクスッと笑いながら言った。


「そう？」


「二人とも背が高くて美形なのは共通してるけど、なんか正反対で面おも白しろい」


　見た目も男っぽくて爽さわやかな千嘉と、クールで中性的な亜哉では全然タイプが違ちがうが、千嘉と少し話しただけでも性格まで正反対だとわかった。


「あ、やっぱり笑顔がスッゴク魅力的だな」


　おかしそうに笑いながら話す祥を見て、千嘉は思ったままの感想を述べる。


　さすがにアイドルだけあって祥の笑顔はメチャクチャ可愛かわいい。女の子っぽい中性的な可愛さではなく、無邪気でまわりを元気にさせてくれるような無敵のアイドルスマイルだった。


「あはは、一応商売道具だし」


　祥はどんなに体調が悪くても面白いことなんかなくても、カメラを向けられたら自然に笑顔をつくることができる。それは祥にとってドラマで役になりきるのと大差ない。


「コンサート見てるときも思ったけど、祥くんってプロだよね」


　あっさり言い切る祥に千嘉は感心したような声を出す。


「ステージの上に立ったり、カメラ向けられたりすると、勝手にスイッチがアイドル葉山祥に切り替かわるんだ。女の子の黄色い声せい援えんとかメチャメチャ快感だぜ？」


　他人に注目されることが大好きな祥は、アイドルが天職だと思っていた。


　けどそれも応援してくれるファンの子がいてこそ成り立つのだ。


「ふーん。そんな祥くんの笑顔を独どく占せんできたらもっと快感だろうな」


　大勢の少女を虜とりこにしている祥が自分だけを好きになってくれたら…、思わずそんなことを考えた自分に千嘉は苦く笑しようする。きっと祥のファンの子たちも同じように夢見ているのだろう。


　自分がそんな乙おと女めちっくな思考の持ち主だと思ったことはなかったが、無邪気な笑みを浮うかべる祥のことを独占したいという気持ちが強くなってきた。


「もう…、社長が千嘉さんのこと熱ねつ烈れつにスカウトしてる理由わかった気がする…」


　千嘉にジッと見つめられて、祥は居たたまれなくなったように口を尖とがらせる。


　熱っぽい眼まな差ざしは祥をソワソワと落ち着かない気分にさせた。


「それよりさ、このパーティーのあと二人でどっか行かない？」


「でも俺、門限あるから」


　さっそく祥を射止めるべく誘さそいをかけた千嘉に、祥は申し訳なさそうに首を振った。


「門限!?」


　普ふ通つうの女の子ならともかく、男でしかも芸能界という特とく殊しゆな世界で仕事をしている祥に、まさか門限なんてモノがあるとは思ってもみない。


「うん、ウチの爺じいちゃん厳しーんだよ。仕事でどうしようもないとき以外は、夜の十二時までに家に帰るってのがアイドル続ける条件なんだ」


　祥はちょっと恥はずかしそうに事情を説明した。


男のクセにものすごく過保護に育てられてるみたいで格好悪い気がする。けれど大好きな仕事を続ける条件ならばと我が慢まんしているのだ。


「夜の十二時って、シンデレラみたいだな…」


　千嘉は自由な時間を与あたえられていない祥に同情したようにつぶやいた。


　仕事だけに夢中になるのではなく、祥をもっと自由な世界へ連れ出してやりたくなる。


「じゃあ、今から二人でパーティー抜ぬけ出しちゃおうか？」


「えっ？」


　コソッと耳元で囁ささやかれて、祥は驚おどろいたように目を見開いて千嘉を見た。


　事務所が主しゆ催さいするパーティーでのタレントの役目は、招待客をもてなすことのはずだ。そのタレントの自分がパーティーを抜け出すなんて本当はイケナイコトに違いない。


　でも千嘉のイタズラっぽい表情を見ていると、一緒にパーティーを抜け出してしまったほうが楽しいコトが待ってそうな気がする。


「葉山祥！」


　そのとき、背後からドスの利きいた男の大声が聞こえた。


　千嘉の甘い誘ゆう惑わくと戦っていた祥は、一気に現実に戻もどされてビクッと振り返った。


「なんだ!?」


「誰だれだ、お前は？」


　華はなやかなパーティーに似つかわしくない形相の男に、まわりにいた人間が不ふ審しんそうに問いかける。


「お前のせいでな、俺は彼女に振られたんだ！」


　しかし男はそう怒ど鳴なると、ローストビーフを給仕するボーイから長いナイフを取りあげた。


　ナイフを握にぎって近づいてくる男に、招待客の女性から悲鳴があがる。凶きよう器きを手にした男にスタッフも容易には近づけない。


　楽しいはずのパーティー会場が一いつ瞬しゆんにして緊きん迫ぱくした空気に包まれた。


「知ってるヤツじゃないよね？」


　千嘉は祥の肩かたを抱だいて男と対たい峙じしながら問いかける。


「し、知らない」


　男のターゲットにされた祥は動どう揺ようしたように言葉を詰つまらせて首を振った。


「チャラチャラしやがって！」


「誰だよアンタ？　なんか逆さか恨うらみでもしてんじゃねーの？」


　ギラギラした目で自分を睨にらみつけてくる男に理り不ふ尽じんさを感じた祥は、思わずキツイ口調で言い返した。


「祥くん！　刺し激げきしないで！」


　マネージャーの平野公こう二じが蒼そう白はくになって少し離はなれたところから忠告する。


「そうやってしらばっくれて、お前は俺たちの仲を引き裂さいたんだ…」


　男は醜みにくく顔を歪ゆがませながらジリジリと間合いを詰めてきた。


　千嘉も祥を庇かばうようにしながら少しずつ後ろに下がっていく。しかしすぐ後ろに壁かべが迫っていて、もう下がれないところまで追い詰められてしまう。


「死ね！」


　祥がそれ以上逃にげられないと判断した男は、ナイフを振ふりかざして突とつ進しんしてきた。


「キャーッ！」


「危ないッ！」


　千嘉は咄とつ嗟さに祥の体を突つき飛ばすと、サッとしゃがみ込んで男に足をかけた。


「ぐぅッ！」


　思わず倒たおれ込んだ男の手のひらを踏ふみつけてナイフを取りあげる。


「取り押さえろ！」


　男が丸まる腰ごしになったのを確かく認にんして、スタッフが一いつ斉せいに摑つかみかかっていった。


「離せー！　チクショー！　美み樹きを返せ！」


　大声で喚わめきながらもあっけなく取り押さえられた男に、千嘉はフゥッと安あん堵どのため息を漏らした。


　運動神経の差かもしれないが、咄嗟に体が反応してよかったと思う。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　千嘉はホテルの警備員に連れられていく男を見ながら、自分に突き飛ばされたまま固まっている祥に心配そうに声をかけた。


「祥！　千嘉くん！　怪け我がはないか!?」


　そこにパーティーの主催者でもある英が慌あわてたように駆かけ寄ってきた。


「俺は大丈夫です」


　当事者だったからなのか意外と冷静な千嘉は、英を安心させるように頷うなずく。


「俺…は、千嘉さんが助けてくれたから…」


　祥は震ふるえる指を握りしめて気丈に答えた。


　千嘉は身を固くして強がる祥の背中を優やさしくさすってやった。


　ターゲットにされた祥と、巻き込まれた千嘉ではショックの度合いが全然違うのだろう。


「兄貴！　ビックリさせんなよ！」


「悪いのは俺じゃないだろ？」


　顔を見るなりなぜか怒おこったような声を出した亜哉に、千嘉は眉まゆをひそめて言い返す。


「社長、とりあえず警察には通報しましたが、救急車は必要なさそうですか？」


　そこへ亜哉のマネージャーの松田敏さと史しがやってきて、祥たちに怪我がないことを確認して英に問いかけた。


「あぁ、千嘉くんのおかげで大事にならずに済みそうだ」


　マスコミ関係者も出席していただけに、明日のワイドショーを賑にぎわすことになるのは避さけられないかもしれないが、誰も怪我をすることなく済んだのが不幸中の幸いだった。祥を庇ってくれた千嘉には感謝してもしきれないくらいである。


「とにかく、事情を説明して関係者以外の人間には帰ってもらおう。そのあとで敏史くんは亜哉たちを送ってやってくれるか？」


「わかりました」


　松田は英の指示に頷いてスタッフを集めるために動き出した。


「とにかく千嘉くんがいてくれて助かったよ」


「いや、偶ぐう然ぜんですよ」


　改めて英に礼を言われて、千嘉は緩ゆるく首を振って謙けん遜そんする。


　なにかを考える前に勝手に体が動いていたのだ。相手が鈍にぶかったのかもしれないが、一歩間ま違ちがえばシャレにならないような惨さん事じになったかもしれないと思うとゾッとした。


「たぶん、警察の事情聴ちよう取しゆにもつきあってもらうことになると思うけど」


「そうですね」


　千嘉は苦笑いを浮うかべて頷いた。


　せっかく祥を誘ってパーティーを抜け出そうと思っていたのに、最後まで残らなければならなくなったのはなにかの因果かもしれない。


「祥くんが無事でよかったよ」


　千嘉は祥を安心させるように笑え顔がおを向けた。


　さっきから祥は千嘉のスーツの裾すそをギュッと握っている。無意識かもしれないが頼たよられてるみたいで悪い気はしなかった。


　命の恩人なんて大おお袈げ裟さなことを言うつもりはないが、祥にとって少しは気になる存在になれればいいと千嘉は思った。








　警察の事情聴取が終わって、千嘉と祥は着き替がえのために用意された控ひかえ室に二人きりになった。


　祥がマスコミ用にコメントを発表したことで取材陣じんも去り、現場には警察とごく一部の事務所関係者が残っている。


「どう、少しは落ち着いた？」


　ホテル側が出してくれた、ミルクのたっぷり入った温かいコーヒーを飲んでいる祥に、千嘉は静かな口調で問いかけた。


「俺、刃は物ものなんか向けられたのはじめてで、なんか動揺しちゃって…」


　祥は小さく頷いて湯気のたっているマグカップに視線を落とした。


「普ふ通つうは刃物なんか向けられたことある人間のほうが少ないよ」


　もちろん千嘉だって刃物を持った男と対峙したのははじめてである。


「そうだよな。でも千嘉さんスゲー落ち着いてなかった？」


「落ち着いてたっていうか、いまいちリアリティがなかったんじゃないかな」


　千嘉は男に刃物を向けられたときのことを思い返して首を傾かしげた。


　冷静に考えると恐おそろしいが、あのときは唐とう突とつすぎてコトの次し第だいが飲み込めてなかっただけのように思える。


「だってメチャクチャ格好良かったよ？」


　祥は少し興奮したように主張した。


　犯人の心情を逆さか撫なでしただけで、いざナイフを向けられると恐きよう怖ふでなにもできなくなってしまった自分に比べて、千嘉は勇ゆう敢かんに犯人に立ち向かっていってくれたのだ。


　千嘉がいなかったらナイフで刺さされていたかもしれないと思うとゾッとする。


「そう言ってもらえると不ふ謹きん慎しんだけど嬉うれしいな」


　キラキラした目を向けられて、千嘉はスゴクいい気分になった。


　それだけで危険を顧かえりみず祥を助けた甲か斐いがあったと思う。


「そういえば俺、まだちゃんとお礼言ってなかった」


　祥はハッと気づいたように言うと、改めて背筋を伸のばして千嘉に向き直った。


「本当にありがとうございました」


「どういたしまして」


　ペコッと頭を下げる祥に千嘉はクスッと笑みを漏もらす。


　二人が顔を見合わせて微ほほ笑えんでいると、コンコンというノックの音が響ひびいて英が控え室に入ってきた。


「犯人の男な、やっぱり彼女が祥に夢中になって、クリスマスの予定もキャンセルされたことに対する腹いせだったんだとさ」


　英は警察に連れていかれた男の供述の内容を話して聞かせた。


　決して裕ゆう福ふくではない大学生の男が、彼女のために奮発して高級なホテルとディナーを予約したのに、彼氏の自分よりアイドルのコンサートに行くことを優先されては面おも白しろくないだろう。


「たまたま予約を入れてあったレストランとホテルがココだったそうだ」


　諦あきらめきれず一人でホテルにやってきたところ、当の祥が華はなやかなパーティーなんかに参加しているのを見て、一気に憎にくしみが増ぞう幅ふくして暴走したのだ。


「完全な逆さか恨うらみですね」


「まったくだ」


　呆あきれたような千嘉の言葉に英も頷く。


　彼女が祥に夢中になって男をぞんざいに扱あつかうのは祥の責任ではないし、そんなことでいちいち逆恨みをされていたら芸能人なんてやってられなくなってしまう。


「それより千嘉くん、俺たちはまだマスコミなんかの対応で帰れそうにないんだ。申し訳ないけど、中目黒の自宅まで祥のこと送ってもらえるかな？」


　その場に居合わせなかったマスコミ連中から、ガンガン問い合わせが来ているであろう事務所に、英をはじめスタッフたちは徹てつ夜や態勢で対応に臨のぞむ覚かく悟ごだった。


「それは全然かまいませんよ」


　千嘉は快く了りよう承しようする。


　中目黒なら恵え比び寿すにあるマンションに帰るのにそれほど遠回りにはならない。


「そんな、俺は一人で帰れるって！」


　これ以上千嘉に迷めい惑わくをかけたくない祥は強がってみせる。


「でも、今日の今日だしな…」


　確かにタクシーで家の前までつけるし大だい丈じよう夫ぶだと思うが、未成年の祥を預かっている身としては大変な事件のあとに一人で帰すのは気が引けた。


「遠えん慮りよするなよ。てか、ウチ恵比寿だから近いし」


「それはちょうどよかった。じゃあコレ、タクシー代ね。余ったらお小こ遣づかいにしていいから」


　千嘉の言葉に英はホッとしたように言って、財さい布ふの中から万札を取りだす。


「マジッスか？」


　気前よく万札を手て渡わたされて千嘉は口元に笑みを浮かべた。


　別に金に困っているワケではないが、臨時収入はなんだか得した気分になる。


「それじゃあ、タクシーお願いしてくるな」


「はい」


　フロントに向かう英に頷うなずいて、千嘉は祥の肩かたに手をまわすと出入り口のほうに向かった。








　無事に家にたどり着くまで、千嘉はずっと祥の肩に手をまわして寄り添そっていてくれた。


　祥は自分が小さい子供になってしまったみたいで照れくさかったが、千嘉の大きな体にもたれているとスゴク安心できる。


　タクシーの中で祥は千嘉といろんな話をした。


　千嘉がバスケにのめり込んでいることや亜哉との兄弟仲、それに祥の仕事の話も。千嘉は話もうまくて面白いが、それ以上に聞き上手だった。


　一いつ緒しよにいるのが楽しくて、タクシーが家に着いてしまったときは残念だと思ったくらいだ。


「ただいま、お爺じいちゃん」


　タクシーを降りた祥は、車が停とまる音を聞きつけて玄げん関かんから飛び出してきた祖父幸ゆき夫おに驚おどろきながらも、嬉しそうに駆かけ寄っていく。


「祥！　無事だったのか！」


　事務所の人間から電話で事件を聞いていた幸夫は、無事に帰ってきた孫に安心したようにガバッと抱だきついた。


　小こ柄がらなクセに力の強い幸夫に抱きしめられた祥は苦しそうに眉まゆを寄せたが、それも自分を心配してくれていたからこそだと思えばありがたかった。


「それじゃあ無事に送り届けたからな」


　自分の役目を果たした千嘉は微笑ましい光景に頰ほおを緩ゆるめながら声をかける。


　しかし可愛かわいい祥が心配でたまらなかった幸夫は、千嘉の言葉にカチンときてしまう。


「無事だと!?　貴様！　ウチの可愛い孫を恐ろしい目にあわせておいてよくも…！」


「は？」


　大声を上げる幸夫に摑つかみかかられて、千嘉は目を丸くした。


「ちょっ、爺ちゃん！　千嘉さんは事務所の人じゃねーよ！」


　なにかを勘かん違ちがいしている幸夫を祥は慌あわてて止めようとする。


「問答無用！」


　祥の芸能界入りに反対だった幸夫は、基本的に事務所の人間が大だい嫌きらいだった。


　怒いかりの形相で胸むな元もとを摑むが、頭ひとつ以上大きい千嘉はビクともしない。


「俺の命の恩人なんだぞ！」


　困ったような顔をしている千嘉から幸夫を引き剝はがそうと袖そでを引っ張りながら、祥は精せい一いつ杯ぱいの大声で主張した。


「恩人!?」


「そう、俺が襲おそわれそうになったのを身を挺ていして助けてくれたの！」


　祥はプンプン怒おこりながら千嘉に命を救われたことを説明する。


　よりにもよって自分を助けてくれた千嘉に失礼な態度をとるなんて、短気な祖父が今日ほど恨めしかったことはない。


「このナンパそうな男がか？」


　けれど幸夫は千嘉の派手な出いで立ちを見て、納なつ得とくいかなそうに眉をひそめた。


　さすがの千嘉もものすごい偏へん見けんに呆れたように苦笑いする。


「千嘉さんに謝れよ！」


　自分の非を認めようとしない幸夫に祥はカッとなって叫さけんだ。


「謝る理由などない！　祥はさっさと風ふ呂ろ入って寝ねなさい！」


　しかし幸夫も引っ込みがつかなくなってしまったのか、逆ギレして怒ど鳴なるとさっさと玄関の中に入っていってしまった。


「もー、千嘉さんゴメン」


　祖父の無礼に祥はシューンとなりながら謝る。


「いや、でも絵に描かいたような頑がん固こ爺さんだな」


　生まれてから一度も祖父と暮らしたことのない千嘉は、むしろ面白そうに笑いながらしわくちゃになった襟えり元もとを整えた。


「爺ちゃんにも悪気はないんだけど、俺が芸能界でやってくの反対してるから…」


「こんなに可愛い孫がいれば心配にもなるさ」


　たしかに幸夫の態度は無礼だったが、それも祥を心配するあまりだと思えば千嘉も責める気になれなかった。


「でもせっかく遠回りして送ってくれたのに、お礼も言わないなんて…」


　けれど祥はどうしても許せないのかブツブツ文句を言っている。


　千嘉はそんな祥を見てふとイイコトを思いついた。


「だったら祥くんがお礼してよ」


「え？」


「俺、今ウィンターカップの真っ最中なんだよね。時間があったら応おう援えんに来て欲しいなぁ…なんて」


　さすがにちょっと図ずう々ずうしいかなとは思ったが、ダメ元で贅ぜい沢たくなお願いをしてみる。


　千嘉だってこのまま祥とバイバイしてしまうのは惜おしい。どうせなら祥に自分の一番格好いい姿を見てもらいたかった。


「俺ちょうど明日休みだ」


　学校も冬休みに入ったし、コンサートツアーも今日で終しゆう了りようしたので、明日は久しぶりになんの予定もないオフだった。


「マジで？　じゃあ携けい帯たいの番号とアドレス教えるからさ、連れん絡らく入れてよ」


　千嘉は嬉うれしそうに携帯を取りだして自分の番号を表示する。


「したら俺の番号も…」


「いいの？」


　あっさり自分の携帯を取りだして、番号を教えてくれる祥に千嘉は驚いたように聞いた。


　有名人なんてもっとガードが堅かたいと思っていたのに、もっと警けい戒かい心を強めたほうがいいのではないかとさえ思ってしまう。


「うん、なんで？」


　祥は千嘉の反応に不思議そうに首を傾かしげた。


　祥だって誰だれにでも簡単に番号を教えたりしないが、千嘉は恩人だし亜哉の兄だということもあって警戒する必要があるとは思えない。


「それじゃあ明日楽しみにしてるから」


　祥の携帯番号とアドレスをゲットした千嘉は、ニコッと笑って待たせていたタクシーに再び乗り込んだ。


「うん、おやすみなさい」


「おやすみ」


　祥は千嘉を乗せて去っていくタクシーが見えなくなるまで目で追っていた。


　冬の寒空に体は冷えているはずなのに、やけに温かいような不思議な気分だった。


　目を瞑つぶると、祥を助けるために危険も顧かえりみず、ナイフをもった男に勇ゆう敢かんに立ちはだかってくれた千嘉の姿が鮮せん明めいに浮うかぶ。


　咄とつ嗟さにそういうことができてしまうあたりメチャクチャ格好いい。


　祥も可愛いなんて女の子にもてはやされてるだけじゃなくて、千嘉みたいな格好いい男になりたいと思った。


　祥が千嘉に憧あこがれのような尊敬の念を抱いだいていると、握にぎりしめていた携帯にメールが入った。


「あっ」


　メールの送り主の名前を見た祥は思わずニッコリと微ほほ笑えむ。


　先ほどアドレスを交こう換かんしたばかりの千嘉が、さっそく帰りのタクシーの中からメールを送ってくれたようだ。


『メリークリスマス。今日のコンサート本当に格好良かったよ。それに、祥くんといろいろ話せて嬉しかった。また明日、楽しみにしてる』


　なんてことはないシンプルなメールだが、千嘉の気き遣づかいが嬉しい。


「そっかぁ、今日ってクリスマスイブだったんだよな」


　祥はそんなふうにつぶやいてメールの返信を打ちながら家の中に入っていった。








　タクシーで自分のマンションに帰った千嘉は、玄げん関かんを開けて明かりがついていることに驚おどろいたような声を出した。


「あれ？」


　首を傾げながらリビングに向かうと、そこには別々に暮らしている弟の亜哉と、その恋こい人びとの太陽がテレビを見ながらくつろいでいた。


「オカエリ、兄貴」


「千嘉、大だい丈じよう夫ぶか？」


「なに、二人してどうしたんだ？」


　口々に声をかけられて千嘉は不思議そうに問いかける。


　千嘉と亜哉は実の兄弟ではあるが、亜哉がモデルの仕事をはじめて独立しているため一いつ緒しよには住んでない。


　元々亜哉がモデルをはじめたのも、母親のパトロンが買い与あたえたマンションに住みたくなかったからで、用がない限りめったに顔を出すこともなかった。


　その母親も今はパトロンの海外出張についていってしまっているので、千嘉は三人が住むために用意された広いマンションで一人暮らしをする羽目になっている。


「なにって、あのあとどうなったか心配してコッチで待っててやったんだろ？」


　千嘉も祥も無傷なのは確かく認にんしたが、未成年なので早々に帰されてしまった亜哉と太陽は、相談して千嘉が帰ってくるまでマンションで待機していることに決めたのだ。


　せっかくのイブに太陽とイチャつく時間を削けずって待っててやったのに、本人がまったく心配をかけた自覚がないなんて納得いかない。


「マジかよ。亜哉も可愛かわいいトコあるじゃん」


「全然元気そうだな。心配して損した」


　いつもは無愛想な亜哉が自分を心配してくれたと知って、ニヤニヤしながら肩かたに手をまわす千嘉に、亜哉はあからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔をした。


「拗すねるなって。心配してくれて嬉しいよ」


　照れ屋の弟に笑いを堪こらえながら千嘉は素す直なおに感謝の気持ちを述べる。


「祥ちゃんの様子はどうだった？」


　不器用だけど微笑ましい兄弟のやりとりにクスッと笑いながら、太陽は肝かん心じんなことを千嘉に尋たずねた。


「俺が家まで送ってきたよ。外傷があるワケじゃないし元気そうだったけど、精神的にちょっとキツイだろうな」


　家に着いた頃ころにはだいぶ落ち着いていたように見えたが、そう簡単に忘れられるような出来事でもないし、祥に心の傷が残らないように願うしかない。


「マスコミも騒さわぐだろうし、今後の仕事に影えい響きようでないといいね」


「亜哉も気をつけろよ。身に覚えないことで逆さか恨うらみされるんだからな」


　不安そうな声をだす太陽に頷うなずいて、千嘉は亜哉にも注意を促うながした。


「俺の場合は仕事柄がら、祥ちゃんみたくファンの子とのふれあいとかないし、まだ平気そうだけど…」


　モデルの亜哉と違ちがって、アイドルの祥はお茶の間人気が高いぶんファンも親しみを感じてしまうのかもしれない。それで彼女が彼氏より祥に夢中になって、彼氏に逆恨みされるのでは祥が気の毒としか言いようがなかった。


「それより俺は兄貴のほうが心配だよ」


　深刻そうな顔をしている千嘉に、亜哉は小さくため息を漏もらしながら言った。


「だから俺はピンピンしてるって」


　祥のように精神的なダメージがあるわけでもなく、肉体的なダメージもない千嘉は、両手を広げて亜哉に元気さをアピールする。


「チゲーよ。兄貴の体が心配なんじゃなくて、兄貴が祥ちゃんにちょっかい出すんじゃないか心配ってコト」


「それは俺と祥くんの問題だろ」


　いきなり予想外なことを言われてさすがの千嘉もムッとしたように言い返す。


　せっかく亜哉も可愛いところがあるななんて見直していたのに、祥にとって悪い虫のような言い方をされては面おも白しろくなかった。


「言っとくけど、祥ちゃんは兄貴が思ってるよりずっとウブなんだからな」


　モテモテの超ちよう売れっ子アイドルのイメージと違ってかなりの奥手の祥を、千嘉がいつもの調子で軽く遊んでくれちゃったりしたらと思うと恐おそろしい。


「ウブねぇ」


　千嘉は大おお袈げ裟さな亜哉に苦笑いを浮かべた。


　門限があったり、確かに少々過保護な家に育っているようだが、ステージで少女の声せい援えんを一身に集めていた祥を見る限り、ウブというイメージとはマッチしない。


「まだ誰ともつきあったことないって言ってたし、ドラマとかのお芝しば居い以外ではキスもしたことないんだぜ？」


「いくらなんでも、そりゃ営業用のイメージだろ」


　いかにもアイドルっぽい設定ではあるが、本気で人気絶頂のアイドルが恋れん愛あい経験のひとつもないと信じてるヤツはいないだろう。アイドルとしてプロに徹てつしている祥になら、簡単にそれくらいのウソもつける気がする。


「祥ちゃん本人がそう言ってたんだよ」


　まったく信じるつもりのない千嘉に、亜哉は眉まゆをひそめて言い聞かせた。


「ありえねー」


　やけに真しん剣けんな表情の亜哉が滑こつ稽けいで、千嘉は思わずプッと吹ふき出す。


「なぁ、太陽？」


「俺に聞かれてもわかんないよ。でも祥ちゃんが亜哉にウソつく必要なんかないじゃん」


　千嘉に話を振ふられた太陽は困ったような顔をして自分の意見を述べた。


　演技のキスも仕事と割り切れる祥に恋愛経験がないなんて驚きだが、本人がそう言ってるのなら疑うようなことはしたくない。


「そりゃそうだけど…」


　他人の言うことを素直に信じられる太陽に、千嘉も反論の言葉をなくす。


「とにかく、祥ちゃんに遊びで手ぇだしたりすんなよ」


「わかった。遊びじゃなきゃいいんだよな」


　キツイ目を向けながら忠告する亜哉に、千嘉はおざなりに頷いてサラッと言い返した。


「本気の恋愛なんてしてないクセに」


　適当な返事にムッとした亜哉は嫌いや味みっぽい口調でつぶやいた。


　千嘉はモテるクセに一人の相手と長続きしない。本人は恋愛よりバスケを優先してるからなんて言ってるけど、恋愛にはその程度の執しゆう着ちやく心しんしかないのだ。


　その証しよう拠こに熱血バスケバカの太陽は、部活に精を出しながらも亜哉とのつきあいを両立させている。


「アイツには本気になるかもしんないじゃん」


　亜哉の言うことはもっともだが、千嘉だってはじめから遊びのつもりで恋愛をしているわけではない。興味を惹ひかれるからこそ自分からアプローチするのだが、相手が振り向いてしまうと熱が冷めてしまうことが多いだけだ。


　いつまでも千嘉を惹きつけて止やまない相手に巡めぐり合えれば、千嘉だって遊び人のレッテルを貼はられることもなくなるだろう。


　それが祥になるかはわからないが、少なくとも今は誰だれよりも祥に興味があった。


「だいたいなんで亜哉にンなこと忠告されなくちゃなんねーんだよ。もしかして亜哉、本命は太陽じゃなくて葉山祥だったりしてな」


　せっかく久しぶりにトキメキを覚えたというのに、アプローチの邪じや魔まをされたくない千嘉は意地悪く亜哉に話を振った。


「ざけんなよ！」


　まったく見当違いのことを言われて、太陽一筋の亜哉は怒いかりを顕あらわにする。


「お、そんなに怒おこるってコトは図星か？」


「バッカじゃねーの！　俺は太陽以外のヤツとどうこうなんて考えたこともねーよ！」


　さらにニヤニヤ笑いながらからかうような口調で迫せまってくる千嘉に、亜哉はめずらしくムキになって言い返した。


　冗じよう談だんでも太陽以外に気があるようなことを言われるのは不快でたまらない。


「あーもう！　ヤメロって！」


　千嘉の挑ちよう発はつに乗って本気で怒る亜哉に、黙だまってられなくなった太陽が仲ちゆう裁さいに入る。


「千嘉も、亜哉のコトからかうのいいかげんにしろよな！」


　太陽は亜哉を信じてるし、ちょっと千嘉にからかわれたくらいでムキになることもないと思うが、千嘉のジョークはあまり質たちのいいモノではない。


「いやぁ、必死になる亜哉が可愛いからついつい…な」


「バカ兄貴！　祥ちゃんに振られちまえ！」


　おかしそうに笑いを堪えながら言う千嘉に怒りがピークに達した亜哉は、大声で子供っぽく千嘉を罵ののしった。


「行こうぜ、太陽」


　そのまま亜哉は太陽の手を摑つかんでドスドスと玄げん関かんに向かう。


　これ以上千嘉と一いつ緒しよにいると、せっかくのクリスマスイブが台無しになってしまうと言わんばかりだ。とっとと家に帰って太陽とイチャつきでもしなければ怒りがおさまりそうにない。


「太陽、また明日なー」


　千嘉は弟の素す直なおなリアクションに笑えみを漏らしながら、明日また試合会場で会う太陽に声をかけた。


　けれどその声は太陽には届かなかったのか、玄関から聞こえてきたのはバタンッという扉とびらが閉まる音だけだった。


「なんだよ」


　一人になった途と端たんに虚むなしくなった千嘉は、つけっぱなしになっているテレビから聞こえてくるクリスマスソングに顔をしかめてテレビを消す。


　気がつけば時計は深夜の〇時をまわっている。


「はぁ、風ふ呂ろ入って寝ねるか」


　明日の試合に備えて、千嘉はさっさと眠ねむりにつくことに決めた。








　次の日、祥は約束どおり千嘉の試合の応おう援えんに駆かけつけた。


　もちろんニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶって、なるべく目立たないように座っての観戦だ。


　昨晩の事件は朝からワイドショーで取り上げられてるが、祥自身が無事だったことと事務所の対応が早かったおかげで大した騒さわぎにはなっていない。


　それでも昨日の今日で、一いつ般ぱん客もいる会場で正体がバレてパニックになったら千嘉に申し訳なさすぎる。


　ただ、さすがにクリスマスだけあって観客の人数が少ないのは救いだった。


　祥は体育の授業程度しかバスケを経験したことがないし、試合を見るのもはじめてだけど、高さのあるスピード感に溢あふれた試合展開に圧あつ倒とうされた。


　特に千嘉の派手で豪ごう快かいなダンクシュートは惹きつけられる。


　近くで見ると自分よりすごく背が高いと思っていた千嘉も、コートに立っている全国レベルのバスケ部員の中ではごく普ふ通つうに見える。


　祥よりちょっと背が高くて一般の高校生の平均身長くらいはあるはずの太陽だって、コートの中では子供みたいに小さく感じた。


　それでも千嘉と太陽のコンビネーションは群を抜ぬいて目立っていた。


　太陽が相手の隙すきを狙ねらって鋭するどいパスを出して、それを受け取った千嘉が巧たくみにディフェンスをかわしながらシュートを決める。


　さっきから誠林学園はそのパターンで何度も得点を重ねていた。


　太陽から千嘉にボールが渡わたるのがわかっていても、相手のディフェンス陣じんは緩かん急きゆうをつけたボール運びについていけず止めることができない。


　さらに相手のディフェンスが千嘉に集中すると、太陽は上手うまくフリーになった選手にボールを捌さばいて得点を決めさせていく。


　そんな全国レベルのプレイに祥は鳥とり肌はだが立つくらい興奮した。


　千嘉も夢中で声援を送る祥の存在に気づいてからは、シュートを決めるたびに小さくガッツポーズをよこしたり気き障ざなウインクをしてみせた。


　真剣にプレイをしているのにどこか余よ裕ゆうがあるところが千嘉らしいと思う。


　相手のディフェンスを巧みにかわして華か麗れいにシュートを決める千嘉は文句なく格好いい。


　祥はいつの間にか周りの目が気にならないくらい試合に夢中になっていた。


　近くにいた誠林学園のバスケ部員たちで祥に気づいた者がいても、同じ学校の生徒だし女子もいないので特に騒がれたりもしなかった。


　そして試合は、太陽と千嘉の抜ばつ群ぐんのコンビネーションが光った誠林学園が大差で勝利した。


「千嘉さん！」


　試合を終えて控ひかえ室に移動しようとする千嘉に、祥はスタンド席から声をかける。


「祥くんが応援してくれたおかげで勝っちゃったよ」


　すると千嘉はニッコリ笑顔を向けてブイサインをよこした。


「よく俺がいるって気づいたね」


「そりゃオーラが違ちがうから、すぐわかったよ」


　本人は目立たないようにしてるつもりでも、隠かくしようのない華はなやかな存在感と、律りち儀ぎに自分を追ってくれる視線は気づくなというほうが無理である。


「千嘉さんこそ、スッゲー格好良かった！」


　祥は手放しで千嘉を賞賛した。


　まんまと千嘉の思おも惑わくに乗せられた気がしなくもないが、バスケに集中している千嘉は男の目から見ても本当に格好良かった。


「あれ？　どうして祥ちゃんがココに？」


　そんな二人のやりとりに気づいた太陽が、タオルで汗あせを拭ふきながら近寄ってくる。


「俺の応援に来てくれたんだよな」


「ウン」


　得意気な千嘉の言葉に祥はニッコリ笑って頷うなずいた。


「いつの間にそんな約束取りつけたんだ？」


　妙みようにいい雰ふん囲い気きの二人に驚おどろいたように太陽は問いかける。


　売れっ子アイドルの祥が知り合ったばかりの千嘉のバスケの試合を見にくるなんて、普通では考えられない。


「そんなの太陽に関係ないだろ」


　詮せん索さくするような眼まな差ざしを向ける太陽を、千嘉はシッシッと追い払はらう。


　太陽はなにか言いたそうな瞳ひとみでジッと千嘉を見たけれど、結局なにも言わずに控え室のほうに歩いていった。


「それより祥くん、今日これから時間ある？」


　邪じや魔ま者がいなくなったところで千嘉は祥にこのあとの予定を尋たずねた。


「あるけど…」


　祥は躊躇ためらいがちに頷く。


　今日は一日中オフなので時間はいくらでもあるが、いかにも遊んでるふうな千嘉にどこへ連れていかれてしまうのかと思うと少し不安だ。


「だったら食事にでも行かない？」


「え？」


「せっかくクリスマスだし、一人で夕飯ってのも味気ないからさ」


　千嘉は祥の警けい戒かい心を解くように、少し寂さびしそうな表情を浮うかべて誘さそった。


「そっか、千嘉さん一人暮らしなんだもんな」


　亜哉に相模家の家庭の事情を聞いたことがあった祥は、ふと思い出したように頷く。


　祥は家に帰れば母親が温かい食事を用意して待っててくれるが、千嘉はひとりぼっちの家に帰らなければならないのだ。


「俺でよければつきあうよ」


　自分ならそんな寂しい生活耐たえられないと思った祥は快く千嘉の誘いを受けることにした。


「じゃあ支し度たくしてくるから、待っててな」


　すると千嘉はニッコリ嬉うれしそうに笑って、そう言い残すと控え室のほうに駆けていった。


　千嘉が喜んでくれると祥も嬉しいような気分になる。それは不思議な感覚だけど、なんだかちょっとワクワクしてしまう。


　ファンの子にキャーキャー騒がれるのと、千嘉にアプローチされるのは全然違った。


　どっちのほうがいいとかじゃなくて、はじめての感覚に祥は戸と惑まどいと好こう奇き心しんでいっぱいになる。


「お待たせ。どこ行こうか？」


　千嘉のことを考えながら他校の試合をボーッと眺ながめていると、制服に着き替がえ終えた千嘉が後ろから声をかけてきた。


「俺はどこでもいいよ」


　祥は千嘉について体育館の出口に向かいながら返事をした。


　仕事絡がらみで外食をするときは、事務所の人間やテレビ局のスタッフがセッティングしてくれるので、祥自身はほとんど店を知らない。


「制服のまま出かけるのもナンだし、とりあえず渋谷に出て服買おうかな」


　千嘉は私服の祥とのバランスを気にしてそう言った。


「渋谷とかスゴイ久しぶりだ」


　千嘉の提案に祥はエヘヘとはにかんだような笑えみを浮かべる。


「人が大勢いるとこ出かけて、パニックになったりするとヤバイ？」


「ううん、さすがに電車とかは乗れないけど、ふつうに街歩いてても意外と気づかれないモンだよ」


　ハッと気づいたように問いかけてくる千嘉に、祥はクスッと笑って首を振ふった。


　仕事で地方に行ったときは別だが、東京の人間はプライベートの時間には干かん渉しようしないというか、気づいても気づかないフリをしてくれることが多い。


「ただバレて騒ぎになると周りに迷めい惑わくかけちゃうんだよなー」


　稀まれに大騒ぎになって店の従業員や同行者に迷惑をかけてしまうのが嫌いやで、祥はなるべく人ひと混ごみへの外出を避さけていた。


　それ以前に仕事と学校の両立がキツくて、あまり出で掛かけてる時間もない。


　この仕事をしてなかったらもっと違った青春の楽しみ方があったかもしれないとは思うが、祥は仕事が好きだし遊べなくても後こう悔かいはしていなかった。


「それか、ウチ来る？」


　祥の事情を察した千嘉は別の提案をした。


「千嘉さんち？」


「だって、せっかくのデートなのに、人目を気にしてたら羽目外せないだろ？」


　家の中で二人きりなら周りの目を気にする必要もないし、千嘉にとってもこれ以上オイシイシチュエーションはない。


「デートって…」


　当たり前のようにその単語を使う千嘉に祥は苦笑いを浮かべる。


　普ふ通つうは男同士で出掛けることをデートなんて言わないはずだ。


「祥くんと二人で出かけたら、俺にとってはデートだよ」


　千嘉はフッと笑って自分の素す直なおな気持ちを口にした。


「もー、千嘉さんって口ウマイよな。なんか俺ドキッとしちゃった」


　思わず心臓を高鳴らせた祥は、可愛かわいらしく口を尖とがらせながら頰ほおを赤らめる。


　何気ない台詞せりふも様になってるというか、やたら格好良く思えてしまう。


　祥の反応に気をよくした千嘉は、体育館の前でタクシーを捕つかまえて、祥と一いつ緒しよに恵比寿にある自宅マンションに向かった。








　マンションに着いた千嘉は、玄げん関かんの扉とびらを開けて祥を招き入れた。


「あがってよ」


「おじゃましまーす」


　靴くつを脱ぬいでリビングにとおされた祥は、モダンなデザイナーズマンションならではの凝こった造りに感心しながら、千嘉のあとについてリビングに入っていった。


「うぁ、こんな広いマンションに一人暮らしなんて羨うらやまし～」


　ベランダに続く大きな窓が印象的な広いリビングには、白い大きなソファと大きなテレビが設置されていて、高校生が一人暮らしをするには贅ぜい沢たくな印象を受ける。


「ココは元々、母親と亜哉と親子三人で暮らせるようにって用意されたマンションだからね」


「あ、ゴメン」


　千嘉が好きで一人暮らしをしているわけではないと思い出した祥は、バツの悪そうな顔をして謝った。


「気にしてないよ」


　シュンッと肩かたを竦すくめる祥の頭を優やさしく撫なでて、千嘉は祥にソファに座すわるように促うながす。


「だって高校生がこんなリッチなマンションで一人暮らしできるなんてラッキーだろ？」


「でも寂しくない？」


　冗じよう談だんめかして言う千嘉に祥は躊躇いがちに尋たずねた。


　六畳じよう一間のアパートで一人暮らしをするより、広いマンションにポツンと一人でいたほうが寂しさが増すような気がする。


「寂しいって言ったら暇ひまなときに遊びにきてくれる？」


　千嘉は隣となりに座った祥の肩に手をまわして、ジッと瞳を覗のぞき込みながら囁ささやいた。


「またそんなこと言って…」


　どこまで本気なのかわからないのに、祥は強い眼差しにドギマギしてしまう。


「冗談抜ぬきに祥くんならいつでも大だい歓かん迎げいだよ」


　赤くなる祥の肩からパッと手を離はなすと、千嘉はそう言い残して寝しん室しつに荷物を置きに行った。


　一人残された祥はドキドキしている心臓を落ち着かせるようにフゥッと息を吐く。


　男の千嘉に迫せまられて、こんなに動どう揺ようしてしまうなんて自分でも変だと思う。それが千嘉に恋れん愛あい感情で惹ひかれているからなのか、単なる男としての憧あこがれなのかはわからない。


　例えば祥は英に憧れて芸能界に入りたいと思ったが、英に憧れて尊敬する気持ちと、千嘉にドキドキしてしまう感情はまったく別物だった。


「夕飯ピザでいい？」


　祥が自分の感情を持て余してウダウダ考えていると、制服のブレザーを脱いでネクタイを外し、シャツをはだけた状態で寝室から戻もどってきた千嘉がピザのメニューを手て渡わたしてきた。


「あ、うん」


　祥は妙みように千嘉を意識しながらピザのメニューに視線を落とす。


「どれにする？」


「この、シーフードのがいいな」


「オッケー。ついでにチキンも頼たのもうか。クリスマスっぽくね」


　千嘉は祥のリクエストに頷うなずくと、楽しそうに言いながらピザ屋に電話をかけた。


　千嘉は意外と雰ふん囲い気きを楽しみたいタイプのようである。


「そういえば俺、クリスマスの日に仕事じゃないなんて久しぶりだ」


　電話を終えて戻ってきた千嘉に、祥はふと気づいたようにいった。


「そうなの？」


「ウン。今年はたまたま昨日でツアー終わったからオフだけど、去年は確か生放送の歌番組があった気がする」


　学校は冬休みだというのに、祥の場合はここぞとばかりに仕事をいれられてしまうことが多かった。


「ゲーノー人も大変だ」


　千嘉は腕うでを組んで同情したように苦笑いをする。


「でもウチ、爺じいちゃんが昔気質かたぎの人だから、子供の頃ころからクリスマスなんて関係なーいってカンジだったけどね。せいぜい母親がケーキ用意してくれるくらい」


　一応両親からプレゼントはもらっていたものの、祥は基本的にサンタを信じるような育て方はされていない。


「ウチの母親はクリスマス近くになると店の客から貢みつぎ物が増えてご機き嫌げんだったな」


　ホステスをしていた母親が、クリスマスシーズンと自分の誕生日には特別気合いが入っていたことを思い出して、千嘉は思わず苦笑いを浮うかべる。


　子供の頃、千嘉と亜哉はいつも二人きりで母親の帰りを待っていた。


　イブの夜だって母は一緒に過ごす相手がいない男たちのために働いている。


　両手にプレゼントを抱かかえて帰ってきても、それも貢いでくれる男に買わせた物だとわかってからは、クリスマスにプレゼントが欲しいなんて思わなくなってしまった。


「お母さんって千嘉さんと亜哉、どっちと似てんの？」


　感傷に浸ひたっていた千嘉は、祥の質問にハッと我に返る。


「亜哉ソックリ」


「そんなカンジする。お母さん、メチャメチャモテただろうな」


　千嘉の答えに祥はクスッと笑って頷いた。


　亜哉は中性的なイメージがあるし、あのままの顔で女になっても絶対に美人だと思う。


「芸能界とかからもスカウトされまくってたみたいよ」


　千嘉は子供の頃、母親からよくそんな自じ慢まん話を聞かされた。


「へぇ、なんで芸能界入んなかったの？　もったいない」


「なんせ十六で俺を妊にん娠しんして家出して、男の家に転がり込んだって逸いつ話わの持ち主だからな」


　不思議そうに聞いてくる祥に、千嘉はやむにやまれぬ事情があったことを教えてやる。


「そうか、芸能人になるより一人の男に愛されることを選んだんだ」


　祥はしみじみと感心したように言った。


　女の幸せとしてはそれも全然アリだと思う。


「でもその男は妻子持ちで、結局亜哉がまだお腹なかにいるときに別れちゃったんだけどね」


　しかし千嘉は皮肉っぽい口調で幸せとは言いきれない現実を告げた。


「なんか波は瀾らん万ばん丈じようだな…」


　祥は信じられないというようにつぶやいた。


　千嘉の母は今の祥と同じ年で人生の大きな選せん択たくをしたことになるのだ。


　過保護に育てられた祥には想像のつかない人生だった。


「そんで女手一つで二人の子供を養ってかなくちゃならなくなった母さんは、ホステスとして銀座で働くようになって、しょっちゅう相手を変えていろんな男から金銭的な援えん助じよをしてもらってるってワケ」


　千嘉は苦労することがわかっていて自分を生むという決断をしてくれた母に感謝している。


　けれど、もし自分を身み籠ごもることがなかったら、母の人生は大きく変わっていたかもしれないとも思う。母は前向きでバイタリティに溢あふれているが、男に貢がれてなんぼの人生より、平へい凡ぼんだけど幸せな生活が送れたかもしれないのだ。


「でもこんな高級マンション買ってくれる人がいるなんてスゴイよな」


　複雑な表情を浮かべる千嘉に、祥は努めて明るく感心したような声をだした。


　いくら金銭的な援助をしてくれる男がいると言っても、千嘉たちの母親がよほど魅み力りよく的でなければ簡単に貢げる金額ではない気がする。


「まぁ、おかげで亜哉はかなりの女嫌ぎらいになって、パトロンに買い与あたえられたマンションにも住みたくないって意地張って仕事してんだけどな」


　千嘉と違ちがい亜哉は母親の生き方に反発して、早々と自立する道を選んだ。その気持ちもわからなくはない。


　母親の男関係をまざまざと見せつけられるのは、男の子にとってかなりのショックだ。


「千嘉さんは抵てい抗こうない…？」


「俺は母さんの苦労も理解してるつもりだし、大学行ってバスケも続けたいし、利用できるモノは利用してやるつもり」


　遠えん慮りよがちに尋ねてくる祥に、千嘉はニッと口の端はしをあげて強したたかに笑いながら答えた。


　千嘉は亜哉ほど母親に幻げん滅めつもしてないし、自分がやりたいことを犠ぎ牲せいにしてまで独立しようという気もなかった。


「大人なんだね」


　千嘉の答えに祥は感心する。


　もし自分が同じ立場だったら、千嘉のように割り切ることもできないし、亜哉のように自立することもできなくて、グレたあげく不良街かい道どうまっしぐらってトコだろう。


「ただズルイだけだよ」


　千嘉はクスッと笑って緩ゆるく首を振ふった。


　ただ千嘉は自分のことだけを考えて、一番都合のいい方法を選んだだけなのだ。


　妙に感心されたりしたらくすぐったくて仕方ない。


「それより、ピザがくる前に俺シャワー浴びてきちゃうから、テレビでも見ててくれる？」


　千嘉はそう言って襟えり元もとのニオイをクンッと嗅かぐと、リモコンを手にしてポチッとテレビの電源を入れた。


「ウン。でもクリスマスって特番ばっかで面おも白しろいのやってないんだよな」


「テレビジョンあるよ」


　お笑いタレントがバカ騒さわぎをしている画面を見てぼやく祥にクスッと笑って、千嘉はテーブルの上に置いてあったテレビ誌を手に取った。


「あれ、今日祥くんのドラマあるじゃん？」


　二五日のページを開いて番組表に目をやると、二時間枠わくのスペシャルドラマの先頭に祥の名前があるのを見つけて、千嘉は驚おどろいたような声をだす。


「そんなの見なくていいよぉ」


　祥は慌あわてたように頭をブンブンと振る。


　クリスマスが題材になったベタベタに甘いドラマなんて、恋れん愛あい経験豊富そうな千嘉には鼻で笑われてしまいそうだ。


「せっかくだから九時からはコレ見よう」


　しかし千嘉は楽しそうに笑って宣言した。


「でも、コテコテの恋愛物だよ？」


　祥も自分が出演した作品は気になるしチェックするが、いつもは一人でコソコソ見ている。


　家族とだって一いつ緒しよに見るのは恥はずかしくて嫌いやなのに千嘉と一緒なら尚なお更さらだ。


「クリスマスの恋愛物ってだいたいハッピーエンドだよな」


「当たり」


　ズバリ予想する千嘉に祥はコクンと頷く。


　今夜のドラマも、聖なる夜に起こったちょっと不思議だけど温かくて幸せになれるストーリーである。


「ちょっと楽しみだな」


　しきりに照れる祥が可愛かわいくて、千嘉はウキウキしながらシャワーを浴びにバスルームに向かった。


「あぅ…」


　リビングに残された祥は思わず頭を抱え込んだ。








「なぁ、面白い？」


　真しん剣けんな表情でドラマに見入っている千嘉に、祥は不安そうに問いかけた。


　ちょうどピザを食べ終わった頃ころにはじまったドラマを、ソファに二人並んで腰こし掛かけながら見ることになったのだが、祥は千嘉の反応が気になって仕方なかった。


「ウン。ちょっとベタでクサイけど、クリスマス向きの恋愛ドラマならこれくらいコテコテなのがいいんじゃない」


　一番クライマックスのシーンで話しかけられて、千嘉は画面から目を離はなさずに答える。


　難しいことを考えずに楽しめる恋愛ストーリーは、雪とイルミネーションとクリスマスソングというベタな効果を用いながらも、とびきり可愛くて見てるコッチも幸せな気分になれるドラマに仕上がっていた。


「なにより、祥くんが可愛いし」


　ケーキ屋のバイトくんという設定なので、サンタクロースの格好のままなりふり構わず憧あこがれの彼女の元へかけていく祥の演技に、千嘉は思わず頰ほおを緩める。


　不器用だけど一生懸けん命めいな姿は大いに好感度アップというカンジだった。


「俺って恋愛ドラマに出ると、いっつも純情で不器用で…みたいな役ばっかなんだよなー」


　祥は自分の告白シーンから目を逸そらしながらポツリと呟つぶやいた。


「ファンの子がそういうイメージを求めてるんだよ」


　祥にはいわゆる少女マンガに登場する、主人公の女の子の相手役のような、少女の夢がつまっている男の子の役がピッタリはまるのだ。


「どうせだったらいろんな役やってみたいのに」


　祥は少し不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。


「例えばどんな？」


「んー、悪い男！　女騙だまして利用して、最後は復ふく讐しゆうされて殺されちゃう…とかね」


　思いつく限りの悪い男像を口にした祥は、悪役になりきってニヤリとニヒルな笑えみを浮うかべてみせた。


　いつかはアイドル葉山祥のイメージが崩くずれるような、衝しよう撃げき的でダークな役を演じてみたい。


「それってどんなドラマ？」


　まるで二時間物のサスペンスドラマに登場するような安っぽい設定に、千嘉はおかしそうにツッコむ。


　そのとき、画面の中で祥が演じる主人公の告白に応こたえた彼女が、はにかんだ笑みを浮かべながら祥の唇にチュッとキスをした。


「あっ…」


「自分でこういうシーン見るの恥ずかしい？」


　思わず声を漏もらした祥に千嘉は興味津しん々しんで問いかける。


「そりゃ恥ずかしいよ…」


　祥はカァッと赤くなってソファの上で膝ひざを抱かかえ込むように体を丸めた。


「でもキスシーンくらい何度も演やってるだろ？」


「演るのと見るのじゃ全然違ちがうって」


　画面に映っている自分ではない自分の演技、特にラブシーンを見るのは苦痛だった。


「演技しているときは役に入り込んじゃってるからいいけど、時間が経たってからテレビで見ると入り込んじゃってるのが余計に恥ずかしーんだよね」


　照れたような表情で彼女と見つめ合っている自分をブラウン管越ごしに見ながら、祥はハァッと疲つかれたようなため息をついた。


　役者なんかをしてない限り、自分がキスをするときの表情なんて見ることもないだろう。


「演るのはよくても見るのは恥ずかしいんだ、面白いね」


「面白くねーよ。相手が同年代のアイドルの女の子の場合、向こうの事務所がＮＧで振りだけってコトも多いけど、年上の女優さんが相手の場合はマジでブチュッてするんだぜ？」


　今回共演した中なか村むら夏か南な美みという少女は、若手演技派女優として注目を集めている。


　このキスシーンも監かん督とくは振りだけでもいいと言ってくれたのに、彼女のほうから本当にしても構わないと言ってきたのだ。夏南美は二歳年上なだけとは思えないくらい大人びていて、スタンバイ中は物静かな印象だったのに、演技にかけては人一倍情熱的だった。


　おかげでキスシーンもドラマのクライマックスに相応ふさわしい、どこか幻げん想そう的で美しい映像に仕上がったと思う。


「演技でキスするのってどういうカンジなの？」


　照れくさいのか、拗すねたように尖らせている祥の唇を意識しながら千嘉は尋たずねた。


　中村夏南美も透とう明めい感のある美しい少女だが、祥の少し端はしのあがった可愛らしい唇に触ふれることができるなんて役得だと思う。


「どうって、別になんてコトないよ。自分じゃない人物になりきって演技してるんだし、カメラとか大勢の撮さつ影えいスタッフに見られてるから」


　プライベートで経験のない祥は、ドラマでするキスなんて演技で笑ったり怒おこったりするのと大差ないと思い込むようにしていた。


「それに思い切ってやんないと、照れたり躊躇ためらったりしてるのが画面から伝わってくると、余計に恥ずかしいしみっともないじゃん」


「なるほど。ちゃんと仕事だって割り切ってるんだ」


　開き直ったような祥の言い分に千嘉は感心したように頷うなずいた。


　そういう思い切りの良さが、他ほかの若手俳優を押しのけてアイドルの祥が多数のドラマに起用される要因なのかもしれない。


「ま、このドラマの場合は相手からキスされるってカンジだから気が楽だったけど」


　妙みように感心している千嘉に、祥はイタズラっぽく笑って肩かたを竦すくめた。


　いくらキスも演技だと割り切っていても、やっぱり多少は他のシーンより緊きん張ちようするし相手にも気を遣つかう。自分から積極的に動くより受身でいるほうが気楽なのが本音だ。


「演技のキスってプライベートでするキスと違う？」


　視線を集中させていたせいか、千嘉は笑みを浮かべる祥の形のいい唇を奪うばいたい衝動に駆かられながら聞いた。


「わかんない。だって俺、演技でしかキスしたことないもん」


「それってホント？」


　亜哉に聞いたときは絶対にそんなはずないと思っていたが、あっけらかんと答える祥がウソをついてるようにも見えない。


「ウン…。だって、十三歳で社長にスカウトされてからずっと仕事に夢中で、彼女つくってる余よ裕ゆうなんてなかったし…」


「でも女の子がほっとかないだろ？」


　言い訳のように経験のない理由を述べる祥に、千嘉は最大の疑問をぶつけた。


　いくら祥が恋れん愛あいに積極的でなくとも、女の子のほうから迫せまられたら悪い気はしないはずだ。


「そりゃファンの子はいっぱいいるけど、俺は一人の恋こい人びとと真しん剣けんにつきあうより、大勢の女の子にキャーキャー言われてるほうが楽しいから」


　トップアイドルならではの発言に千嘉は思わず苦笑いをする。


「ドラマでいくらでも疑ぎ似じ恋愛できるしな」


「だから俺、アイドルって性しようにあってると思うんだ」


　千嘉の言葉に祥はコクンと頷いた。


　恋愛に興味がないわけじゃないし、いつか大勢のファンに騒さわがれるより夢中になれる相手が現れるかもって思うけど、今はまだアイドルでいることが楽しかった。


　当たり前みたいに言う祥を見て、千嘉はますます祥を自分に振ふり向かせたい、夢中にさせてみたいという欲求が強くなる。


「けどさ、本気で恋愛したことないんだろ？　真剣につきあってみたらファンの子にチヤホヤされてるより楽しいかもしれないよ？」


「千嘉さん…？」


　真剣な眼まな差ざしで見つめながら囁ささやかれて、祥は思わず目をパチクリさせた。


「もちろん楽しいだけじゃなくて、切なかったり苦しかったりもするだろうけど、そういう甘い胸の痛みも本気で人を好きになんなきゃ味わえないんだよな」


　さらに続く千嘉の言葉に祥は深く考えさせられる。


　たしかにファンの子にチヤホヤされるのは単純に楽しいし元気になるが、それ以上の複雑な感情とは無む縁えんだ。一人の相手と深くつきあうのとは根本的に違うだろう。


「俺は祥とそういう恋愛したいって思ってる」


　黙だまり込んでいる祥に、千嘉はごく自然に、だけど情熱的な口調で告げた。


　今までの軽い調子とは違う千嘉の真ま面じ目めな表情に、祥の心臓は大きく跳はね上がった。


　整った甘いマスクが真剣な表情を浮かべるとすごく精せい悍かんで、凜りんとした眼差しに吸い込まれてしまいそうになる。


「あ…、お、俺、そろそろ帰らなくちゃ」


　自分の心がグラグラと揺ゆれるのを感じた祥は、逃にげるように時計を目にして立ち上がった。


「待てよ」


　明らかに動どう揺ようしている祥を千嘉は腕うでを摑つかんで引き止める。


　もし祥がまったく千嘉に興味がなかったら、男に迫られてもっと嫌けん悪お感を顕あらわにしているはずだ。けれど赤くなって慌あわてるなんて多少なりとも千嘉を意識してるとしか思えない。


「でも俺、門限十二時だし…」


「帰したくない」


　過保護な祖父との約束を持ち出した祥に、千嘉はキッパリ言って祥の体を抱だきしめた。


「え？」


「だって、今帰したら次はいつこんなふうに二人きりで会えるかわからないだろ？」


　思わず硬こう直ちよくする祥の耳元に千嘉は拗ねたような口調で囁く。


　ここで祥を帰してしまったら、二度と手の届かないところに行ってしまいそうな気がする。


「こんなチャンスを逃のがしたくないんだ」


　千嘉はそう言って柔やわらかい祥の唇くちびるに自身のそれを押し当てた。


「ぅ……」


　体にビリッと衝しよう撃げきが走ったような気がして、祥は思わず小さな声をあげたが、千嘉を突つき飛ばすような真ま似ねはしなかった。


　一いつ瞬しゆんなにが起こったのかわからなかったけど、千嘉にキスをされていると理解してからも嫌悪感は湧わいてこない。それどころかドキドキしすぎて動けなくなってしまう。


「抵てい抗こうしなくていいの？」


「いきなりだったから、ビックリして…」


　唇を離はなした千嘉に不思議そうに問いかけられて、祥はシドロモドロに答えた。


　自分でもどうして逃げようと思わなかったのかわからない。ただ、千嘉の真剣な想おもいに自分の中のなにかが激しく反応している。


「けっこうムードつくったつもりだったんだけどなぁ」


　精せい一いつ杯ぱい祥をその気にさせたつもりでいた千嘉は、苦笑いをしながら首を傾かしげた。


「じゃなくて、すっごいドキドキしてワケわかんなかった」


　祥は慌てたように首を振って、充じゆう分ぶん千嘉の醸かもしだしている雰ふん囲い気きにはまってしまったことを伝える。


　祥が誰だれかに迫られてこんなにドキドキしたのは生まれてはじめてだった。


「ドラマでするキスと違ちがった？」


「そりゃ全然違うよぉ…」


　千嘉にされたキスとキスシーンを演じるときの緊張感は全然違う。


　ドラマの場合は好きでもない相手と、大勢の人に見られながらキスをしなければならないというプレッシャーが大きいだけで、千嘉にキスをされたときのような体中に電気が走るような甘い衝撃はない。


「ドキドキしないキスなんて本物のキスじゃないよ」


　千嘉は祥の反応に満足したように笑ってキザっぽく言った。


「でもさ、俺は女の子にキャーキャー言われるの嫌きらいじゃないのに、男の千嘉さんにドキドキしちゃうのって変じゃねぇ？」


　そんな千嘉に祥は最大の疑問を持ち出す。


　祥はこれまで自分は普ふ通つうに女の子が好きな男だと思っていたし、男を恋愛対象として意識したこともなかった。


「俺だって女の子も好きだよ」


「だったらなんで俺のこと口説くんだよ？」


　なんでもないことのように答える千嘉に、祥はますます混乱する。


　女の子が恋愛対象になるのなら、どうして千嘉がわざわざ男の自分と恋愛したがるのかわからなかった。


「そんなの、今はどんな女の子より祥に夢中だからさ」


　千嘉は単純だけどクサイ台詞せりふで祥の心をくすぐる。


「俺は人を好きになるのに男とか女とか関係ないし、欲しいって思ったらすぐに行動起こしたいタイプなんだよ」


「じゃあ、俺がドキドキしてるのも千嘉さんが好きだから？」


　キッパリと言い切る千嘉に強く惹ひかれた祥は、自分の未知の感情に高こう揚ようしながら尋たずねた。


「それは俺にはわからないけど、そうだったら嬉うれしいな」


　子犬のように大きな瞳ひとみで見上げながら聞いてくる祥に、千嘉は上機嫌になってニコッと微ほほ笑えみかける。


　その笑え顔がおに祥の心臓はますます早はや鐘がねのように鳴りはじめてしまう。


「けど俺、こんなふうにドキドキするのはじめてだから、どうしていいのかわかんねーよ…」


　ドキドキする心臓を宥なだめるように胸を押さえながら、祥は頼たよりなさげな声で訴うつたえる。


「だったら試ためしてみる？」


　すると千嘉はイタズラっぽい表情でニヤッと笑って問いかけた。


「え？」


「俺とこういうことするの嫌いやかどうか」


　なにを試すのかわからなくて首を傾げる祥の股こ間かんに、千嘉はスルッと指を忍しのばせた。


「わっ、ドコ触さわってんだよっ」


　性器をジーンズの布越ごしにフニッと柔らかく揉もまれた祥は、ビクッと反応して反射的に千嘉の肩かたを押しのけようとする。


「イヤ？　気持ち悪い？」


　それでも千嘉は強ごう引いんに指を動かしながら祥の反応を窺うかがう。


「嫌じゃないけど…」


　嫌とか気持ち悪いとか感じる前に、ただただ驚おどろいて頭がパニックに陥おちいっている。


　それなのに股間のモノは巧たくみな千嘉の指に素す直なおな反応を示していた。


「だよな。ちゃんと反応してるもん」


　千嘉はクスッと笑って次し第だいに固くなってくる感かん触しよくを楽しむように股間をまさぐる。


「んっ…、恥はずかしいって…」


　感じていることを指し摘てきされた祥は、小さく首を振ふってイヤイヤをするフリをした。


　けれどそれが本気の抵抗じゃないなんてバレバレだ。


「恥ずかしさなんかどうでもよくなっちゃうくらい夢中にさせてやるよ」


　千嘉はイヤラシっぽく耳元で囁いて、祥のジーンズのファスナーをジィッと下げた。


「ンなっ…あっ…」


　スルリとパンツの中に侵しん入にゆうしてきた指に、祥は慌てて体を捩よじった。


　固いジーンズの布越しとは違って、直接性器に触ふれられるとジンッと腰こしが痺しびれる。


「ちょ…待って！　今からエッチすんの!?」


　あまりにも早すぎる展開に祥は素っ頓とん狂きような声をあげた。


「モチロン」


　千嘉は当たり前のように頷うなずいたが、初心者の祥としてはいくらなんでももう少し時間をかけて、愛を育はぐくんでからにしてほしかった。


「嫌じゃないんだろ？」


「でも、俺と千嘉さんは恋こい人びと同士ってワケじゃないし…」


　千嘉にはさんざん口説かれてるが、祥はまだハッキリ返事をしていない。


　そんな状態で流されてエッチをしてしまうのは絶対によくないと思う。


「だったら俺を祥の恋人にしてよ」


　すると千嘉はニコッと笑って簡単な解決策を提案してくる。


「俺とドキドキするような恋れん愛あいしよう」


　千嘉の誘さそいに祥はキュンと胸が甘くトキメクのを感じた。


　こんなふうにドキドキするのが恋愛感情だとしたら、祥の心はかなり千嘉に傾かたむいている。


　昨日はじめて会ったばかりで千嘉のことを詳くわしく知ってるわけじゃないけど、それはこれからもっとたくさん知っていけばいいだけの話だ。


　なにより祥は、恋愛でしか味わえないこの甘酸ずっぱいドキドキをもっと感じたいと思った。


「と、あの…」


「ん？」


「……よろしくお願いします」


　自分の直感を信じて、祥は千嘉にペコッと挨あい拶さつした。


「こちらこそ」


　千嘉もいったん祥の股間から手を抜ぬくと恭うやうやしく頭を下げる。


「なんか、照れくさいな」


　千嘉の芝しば居い掛がかった仕草にクスッと笑いながら、祥は赤くなってる頰ほおを誤ご魔ま化かすように両手で擦こすった。


　晴れて千嘉と恋人同士になったんだと思うと妙みようにくすぐったい気分だ。


「照れてる顔も可愛かわいくて好きだな」


　千嘉はそんな祥の可愛い仕草に目を細める。


「そんなふうに言われたら余計に照れくさくなっちゃうだろっ」


「だって、テレビではあんまり見られない表情だろ？　俺だけに見せてくれる一面みたいでグッとくる」


　しきりに照れてソワソワしてる祥は、演技のそれと違ってみっともないくらいに動どう揺ようしてるのがよくわかった。


　誰も知らない祥を早く自分だけのモノにしてしまいたくて、千嘉は興奮を抑おさえきれなくなってくる。


「寝しん室しつ行こうか」


　千嘉は祥の手を握にぎるとストレートに誘った。


「えっ？　あぁ…ハイ」


　祥は思いっきり動揺しながらも赤くなって頷いた。


　寝室でするコトなんて他にはないとわかってるし、自分にその覚かく悟ごがあるかはあやしいけど、それでも祥は千嘉の誘いを断る気にはなれない。


「と、その前に心配させると悪いから、俺んち泊とまるって家に連れん絡らく入れておきなよ」


　祥のいい返事を聞いた千嘉は、逸はやる気持ちを抑えてそう勧すすめた。


　今後のことを考えるとちゃんと根回ししておくに越したことはない。


「そうだな」


　祥も大きく頷いてポケットの中から携けい帯たい電話を取り出す。


「もし爺じいさんになんか言われたら俺が電話代わってやるから」


「たぶんお母さんが電話出るから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど…」


　気を遣つかう千嘉に答えながら、祥は緊きん張ちようで少し強こわ張ばる手で携帯電話のボタンを押した。


　恋人の家に泊まるために親にウソをつくなんて祥ははじめての経験だ。祖父が電話嫌ぎらいで本当によかったと思う。


　祥がドキドキしながらコール音を聞いていると、案の定母親が電話に出た。


「あ、祥だけど。今日さ、学校の先せん輩ぱいの家に泊まってもいい？」


　下手な言い訳はせずに単刀直入に切り出す。


　単なる学校の先輩というわけではないが、恋人の家に泊まるなんて言えっこなかった。


「えっ？　あの、亜哉のお兄さんで、昨日俺のこと家まで送ってくれた人なんだけど…」


　自宅に泊まるほど親しい先輩がいたのか聞かれた祥は、シドロモドロになって答える。


「う、うん。わかった」


「どうだった？」


　困こん惑わくした顔で自分のほうを見る祥に千嘉は結果を尋たずねた。


「電話代われって…」


　祥は携帯のマイク部分を押さえて、母に声が聞こえないようにしながら情けない表情で伝える。


「オッケー。任せておきなよ」


　千嘉はパチッとウインクをして祥から携帯を受け取った。


　女の子の親ならともかく、同性の千嘉との間を疑う親はいないだろう。いくらでも上手うまく誤魔化してやる自信があった。


「はい、お電話代わりました。相模千嘉といいます。祥くんにはいつも弟がお世話になってます。昨晩はご挨拶もせずに失礼いたしました」


　電話に出た千嘉は、はじめが肝かん心じんとばかりに丁てい寧ねいな挨拶をする。


「あぁ、いえ、とんでもありません」


　和なごやかな表情で母と会話をしている千嘉を祥は不安げな面おも持もちで見つめた。


「はい、全然気にしてませんよ。いいえ、こちらこそ。はい、それじゃあ失礼いたします。おやすみなさい」


「お母さん、なに言ってた？」


　してやったりといった表情で電話を切った千嘉に、祥はドギマギしながら尋ねる。


「昨日はお爺さんが失礼しましたって、逆に謝られちゃったよ」


　千嘉はクスッと笑いながらなんの問題もなく会話が進んだことを報告した。


　祥の母は事務所の人間から昨夜の騒さわぎで千嘉が祥を助けてくれたと聞いたらしく、息むす子この命の恩人として感謝されまくってしまった。


「マジで？」


「うん、祥をよろしくお願いしますってさ」


　拍ひよう子し抜けした顔をする祥に千嘉は頷きながら携帯を返した。


「なんだ、よかった」


　祥はホッと胸を撫なで下ろす。


　昨晩千嘉に無礼な態度をとった祖父のフォローまでしてくれるなんて、さすが母親は頼たよりになる。


「ちょっと罪悪感だな」


　単純に喜んでいる祥に、千嘉は思わず苦笑いを漏もらす。


「なんで？」


「お母さんはこれから俺たちがナニするか、想像もしてないんだろうなって思うと…ね」


　首を傾かしげる祥に、千嘉はワザと羞しゆう恥ちを煽あおるような低い声で囁ささやいた。


「あっ……」


　祥は途と端たんにカァッと赤くなってうつむく。


「本番はこれからなのに、今からそんなに恥はずかしがってたらもたないよ？」


　面白いくらいに反応を示す祥に千嘉はからかうように言った。


「そんなに恥ずかしいコトすんの!?」


　祥は思わずギョッとしたような声をだした。


　祥だって男と女がどうやってエッチなことをするのかっていう知識くらいはある。


　けれど男同士は勝手が違ちがうかもしれないし、祥なんかが考えつかないくらい恥ずかしいことをさせられてしまうのかもしれない。


「んーまぁ、それ以上に気持ちいいと思うけどね」


　祥の動揺っぷりを可愛く思いながら千嘉はニヤッと笑ってみせた。


　強きよう烈れつな色気を含ふくんだ視線に祥はゴクッと生なま唾つばを飲み込んだ。なぜだかわからないけど呼吸が速くなってやけに息苦しい。


「こればっかりは実じつ践せんしてみなくちゃわからないって」


　千嘉はそう言うと祥の腕うでを摑つかんで寝室に引っ張っていった。








　祥を寝室に連れ込んだ千嘉は、部屋の電気はつけずに、自分で設置したお気に入りのブラックライトの電源を入れた。


　そうするとブラックライトの青白い光が白い壁かべとシーツを照らして、まるで海の中にいるような不思議な雰ふん囲い気きになる。


「わー、綺き麗れいだな」


　祥は洋服の白い部分にだけ反射する光に楽しそうな声をだした。


「自分で買ってきてつけたんだよ」


「へぇ、いいなぁスゲーなぁ」


　意外とマメな千嘉はライトだけではなく、スピーカーの配置にも拘こだわって配線を施ほどこしたりしている。


「それより、コッチおいで」


　千嘉はしきりに感心している祥の腕を引いてベッドに並んで腰こし掛かけさせた。


　肩かたが触ふれ合うくらい密着して座ると、祥の鼓こ動どうが一気に早くなる。


「あのな、千嘉さん」


「千嘉でいいよ。恋こい人びとなんだから」


　遠えん慮りよがちに口を開く祥に、千嘉は呼び捨てにするように促うながす。


　恋人だからといってファーストネームを呼び捨てにする必要はないのだが、親しげな呼び方のほうが祥の緊張が解ほぐれやすいのではないかと思う。


「うん」


　恋人というくすぐったい響ひびきに祥は照れくさそうに頷うなずいた。


「俺、千嘉…と違って、男同士ってどうやってその…、エッチなコトするのかよくわかんないんだけど」


　半ば強ごう引いんな千嘉に流されるように了りよう承しようしてしまったが、祥は自分がこれからなにをしたらいいのかさえわかっていない。


「二人で気持ちよくなるってことに関しては、男も女も大差ないと思うよ」


「そーなのかな？」


　クスッと笑う千嘉に祥は小さく首を傾げる。


　実際のところ女の子とも経験がないので、大差ないと言われても祥には具体的に想像できなかった。


「それじゃあまず、キスからしよっか」


　千嘉は祥の肩を抱だき寄せると、ゆっくりと唇くちびるを近づけていく。


「ん…」


　咄とつ嗟さに目を閉じた祥は、柔やわらかい唇の感かん触しよくにピクッと体を竦すくめた。


　キスシーンを演じた女優たちと違って、至近距きよ離りに顔を寄せても千嘉からはファンデーションの匂においもしないし、口紅やグロスの施されていない唇はなんだかサラッとしている。


「はぁ…」


　千嘉の唇が離はなれると、祥は小さく息を吐はき出した。


「どうして息止めてるの？」


「えっ？」


　無意識に呼吸を止めていたことを指し摘てきされて、祥は思わず目をパチクリさせる。


「だって、鼻息とかかかったら相手に悪いじゃん」


　誰だれにそうしろと言われたわけではないが、鼻息をかけないようにするのは礼れい儀ぎのような気がする。


「そんなこと気にしてるんだ」


「普ふ通つう気にするって！」


　おかしそうに笑う千嘉に、祥はちょっと拗すねたように主張した。


「それは、ドラマの共演者が相手だからだろ？」


　祥が演じてきたキスシーンのように軽く触れあうだけならともかく、もっと長く貪むさぼるような深い口づけをしようと思ったら、とても呼吸を止めてなどいられない。


「恋人には気にしなくていいの？」


　千嘉の言いたいことがイマイチわからない祥は確かく認にんするように尋たずねた。


「ていうか、恋人同士のキスは唇を軽く触れあわせるだけじゃないしな」


　千嘉はニヤッと笑って祥の下唇を親指でツゥッと撫でる。


「んっ…」


　祥はそのくすぐったさにブルッと小さく体を震ふるわせた。


　指で撫でられただけなのにゾクッというセクシャルな感覚に襲おそわれたことに祥は戸と惑まどう。


「唇開いて、舌だしてごらん」


　言われるままにオズオズと差し出された舌先を、千嘉は自身の舌でペロッと舐なめた。


「ふぅっ…」


　滑ぬめった感触に驚おどろいた祥は慌あわてて舌を引っ込めようとする。


　すると千嘉は強引に祥の口内に舌を滑すべり込ませて、逃にがさないように絡からめ取った。


「んっ…むぅ…ッ」


　そのまま深く唇を重ねて舌の裏をなぞられると、祥の体に電気が流れるような快感が走る。


　生まれてはじめての激しい口づけに祥は頭がボォッとなってしまう。


「…ハァッ」


　キスの角度を変えたとき、祥の鼻からとびっきり甘い吐と息いきが漏れた。


「ぅ…ふぁ…」


　必死に自分にしがみついてくる祥を可愛く思いながら、千嘉は敏びん感かんな舌の先を甘嚙がみしてやる。


「んぅっ！」


　鋭するどい感覚に祥の体がカァッと熱くなった。


「これでも息止めてる余よ裕ゆうある？」


　唇を離した千嘉は肩で呼吸をしている祥に尋ねる。


「ない…」


　放心状態の祥は涙なみだ目めで千嘉を見上げて首を横に振ふった。


　クールで遊び人ぽい千嘉の外見からは想像つかない貪るような情熱的なキスは、綺麗に見えるように撮さつ影えいするキスとはまったく異質のモノだ。


「なんで泣きそうな顔してんの？　嫌いやだった？」


　はじめての感覚に戸惑いの表情を見せる祥に、千嘉は優やさしい声で聞いてやる。


「じゃなくて、なんか…」


　自分の態度が誤解を与あたえていると思った祥は慌てて首を振った。


「ん？」


「スゲーエッチなキスだったから…」


　キスだけで体が熱くなって呼吸が乱れるなんて思ってもみなかったのだ。


　嫌だなんてとんでもない。千嘉のキスは甘くて心ここ地ちよくて、祥はいっぺんで夢中になった。


「ゾクゾクした？」


　頰ほおを赤らめる祥の耳元に千嘉は低い声で尋ねる。


「うん」


「それでいいんだよ。唇にも舌ベロにも性感帯ってあるんだぜ？」


　千嘉はウブな祥を挑ちよう発はつするように、舌で自身の唇をペロリと舐めた。


　赤い舌が妙みように卑ひ猥わいに見えて、祥はドキッと心臓を高鳴らせる。


「ほら、俺のだってメッチャ興奮してる…」


　さらに千嘉は祥の腕うでを摑つかむと、期待に熱くなっている股こ間かんへ導いた。


「うわぁ」


　布越ごしにもハッキリわかる膨ふくらみに、祥は驚いたような声をあげる。


「な？」


「千嘉のおっきい！」


　祥は千嘉が既すでに勃ぼつ起きしていることより、むしろ勃起したモノの大きさに驚いていた。


　布越しに触さわっただけでもソレは並の大きさではないとわかった。


「まだまだ、こんなモンじゃないよ」


　祥の反応に気をよくした千嘉はニヤッと得意気な笑えみを浮うかべる。


「もっとおっきくなるのかよ？」


「祥が扱しごいてくれたらね」


　信じられないという口調で聞く祥に、千嘉はジッと目を見つめて熱っぽく囁ささやく。


「ヤバイ、なんか熱くなってきた」


　その眼まな差ざしに射い抜ぬかれて、祥はますます動どう悸きが激しくなってきた。


　いくら暖だん房ぼうが入っているとはいえ、真冬だというのに汗あせばむくらい体が火ほ照てってくる。


「もっと熱くさせてやるから、服脱ぬいじゃおうか」


　千嘉はそう言うと部屋着の白いパーカーをバッと脱ぎ捨てた。


　顕あらわになった逞たくましい上半身に祥は羨せん望ぼうの眼差しを向ける。


　長身で着き瘦やせして見える千嘉だが、スポーツをやっているだけあって程ほど良く筋肉のついた美しい体をしている。


　祥だってダンスレッスンに励はげんではいるのだが、逞しいなんて言葉とは無む縁えんだった。


　むしろ実際会うと、テレビで見るより瘦せてるんですね～なんて言われてしまうことのほうが多い。


「なんだよ、俺ばっかり脱がせてズルイな」


　コンプレックスを刺し激げきされて千嘉に見み惚とれていた祥は、その言葉にハッとしたように我に返った。


「チガッ、だって俺、人に自じ慢まんできるような体してないしっ」


　祥は焦あせったように言い訳をする。


　元はといえば千嘉が勝手に脱ぎはじめただけで、祥に責められる謂いわれはないのだが、動どう揺ようしすぎていてそのことにはまったく気づいてなかった。


「んー？　でも、コンサートのとき上半身裸はだかで踊おどってたよね？」


　動揺しまくっている祥に千嘉は不思議そうに尋ねた。


「アレは…ファンサービスみたいなもんだし」


「ファンの子にはサービスできて、恋こい人びとの俺にはできないなんて変じゃん」


　祥の下手な説明に千嘉は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。


　実際祥はコンサートや撮影で上半身を脱ぐことがあっても、海やプールで水着になる感覚と大差ないし恥はずかしいとは思わない。


　けれどこんなふうにセクシャルな雰ふん囲い気きでは己おのれの貧ひん相そうな体を意識してしまう。


「それとも、俺に脱がせて欲しいのかな？」


　グズグズしている祥に千嘉はわざとらしく首を傾かしげて尋ねた。


「じ、自分でできるよッ」


「遠えん慮りよすんなって」


　祥はブンブンと首を振ったが、千嘉は構わず祥のパーカーに手をかけた。


「はい、バンザーイ」


　声につられてバンザイをした祥はまんまと上半身裸に剝むかれてしまう。


「下も脱ぐのっ!?」


　さらにジーンズのウエストに手をかける千嘉に、祥はギョッとしたように尋ねる。


「当然」


「恥ずかしいってばぁ」


　千嘉は文句を言いながらもされるがままになっている祥のジーンズとパンツを、一いつ緒しよくたに脱がせてしまった。


　これからエッチをするんだし脱がなければはじまらないが、千嘉はまだ上半身しか脱いでないのに自分だけ全ぜん裸らに剝かれたのが妙に居たたまれない。


「さすがにコッチはファンの子にも見せられないよな」


　足をピッタリ閉じて両手で股間を覆おおっている祥に千嘉はからかうように言った。


「千嘉も脱げよっ」


「俺も祥に脱がせて欲しいなぁ」


　ムキになって促うながす祥に、千嘉は甘えたような口調で催さい促そくした。


「俺がっ？」


　仕事柄がらスタイリストさんなんかに服を着せてもらうことはあっても、他人の服を脱がせた経験なんか皆かい無むの祥は動揺したように聞き返す。


「ダメ？」


「ダメじゃないけど…」


　別に断る理由もないけどやっぱり緊きん張ちようしてしまう。


「なんか変な気分」


　祥は千嘉の膝ひざ小こ僧ぞうが破けたジーンズのファスナーを下げながらボソッとつぶやいた。


　とりあえず千嘉のジーンズが、脱がせやすいゆったりしたデザインでよかったと思う。


　黒いボクサータイプのパンツ一枚になった千嘉は、股間のモッコリが強調されてなんとも卑猥だ。


「早くパンツも下ろしてよ。窮きゆう屈くつでしょうがなくってさ」


「わかってるよ」


　千嘉に急せかされた祥は、思い切ってズルッと膝の辺りまで一気にパンツを下げた。


　途と端たんに解放された千嘉の性器がピンッと反り返って屹きつ立りつする。


「なんで目ぇ逸そらしちゃうの？」


　圧あつ倒とう的な存在感のあるソレから思わず目を逸らしてしまった祥に千嘉は意地悪く尋ねた。


「んなの、凝ぎよう視しできないって…」


　祥は今まで他人のモノを意識してマジマジと眺ながめたことなんかなかった。


　千嘉のソレは色も形も妙に卑猥で、生々しいというか直視するのは恥ずかしい。


「俺はできるけどな。祥って体毛薄うすいんだな。色も綺き麗れいだし、可愛かわいいよ」


　赤くなって目を伏ふせている祥の股間をわざとらしく覗のぞき込むと、千嘉は楽しそうに感想を述べてやる。


「バッ！　見ちゃヤダって！」


「見なきゃ弄いじってやれないだろ」


　咄とつ嗟さに股間を手で覆おうとする祥を制して、千嘉は右手でキュッと祥の性器を握にぎった。


「あぅっ…」


　はじめて他人にソコを摑まれた祥は、過か剰じように反応して身体からだをビクッと震ふるわせた。


　さらに千嘉は無遠慮に握ったモノを扱きはじめる。


「ヤッ…ぁ…」


　ジンッと腰こしを痺しびれさせる快感に祥は抵てい抗こうを忘れて感じてしまう。


　ツボを得ている千嘉の指遣づかいは、祥が自分で欲望を処理するときとは比べものにならないくらい巧たくみだった。


「スゲー固くなってきた」


　千嘉は手のひらの中で確実に成長していく祥のモノを眺めながら楽しそうにつぶやいた。


「気持ちいい？　先っちょからヌルヌルしたの溢あふれてきたよ？」


「知らな…ッ！」


　恥ずかしい問いかけに居たたまれなくなった祥は、思わず首を振ふって否定する。


「知らないってコトないだろ、ほら」


　すると千嘉はそう言って先走りで濡ぬれた指を祥の口元にもっていった。


　自分の体液でヌルッとした指を口の中に入れられて、祥は驚おどろいたように目を見開く。


「ウギャッ！　なにすんだよっ！」


　少し塩気のある体液の味に拒きよ絶ぜつ反応を示した祥は、思わず千嘉の指をペッと吐はき出した。


「美味おいしい？」


「んなワケないじゃん！」


　マトの外れたことを聞いてくる千嘉に、祥は怒おこったような声をだす。


　自分の体液なんてバッチィだけで味わう気にすらなれない。


「えー？　美味うまいと思うけどなぁ」


　千嘉は不満そうに口を尖らせると、これ見よがしに嫌いやらしい舌遣いで自分の指を舐なめた。


　祥はその光景に思わずゴクッと唾だ液えきを嚥えん下かする。


「やっぱり美味しい。もっと舐めちゃおっと」


　赤くなる祥にニヤッと笑って、千嘉は祥の先せん端たん部分をパクッと口に含ふくんでしまった。


「うぁっ！　あっ！」


　生温かい感かん触しよくに性器が包まれたと思ったらチュッと吸うように刺激されて、足の指先まで痺れるような快感に襲おそわれた祥は思わず短い悲鳴のような声をあげてしまう。


　千嘉はさらに舌で先端をグリグリとつつくように弄ってやる。


「あぅっ…やっ！　ヤバイって！」


　強い刺し激げきに一気に追い上げられて、こみあげてくる射精感に祥はブルッと体を震わせた。


「あぁ…ッ！」


　堪こらえきれなくなった祥は、アッという間に絶頂を迎むかえてしまう。


「んぐっ！」


　勢いよく喉のどの奥に叩たたきつけられた液体に千嘉は一いつ瞬しゆん苦しそうに眉み間けんにシワを寄せたが、喉を鳴らしてすべて飲み込んでやった。


　射精を終えて我に返った祥は、千嘉の口の中に漏もらしてしまったことに気づいて動揺する。


「あ…ゴメン…」


「俺がもっとって言ったのに、なんで謝るの？」


　シューンと小さくなって謝る祥に千嘉はクスッと笑って問いかけた。


「だって、口の中に…」


　自分で出したモノをティッシュで始末するのだって汚きたないと思うのに、他人に飲ませるなんて祥の常識ではありえない。


「美味しかったよ、祥のミルク。まぁ、俺的にはもっとじっくり味わってから飲んであげたかったんだけどね」


　けれど千嘉はニッコリ笑って嬉うれしそうに言った。


「…千嘉って味オンチ？」


「あははっ」


　不思議そうに首を傾かしげて変なことを聞いてくる祥に、千嘉は思わず声をあげて笑う。


「な、なんで笑うんだよ！　精液が美味しいなんてオカシイだろ!?」


　スッゴクバカにされてるような気がして、祥はムキになって反論した。


「そりゃ、スゲー青あお臭くさいし苦いけどな」


　千嘉はそんな祥を愛いとおしく思いながら、ソレがお世辞にも美味とは言えないことをぶっちゃけてやった。


「ほら、やっぱりマズイんじゃん！」


「でもさぁ、祥が感じてくれた証しよう拠こだと思うと俺には甘く感じるワケよ」


　口を尖とがらせて自分が正しいと主張する祥に、千嘉は甘い声で単純に味だけの感想ではないことを説明する。


「え？」


「俺だって誰だれのザーメンも抵抗なく飲めるってワケじゃないんだぜ？」


　千嘉は目をパチクリさせている祥に言い聞かせるように言った。


「千嘉…」


　祥はポッと赤くなって千嘉の目を見つめた。


　逆に言うと祥のモノだから美味しく飲めたと言われてることになる。恥はずかしいけれど愛されてるみたいで嬉しい。


「もっと気持ちよくしてやるから、俺のも触さわってくれる？」


　おとなしくなった祥にチュッとキスを与あたえながら、千嘉は祥の手を取って自分の股こ間かんに導いた。


「ウン…」


　祥はコクンと頷うなずいて指に触ふれている千嘉のモノを握った。


　ソレは指が回りきらないくらい太くて、やっぱり祥には直視することができない。


「だから目ぇ逸らさないで、ちゃんと見てくれよ」


　宙に視線を泳がせたまま指で股間をまさぐる祥に、千嘉は苦笑いしながら促うながす。


「だってなんかエロイんだもん」


　祥は千嘉のモノを握ったまま許しを請こうように千嘉の瞳ひとみを見つめた。


「どんなふうにエロイ？」


「そりゃ、俺のと形も違ちがうし…」


　説明に困った祥はチラッと千嘉のモノに目をやる。


　太い血管の浮ういている赤黒い茎くきもエッチくさいが、剝むきだしになった大きな先端部分も迫はく力りよくがあった。


「ドコが？」


　チラチラと恥ずかしそうに性器に目をやる祥に、千嘉はさらにしつこく問いかける。


「ドコって、ここんとこの出っ張りがスゴイじゃん」


　祥はヤケクソ気味に言いながらカリの部分を指で撫なでた。


「あっソコ、気持ちいー」


　敏びん感かんな部分を撫でられて千嘉はウットリしたような声をだす。


「ココ？」


　自分の指に千嘉が反応してくれてるのが嬉しくて、祥は再びその部分を指の腹で擦こするように撫でた。


「そうそう」


「ホントだ、ピクッてなった」


　指の動きに反応してますます固くなっていく様子を、祥は感心したように眺ながめた。


　なんだか新しいオモチャを手に入れたような気分になって、千嘉の卑ひ猥わいなモノが可愛かわいく見えてくる。


「なぁ、舐めるのはまださすがに抵抗ある？」


　反応を確かめながら一生懸けん命めい性器を擦ってくれてる祥に、千嘉は遠えん慮りよがちに尋たずねた。


「なくはないけど、千嘉だって舐められたらもっと気持ちよくなれるよな」


　祥は千嘉の顔と握にぎったモノを交こう互ごに眺めながら戸と惑まどったように答える。


　自分も舐めて貰もらったんだし、スッゴク気持ちよかったから千嘉にもお返ししたいけど、ソレをすることに抵てい抗こうがないといったらウソになる。


「前向きに検討中？」


　複雑な表情を見せる祥に千嘉は苦笑いを浮かべながら首を傾げた。


「うん…」


　なかなか覚かく悟ごの決まらない祥は申し訳なさそうに頷く。


「じゃあ祥が早くその気になるように、俺ももっかい舐めてやるよ」


　すると千嘉はイタズラっぽい表情を浮かべて、祥の体を抱だき上げるとベッドに寝ねそべった自分の上に、頭の向きが反対になるようにうつ伏ぶせに乗せた。


「ふぇっ？」


　突とつ然ぜんのことに頭がついていかなくて祥はパニックに陥おちいった。


　千嘉の腹と胸が合わさっていて温かいが、目の前には屹きつ立りつしたモノがどーんと聳そびえている。


　ハッと後ろを振ふり向くと、千嘉の頭の上に自分の股間を乗っけるような形になっていることに気づいてしまった。


「ちょっ、なんて格好させんだよッ！」


「シックスナイン？」


　慌あわててジタバタ暴れながら文句を言う祥に、千嘉はすっとぼけて答える。


「それは知ってる！　じゃなくて、メチャクチャ恥ずかしいだろっ！」


　さすがにそれくらいの知識は祥にもあるが、お互たがいの股間を弄いじり合うための格好なんてエッチすぎると思った。


　しかも千嘉の顔を跨またぐように足を開かされてしまっているのだからたまらない。


　千嘉からは祥の性器だけでなく尻しりの穴もすべて丸見えのはずだ。


「スーパーアイドル葉山祥のこんな恥ずかしい格好、ファンの子には見せられないな」


　千嘉は慌てふためく祥をからかうように言った。


「変なこと言うなって！」


　祥は羞しゆう恥ちのあまり怒おこったような声をだす。


　ファンの子だけでなく親にも誰にも見せられるような格好ではない。


「でも俺には見せてくれよ。祥の恥ずかしいところ全部見たい」


「あっ…」


　熱っぽく囁ささやく千嘉の言葉は恋こい人びとだけは特別な存在だと言ってるみたいで、祥は羞恥以上の熱に体を支配されてしまう。


「こんなトコ、自分でも見たことないよな」


　抵抗をやめた祥にほくそ笑えんで、千嘉は祥の小さな尻の穴を指でツンツンとつついた。


「ヤッ！　変なトコ触るなっ！」


　ゾクッとなった祥は鳥とり肌はだを立てて拒きよ絶ぜつする。


　自分でのぞくことのできない穴を弄られるのは、性器を愛あい撫ぶされるより断然恥ずかしい。


「敏感だな、キュって窄すぼまったぞ？」


　千嘉はソコが反射的に指を拒絶しようと収縮したことを教えてやる。


「知らない！」


「スゲー締しまり良さそう」


　羞恥を煽あおられた祥はイヤイヤをするように腰こしを振ったが、千嘉は構わずに両手で薄うすい尻の肉を摑つかんで開くと割れ目に沿って舌を這はわせた。


「ひぁっ！」


　そんな部分を舐なめられると思っていなかった祥は、滑ぬめった感かん触しよくに悲鳴のような声をあげる。


　見て確かめなくても千嘉が自分の尻の穴を舐めていることはすぐにわかった。


「なっ…あぅっ！　ヤメッ！」


　祥はパニックに陥りながらも必死で抵抗する。


　しかし両手でガッチリ尻を固定されてしまってはロクな抵抗にならなかった。


「キチャナイよぉっ…」


「へーきへーき」


　泣きそうな声で訴うつたえる祥には耳を貸さず、千嘉は舌先を尖とがらせて窄まった穴の中にクニクニと差し込んでいく。


　滑った舌が侵しん入にゆうしてくる感触にビクッとなった祥はハッとしたように顔を上げた。


「ま…さかっ、お尻の穴に…？」


　ホモがお尻の穴でセックスをするという話はどこかで聞いたことがあった。


　特に興味があったわけではないのに、なんとなく知識があるというのが現代っ子の悲しい性さがである。


「たぶん正解」


　祥の怯おびえたような声にクスッと笑いながら千嘉はアッサリと頷いた。


「ウソッ!?　ヤダッ！」


　ようやく千嘉の最終目的がわかった祥は、なんとかその体勢から逃のがれようと体を捩った。


　けれど圧あつ倒とう的な体格差があるためにどう頑がん張ばっても敵かなわない。


「コラ、逃にげるなって」


　それでも激しい抵抗を見せる祥の尻を千嘉はピシャンと叩たたく。


「ヤ…マジ、それはヤバイよぉ」


　ジーンとする尻の痛みを堪こらえながら祥は泣きそうになって訴えた。


　千嘉と恋人になるということは自分もホモの仲間入りをすることに間ま違ちがいないが、いくらなんでもお尻でのセックスはもっと上級者向けのような気がする。


「うん、ヤバイくらい気持ちいいと思うよ」


「じゃなくってぇ…ッ」


　わかってるクセにワザと自分とは違う意味でヤバイという単語を使う千嘉に、祥はそれ以上反論の言葉が出てこない。


「絶対に後こう悔かいさせないし。俺、どうしても祥が欲しいんだ」


　千嘉は畳たたみかけるように熱っぽく祥を口説いた。


　強い千嘉の想おもいに祥の心が激しく揺ゆれる。


「ホント…に、気持ちいいの？」


　祥は恐おそる恐る確かく認にんするように尋ねた。


　祥にとってはまったく未知の経験だから想像つかないだけで、千嘉の言うようにお尻でするセックスはヤバイくらい気持ちいいのかもしれない。


「約束する」


「……それなら」


　大きく頷うなずいた千嘉に励はげまされるように、祥はとうとう決心を固めた。


「いいの？」


　千嘉はパァッと表情を明るくさせて、嬉うれしそうに確認する。


「あっ、やっぱ、どうしよう…ッ」


　まだ迷いのある祥はオロオロしたような声をだして視線を泳がせた。


「悩なやんでるくらいならヤッちゃおうよ」


　ハッキリしない祥に焦じれた千嘉は勝手に決めつけると、ベッドヘッドに備えつけられた棚たなに手をのばして中からローションのボトルを取りだした。


　そしてローションのキャップを開けると祥の尻に直接中身をトローッと垂らす。


「うあっ！」


　冷たくてドロッとした液体が尻の狭はざ間まを伝う感触に、祥は驚おどろいたような声をあげる。


「な…に!?」


「ローション使ったほうが痛くないと思うから」


　千嘉はシレッと言いながら、ヌルヌルした液体でマッサージをするように祥の尻を揉もんだ。


「い、痛いの!?」


　その言葉に敏びん感かんに反応した祥はギョッとしたように千嘉を振り返って尋たずねる。


　よく考えたらあの太い千嘉のモノをお尻の穴に挿いれて痛くないはずがない。


「だから、なるべく痛くないようにね」


　自分の失言に苦笑いしながら千嘉は猫ねこなで声で祥を宥なだめた。


「ほらコレ、ヌルヌルして気持ちいいだろ？」


　さらに千嘉は緊きん張ちようで体を固くする祥をリラックスさせるように、ペニスをローションまみれの手でクチュクチュと音をたてて扱しごいてやる。


「あっ…ん」


　唾だ液えきよりも濃こいヌルヌル感に包まれて、その気持ちよさに祥の体から力が抜ぬけてしまう。


「ゆっくり入れるから、力抜いててくれよな」


　その隙すきを狙ねらうように千嘉は人差し指を入り口に埋うずめていく。


「うあーッ」


　体の中に異物が侵入してくる感触に戦おののいた祥は大きな声をあげて後こう孔こうを窄めた。


　けれどローションで滑っているせいで千嘉の指を排はい出することはできない。


「痛い？」


　まだ第一関節までしか埋めてないのに大おお袈げ裟さな反応をする祥に、千嘉は不思議そうに首を傾かしげて尋ねる。


「き、気持ち悪っ！」


　痛いというより異物感が気持ち悪くて耐たえ難がたかった。


「慣れないだけだって」


　千嘉は祥の訴えには耳を貸さず、さらに指を奥のほうまでズーッと差し込んだ。


「あぅっ…動かしちゃっ！　ヤッ！」


　指が内ない壁へきを擦こする感触にゾクッとなった祥は、足をバタバタ動かして不快感を訴える。


「暴れるなって」


　千嘉はチッと舌打ちすると左手で祥の腰をガッチリ固定してしまう。


　さらに差し込んだ指で祥の中をグチュグチュと搔かき回した。


「いぁ…っあ！　くぅっ！」


　異物が体の中で暴れる感触に祥の体がだんだん痺しびれてくる。


　千嘉は祥の反応を窺うかがいながらある一点を探して内壁を擦り続けた。


「あぁんッ！」


　千嘉の指がソノ部分を擦ると、祥の口からあからさまな甘い声が漏もれた。


「ん？　ココ？」


　千嘉はようやく探し当てた前ぜん立りつ腺せんを確認するように、祥が最も反応を示したポイントを指の腹で刺し激げきする。


「あっ…あひっ…」


「スゲー反応」


　指の動きに合わせてビクッビクッと腰を跳はねさせる祥に千嘉は満足そうに笑う。


「んっ…チガッ…」


　祥は快感を否定するようにパサパサと頭を振ふった。


「なにが違うの？　気持ちいいんだろ？」


　けれど千嘉は意地悪く言いながら集中的にソノ部分を擦ってやる。


「よくなっ…あっ！」


「じゃあ、この先っちょからエッチな滴しずくがポタポタ垂れてるのはどうして？」


　なんとか反論を試みようとする祥に、千嘉は舌先でくすぐるように先せん端たんを舐なめながらからかうように尋ねた。


「ふぁっ…わかんな…あッ！」


　弱い二カ所を同時に刺激されて祥は快感に翻ほん弄ろうされていく。


「あっ…も！　許して…っ！」


　大きすぎる快感の波についていけない祥は、ビクビクと体を震ふるわせながら懇こん願がんした。


　これ以上続けられたら頭がおかしくなってしまいそうだった。


「ダメ。もっと解ほぐれて、祥が気持ちよくなれるまでやめてあげない」


　なかなか快感を認めようとしない祥を千嘉は巧たくみな愛あい撫ぶで追いつめる。


「あぅ…き…持ちい…からぁッ」


　とうとう降参した祥は切せつ羽ぱ詰つまったような声で白状した。


「イイの？」


「イイよぉ…ッ！」


　クスッと笑って満足そうに問いかけた千嘉に、祥は譫うわ言ごとのようにつぶやきながらキュウッと指を締しめつけた。


「じゃあどうしてウソついたの？」


　千嘉は指に吸いつくような後孔の感かん触しよくを楽しみながら祥のウソを責める。


「あっ…あんっ…」


　けれど祥は喘あえいでいるだけで質問に答える余よ裕ゆうがない。


「答えないと指が増えるだけだよ」


　千嘉は意地悪く言いながら、すっかり解れた穴に二本目の指をズッと侵しん入にゆうさせた。


　圧あつ迫ぱく感かんが増して祥は思わず眉み間けんにシワを寄せる。


「あひっ！　あぅ！」


　二本の指で中を広げるように搔き回されて、祥はギュッと千嘉の太ふと股ももにしがみついた。


「ついでにローションももっと垂らしちゃおうか」


　さらに千嘉は二本の指の隙間から祥の穴の中に直接ローションを注ぎ込んだ。


　冷たいローションも祥の体の熱ですぐに熱くなる。


「あっ…はぁ…ッ！」


「ほら、グチュグチュって音聞こえる？」


　千嘉はワザとイヤラシク音をたてて指を動かしながら尋ねた。


「うぇ…んッ」


　恥はずかしくてたまらないのに、体の熱に逆らえない祥は抵てい抗こうを忘れて貪どん欲よくに千嘉の指を締めつける。


「自分から腰こし振って、実は祥ってめちゃくちゃエッチだったんだな」


　無意識に腰を揺ゆらす祥に千嘉は羞しゆう恥ちを煽あおるように囁ささやいた。


　あんなにウブだった祥が自分の手で快感に目覚めていく様は千嘉をゾクゾクさせる。


「千嘉のイジワルゥッ！」


　祥はたまらず千嘉に文句を言う。


　祥をここまで追いつめているのは千嘉なのに、淫いん乱らんみたいに言われるのは納なつ得とくいかない。


「わかったよ。それじゃあもうやめてあげる」


　すると千嘉はあっさりそう言って祥の中から指をズルッと抜いてしまった。


「え……？」


　唐とう突とつに快感を中断させられた祥は、驚おどろいたような声をだして千嘉を振り返る。


「あんまり意地悪して祥に嫌きらわれたくないし」


　千嘉は自分の体の上にうつ伏ぶせっていた祥の体を抱だき起こして、チュッと甘く唇くちびるを寄せながらニッコリと笑った。


「く…ぅん…」


　千嘉の意図がわからない祥は体の熱を持て余して唇を嚙かみしめた。


　後孔はまだなにかが挟はさまってるみたいに疼うずいてるし、熱を持て余した性器がジンッと痺れている。


「千嘉ぁ…」


　甘い疼きにたまらなくなった祥は、縋すがるような目で千嘉を見上げた。


「なに？」


　千嘉は祥がなにを求めているのかわかっていて、わざとトボケた振りをして首を傾げた。


「体が…熱い」


　祥は頰ほおを上気させながら懸けん命めいに訴うつたえる。


「真冬なのに？」


「千嘉が熱くしたんじゃんかぁ…」


　この期ごに及およんで話題を逸そらす千嘉に、祥は恨うらみがましそうな目を向けて主張した。


「でもやめてほしかったんだろ？」


　千嘉はあくまで祥の望みを叶かなえてやっただけだと言わんばかりに聞いてやる。


「もう、ほっとかれる方がツライよっ」


　たしかにはじめはお尻しりの穴で感じてしまうことに抵抗があったけど、さんざん煽るだけ煽っておいてやめてしまうなんて反則だと思う。


「続きしてほしい？」


「……ほしい」


　祥は自ら快感を欲しがる羞恥を堪こらえて素す直なおに頷うなずいた。


「そのかわり、俺のも気持ちよくしてくれる？」


　すると千嘉はニヤッと笑ってそんな交こう換かん条件をだしてきた。


「祥ばっかり気持ちよくなるのズルイよな。さっきも結局俺のは舐めてくれなかったし」


「俺も舐めるからぁ」


　ちょっと拗すねたように口を尖とがらせる千嘉に、祥はフェラチオを要求されているのだと勘かん違ちがいする。


「フェラはもういいから、コッチで気持ちよくしてほしいな」


　よほど切羽詰まっているのかすぐさま股こ間かんに顔を埋めようとする祥を制して、千嘉は尻の穴をまさぐった。


「そ…れは…」


　ようやく千嘉の意図を察した祥は思わず言葉に詰まる。


「これで祥の中搔き回したら、指よりもっと気持ちよくなれちゃうよ」


「けど、こんな大きいの…」


　尻の中を弄いじられて気持ちよくなれるのはわかったが、指とは比べものにならないくらいの大きさの千嘉自身を挿そう入にゆうされて、気持ちよくなれるとはやっぱり思えなかった。


「俺も祥と一いつ緒しよに気持ちよくなりたい、ダメ？」


　躊躇ためらう祥に千嘉は甘い言葉で誘ゆう惑わくした。


「ダメじゃないけど、でも…」


　祥だって自分ばかり気持ちよくして貰もらうより、千嘉にも気持ちいい思いをして貰いたい。


　けれどどうしても圧あつ倒とう的な恐きよう怖ふは拭ぬぐい去れなかった。


「ダメじゃないならいいよな」


　なかなかハッキリ返事をしない祥に、千嘉は強ごう引いんにコトを進めてしまうことに決めた。


「えっ？」


　首を傾かしげる祥の体を仰あお向むけに倒たおすと、足首をムンズと摑つかんで思いっきり左右にガバッと開いてやる。


「うぉわっ！」


　突然大だい胆たんに足を開かされて祥は大いに動どう揺ようする。


　シックスナインで弄られていたときは千嘉の顔も自分の股間も見えなかったけど、この体勢では見たくなくても見えてしまう。


「ダッ！　恥ずかし…ッ！」


「うん、祥の恥ずかしいトコが全部丸見えだ」


　ブンブンと首を振ふって嫌いやがる祥に、千嘉は楽しそうに笑って頷いた。


「なっ!?」


　イタズラっぽい表情を見せる千嘉に祥の羞恥はますます大きくなる。


　千嘉のほうも祥のくるくる変わる表情が可愛かわいくて余計に意地悪をしたくなってしまう。


「ほら、ゆっくり挿いれるから、力抜ぬいてな」


　千嘉はそう言って祥の入り口にペニスの先せん端たんをあてがった。


「あぅっ！　まっ…テェッ！」


　さすがの千嘉も既すでに我が慢まんの限界に達しているのか、祥の制止を聞かずムリヤリ侵入を開始した。


「ひっ…イタッ」


「だから力抜けって…」


　眉み間けんにシワを寄せて痛がる祥の苦痛をなんとか取り除いてやろうと、千嘉はユルユルと祥のモノを扱しごいてやる。


「あっ…はぁ…ッ」


　祥が縋るように快感を追いかけると強こわ張ばった体から少し力が抜けた。


「そうそう、イイコだ」


　喘あえぐような呼吸を繰くり返して、健けな気げに自分を受け入れようとする祥を誉ほめてやりながら、千嘉は少しずつ腰を進めていく。


「く…うぁ…」


　苦痛と圧倒的な異物感に祥の額に脂あぶら汗あせが滲にじむ。


　痛くてたまらないのに、千嘉が自分の体の中に入ってきてるんだと思うと不思議な感かん慨がいが生まれた。


「チ…カッ…」


「うん。全部入ったよ、わかる？」


　大きな目に涙なみだをいっぱい溜ためて名前を呼ぶ祥に、千嘉は愛いとおしそうに微ほほ笑えんで結合部分を撫なでた。


「あ……」


　その部分は不自然なくらいに大きく開いて千嘉のモノを飲み込んでいる。


　他人が見たら気持ち悪いだけかもしれないが祥にはやけに感動的で、大おお粒つぶの涙がポロッと零こぼれた。


「痛い？」


　それを痛みからくる涙だと勘違いした千嘉は心配そうに問いかける。


「だんだん良くなると思うから、ちょっと我慢してな」


　小さくコクンと頷いた祥に慰なぐさめるように唇くちびるを寄せると、千嘉は祥の足を抱かかえなおして小さく腰こしを揺ゆらしはじめた。


「はぅっ！　やぁっ！」


　ビリッと脳天まで突つき抜けるような痛みが襲おそって、祥は思わず千嘉の首に手をまわしてギュッとしがみついた。


　千嘉は祥のモノに刺し激げきを与あたえてやりながら腰を振る。


「ひぁっ…あっ…あぁっ！」


　小刻みに腰を動かされている内に少しずつ痛みが麻ま痺ひして熱に変わった。


　そうすると千嘉のモノをより鮮せん明めいに感じることができた。


「ココは…どう？」


　抽ちゆう挿そうがスムーズになってきた頃ころ合あいを見計らって、千嘉は中に入ってるモノで抉えぐるように内ない壁へきを擦こする。


「ヤッ…わかんな…ッ」


　忘れかけていた快感に祥は体をのけ反らせて身み悶もだえた。


「こうかな？」


「あんっ！」


　さらに千嘉が奥をグッと突いてやると、祥の口からあからさまな甘い声が漏もれた。


　痛みがなくなったわけじゃないのに、それを凌りよう駕がする快感に体が支配されていく。


「よくなってきた？」


　千嘉は嬉うれしそうに尋たずねながら次し第だいに腰の動きを大胆にする。


「あは…はぁ…ンッ！」


　貪どん欲よくに快感を求める祥は、千嘉の動きに合わせて無意識に腰を揺らした。


　千嘉のモノで擦られている部分が熱くて気持ちよくて、ドロドロに溶とけてしまいそうな錯さつ覚かくを覚える。


「ソコォ…ッ」


　千嘉が奥に挿入したまま一点をグリグリと責めてやると、祥はビクンッと体を揺らして喘いだ。


「コッチもビンビンになってる」


「あぁっ！　あぅっ！」


　さらにはちきれそうに膨ふくらんでいるモノの先端を指で捏こねるように愛あい撫ぶされて、祥は強すぎる快感によがりながらポロポロと涙を零す。


「いい反応」


　千嘉は無意識にキュウッと窄すぼまる後こう孔こうの感かん触しよくを楽しみながらクイクイと腰を動かした。


「あ…俺ッ！　どーなっちゃうっ…の!?」


　激しすぎる快感にどうにかなってしまいそうで、祥は切せつ羽ぱ詰つまったような声で尋ねる。


「どうって、一緒に気持ちよくなろうよ」


　千嘉はクスッと笑って甘い声で囁ささやいた。


　はじめてのセックスでココまで感じてもらえれば、千嘉も男冥みよう利りに尽つきるというモノだ。


「千嘉も…気持ちい…？」


「スゲー気持ちいいよ」


　グスッと鼻を啜すすりながら聞いてくる祥が可愛くて、千嘉はウットリしたような口調で答えてやる。


「それに、泣き顔も可愛くてグッとくる」


　千嘉は愛しさを込こめて涙が伝う頰ほおをペロッと舐なめてやった。


「千嘉ぁ…ッ」


　感情が高ぶった祥はギュッと千嘉の首にしがみつく。


「ガンガン攻せめるからな。イキそうになったら言えよ」


　そんな祥に千嘉は耳元で囁くと、大きく腰を振って抜き差しを開始する。


「いっ…あっ！　あぁっ！」


　千嘉に奥を突かれるたびに、祥の背筋に電流が突き抜けるような快感が走った。


「だ…ぁッ！　激しっ！」


　激しすぎる快感は甘い責め苦になる。


　このままだと祥は気持ちよすぎて頭がおかしくなってしまいそうだった。


「ヤベ…超ちよう締しまる…っ」


　自分のモノに吸いつくようにキュウキュウと窄まる内壁に、千嘉もどんどん追い上げられていく。


「あーっ！　やぁっ！」


「逃にげるなっ！」


　上半身をくねらせて快感から逃のがれようとする祥の肩かたを押さえ込んで、千嘉は一番深いところを抉るように突いた。


「ひぁっ！　あっ…もッ！」


　祥はブルッと痙けい攣れんしながら首を振って限界を訴うつたえる。


「限界？」


「イッちゃうてばぁ…ッ！」


　千嘉の問いかけに祥はコクコクと頷うなずいて絶頂をねだった。


「一いつ緒しよにイこうぜっ」


　千嘉のほうも既に限界で、最後に祥の腰を摑つかんで勢いよく引きよせた。


「あーッ!!」


　途と端たんに祥はビクッと体を震ふるわせて千嘉の手の中に爆ばく発はつする。


「くぅ…ッ」


　千嘉もつられるように祥の中に熱い奔ほん流りゆうを叩きつけた。


「ひっ……ぁ…」


　祥は体の中に熱い液体が注ぎ込まれる感触に身震いする。


「ふぅ…」


　すべてを放出し終えた千嘉は、小さくため息をついて祥の中から萎なえた自身を引き抜ぬいた。


　祥は呆ぼう然ぜんとしたように荒あらい息を吐ついている。


「派手にイッちゃったな」


　千嘉は苦笑いしながら自分の手の中に注がれた祥の体液をペロッと舐めた。


「うぅ…」


　自分が漏らしたモノを舐めるところを見せつけられた祥はカァッと赤くなる。


「恥はずかしい？」


「メチャクチャ…恥ずかしいに決まってる…」


　当たり前のことを聞かれて、祥は赤くなった頰を両手で覆おおった。


「なんで？　祥が感じてくれた証しよう拠こじゃん」


　けれど千嘉は嬉しそうに言って手のひらのモノを綺き麗れいに舐めとっていく。


　少しクセのある液体だが、祥のモノは全部飲んでやりたかった。


「それに、俺が出したヤツも祥の中から溢あふれてきてる」


　さらに千嘉はだらしなく開いたままの祥の股こ間かんを覗のぞき込んで楽しそうに言った。


「わっ…見んなよっ！」


　祥は慌あわてて体を丸めて股間を隠かくす。


　さんざん見られたし弄いじられたんだし今さらかもしれないが、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしい。


「でもちゃんと後始末して、切れたりしてないか調べないとな」


　そんな祥の体を抱だき寄せると、千嘉は真ま面じ目めな顔をして言い聞かせた。


「後始末くらい自分でするってば」


　祥はブンブンと首を振ふって拒きよ絶ぜつする。


「俺がしてあげたいの」


　けれど千嘉も譲ゆずるつもりはないらしい。


「そんにゃあ…」


　祥は恥ずかしそうに首を竦すくめたが、大事にされてるみたいでちょっと嬉しかった。


　エッチの最中は意地悪だったりしたのに、終わったあと優やさしくされるのは妙みように心ここ地ちいい。


「ついでにお風ふ呂ろ入って体も洗おうか」


　千嘉はそう言ってベッドから起きあがると、部屋の明かりのスイッチを入れた。


「うん。…わっ！」


　突とつ然ぜんパッと明るくなって、祥は驚おどろいたような声をだす。


「なに？」


「明かりつけたら恥ずかしいだろっ！」


　首を傾かしげる千嘉に祥は真っ赤になって抗こう議ぎする。


　元々ブラックライトはついてたし真っ暗だったわけではないが、明るい蛍けい光こう灯とうの下に汗あせと体液でベトベトになった体を晒さらすのは段だん違ちがいに恥ずかしかった。


「恥ずかしがってる祥も可愛かわいいな」


　千嘉はからかうように言いながらベッドに戻もどってきて、赤くなってる祥の頰に唇くちびるを寄せた。


「もー」


　祥は照れ隠しで頰を膨らませながら千嘉に抱きつく。


　そんな祥の仕草は本当に可愛らしくて、千嘉は柄がらにもなく胸が躍おどるのを感じた。


「好きだよ」


　久しぶりのトキメキにふわふわと甘い気持ちになりながら、千嘉はありったけの想おもいを祥に伝えた。


「うん、俺も…好きっ」


　祥は熱に浮うかされたように頷いて、高鳴る心臓のまま素す直なおな気持ちを口にする。


　生まれてはじめて本気で好きになった人が男だなんて自分でも驚きだけど、祥は自分の素直な気持ちを大切にしたいと思った。








　次の日、祥と千嘉は警察の現場検証に立ち会うことになった。


　祥としては事件の起こったホテルにはあまり近寄りたくないがそうも言ってられない。


　それでも自分を助けてくれた千嘉が一緒にいてくれることが少し心強かった。


　しかも千嘉のマンションから一緒に出で掛かけるなんて、嬉うれしいような恥ずかしいようなくすぐったい気分だ。


　考えてみれば、千嘉と祥を親密にさせたきっかけもあの忌いまわしい一件だったような気がする。まったく人の縁えんは不思議なモンだと言うしかない。


「わざわざつきあってもらって申し訳なかったね」


　現場検証を終えてオフィスＢＷの事務所で詳くわしい事情聴ちよう取しゆを受けたあと、ようやく解放されることになった千嘉に社長の英がペコッと頭を下げる。


「いいえ」


　今日も午後から試合が控ひかえている千嘉は、時計を気にしながら小さく首を振った。


「千嘉、試合間に合いそう？」


　時間を気にしてソワソワしはじめた千嘉に祥は心配そうに声をかけた。


　昨日の試合を見た限り、エースの千嘉がいなければ誠林学園はかなりの苦戦を強しいられるはずだ。


「ギリギリ大だい丈じよう夫ぶだろ」


「会場まで車で送らせようか？」


　祥を安心させるように笑えみを浮かべながら頷いた千嘉に、英は気を遣つかって申し出る。


「や、かえって電車の方が早いと思うんで」


　年末の道路事情を考こう慮りよした千嘉はやんわりと辞退した。


　忙せわしないこの時期、都内の道路はかなり混雑すると思われる。それなら電車で移動したほうが時間も正確だし心配ない。


「試合頑がん張ばってな」


　祥は寂さびしげな表情を見せながらも健けな気げに千嘉にエールを送った。


　本当なら今日も千嘉の試合を応おう援えんに行きたいぐらいだが、残念ながら仕事があるのでそれは叶かなわない。


「あぁ。それじゃ、失礼します」


　千嘉は祥の頭をクシャッと撫なでると英に挨あい拶さつして事務所を出ていく。


　別れ難がたそうな祥にキスのひとつでもしてやりたかったが、さすがに社長の前では千嘉も手を出しにくかった。


「行っちゃった…」


　千嘉の背中を見送った祥はションボリと肩かたを落としながらつぶやいた。


　昨日からずっと一いつ緒しよにいたせいか、離はなれ離れになるのがやけに寂しく感じる。


「なんか今、兄貴にソックリな人が事務所から出てくの見たんだけど」


　そこへグラビアの撮さつ影えいを終えて事務所に戻ってきた亜哉がやってきて、しきりに首を傾げながら口を開いた。


　マネージャーの車から降りたときに、たまたま事務所の入り口から出ていく姿を見かけた。


　やけに急いでいた様子で声をかけることもできなかったけど、あの長身に整った甘ったるいマスクの男がそうそういるとも思えない。


「ソックリっていうか本人だって」


「なにしに来てたんだ？」


　なぜか不満げに口を尖とがらせながら教えてくれた祥に、亜哉は不思議そうに尋たずねる。


　社長が熱心に千嘉をスカウトしてるのは知ってるけど、本人にはまったくその気がないもんだと思い込んでいた。


　それにいくら冬休みとはいえ、バスケ部はウィンターカップの真っ直ただ中なかだし、千嘉は会場にいなければならないハズだ。


「現場検証とかにつきあってくれてたんだよ」


　しきりに首を捻ひねる亜哉に、祥にかわって英が理由を答えてやった。


「あぁ、そうか」


　亜哉は合が点てんがいったように頷うなずく。


　身を挺ていして祥を助けた千嘉は例の事件の当事者になるのだ。警察の現場検証に立ち会うのは当然と思われる。


「でも、今日も試合あんじゃないの？」


「だから急いで会場に向かった」


　さらなる亜哉の疑問に祥はぶっきらぼうに答えた。


「それより祥ちゃん」


　なぜか不ふ機き嫌げんな祥に首を傾げながら、亜哉はチョイチョイと手招きして部屋の隅すみに祥を呼び寄せる。


「なに？」


「昨日試合見に行ったんだって？　兄貴に口説かれなかった？」


　亜哉は社長やマネージャーたちには聞こえないような小声で心配そうに尋ねる。


「えぇ!?」


　思わず祥はギョッとしたような声をだした。


「気をつけろよ。兄貴のヤツ遊び人だからな。祥ちゃん絶対兄貴の好みのタイプだし、手ぇ出されちゃうんじゃないか心配でさぁ」


　亜哉は兄のナンパっぷりを思い起こして眉まゆをひそめながら忠告する。


　昨日の試合を祥が見に来ていたと太陽から聞いて、亜哉は千嘉が本気で祥をモノにしようと企たくらんでることを確信した。


「……千嘉ってそんなに遊んでるのか？」


　急に不安になった祥は固い声で聞いた。


　熱心に口説かれて恋こい人びとになったつもりでいたが、千嘉からしてみれば自分は世間知らずで簡単にその気になる遊び相手に過ぎないのかもしれない。


「ハッキリ言ってメチャクチャ質たち悪わりぃよ」


「そうなんだ…」


　亜哉の言葉に祥はギュッと締しめつけられたように胸が苦しくなる。


「もしかして、もう手て遅おくれ…？」


　表情を曇くもらせる祥に、嫌いやな予感がした亜哉は恐おそる恐る尋ねた。


「でも俺、自分が遊ばれてるなんて思えない」


　祥は内心の不安を振ふり払はらうように主張する。


　少なくとも祥は千嘉がいいかげんな気持ちで自分に近づいてきたなんて思いたくないし、千嘉のことを好きになったことを後こう悔かいしたくなかった。


「祥ちゃん…」


「ううん、遊ばれてるなんて思いたくないだけかもしれないけどさ」


　驚おどろいたような顔をする亜哉に祥は苦笑いを浮かべた。


　実際祥は千嘉と出会ってまだ二日しか経たってないし、絶対の自信を持って千嘉を信じきれるというほど千嘉のことをよく知らない。


　それでも祥が千嘉に惹ひかれたのは事実だった。


「俺、こんなふうに人を好きになるのはじめてだし、千嘉のこと信じたいんだ」


　キッパリといいきる祥に、亜哉は浅はかな忠告をしたことを後悔した。


　たしかに千嘉の過去はお世辞にも清く正しい交際をしてきたとは言えないし、いくら兄が友達を傷つけるのは許せないと思ったからって、自分がとやかく口を出して二人の仲をこじらせる真ま似ねをするべきではないだろう。


「なんか俺、余計な心配したみたいでゴメン」


「気にしてねーよ」


　バツの悪そうな表情を浮うかべる亜哉に祥はニコッと笑って首を振る。


　亜哉が自分を心配してくれてるのは痛いほどわかるし責める気にはなれない。


「むしろ祥ちゃんになら、あのバカ兄貴も本気になるかもしれないよな」


　真っ直すぐに人を信じることのできる祥の強さを感じた亜哉は素す直なおに感心して言った。


「そうだといいな」


　祥も照れくさそうに笑って頷いた。








　千嘉のウィンターカップも終しゆう了りようし、年末年始は事前に収録しておいた特別番組が多いおかげで、いつもよりスケジュールに余よ裕ゆうがある祥は、千嘉の家に入り浸びたり状態になっていた。


　仕事へ行くのも千嘉のマンションまでマネージャーに迎むかえに来てもらい、帰りもマンションまで送ってもらうという状態が続いている。


　もちろん実家にも洗せん濯たく物を預けたり着き替がえを取りに行ったりと、チョコチョコ顔を出してはいるが、お小言がうるさい祖父には見つからないようにコソコソしていた。


　千嘉と二人きりでまったり過ごす時間はすごく心ここ地ちよかった。


　けれど家でゴロゴロしていると、どうしてもエッチな雰ふん囲い気きになってしまうことが多い。


　ちょっと不健全かもしれないけど、快感を覚えたばかりの祥は千嘉とのセックスにどっぷりとはまっていた。


　ただこれだけ千嘉の家に入り浸っていても、千嘉が自分以外の相手を匂におわせるようなことがないのは安心だった。


　唯ゆい一いつ千嘉への不満は、お腹なかがすくとすぐにデリバリーのピザばかり注文するのはやめて欲しいということである。


　千嘉は料理をしないので、冷蔵庫には飲み物くらいしか入ってない。


　だからといってピザばかりでは栄養も偏かたよるし飽あきてしまわないのか不思議だった。


　そのことを千嘉に尋ねると「毎朝みそ汁しる飲んでも飽きないって言うじゃん。俺にとってはそれがピザなんだな」と言って笑っていた。


　たしかに祥も毎朝母親がつくってくれた温かいみそ汁を飲んでいたし、その味に飽きることはなかったが、千嘉が子供の頃ころからデリバリーのピザばかり食べていたのかと思うと少し切なくなる。


　それ以来祥は実家に寄ったついでに母親の手料理を持っていくようになった。


　千嘉も喜んでくれるし、祥もピザばかり食べなくて済むのはまさしく一石二鳥だ。


　その晩も祥の母親が持たせてくれた豚ぶたの角かく煮にとカボチャのサラダで夕食を済ませたあと、祥はソファに寝ね転ころがってもらったばかりの台本を読みながら、千嘉が風ふ呂ろから上がってくるのを待っていた。


「なに読んでんの？」


　いつの間にか夢中になって台本を読みふけっていた祥に、風呂から上がってきた千嘉が濡ぬれた頭をタオルで拭ふきながら声をかける。


「これね、今度撮さつ影えいに入る映画の台本」


　ハッとしたように顔を上げた祥は、台本を閉じてテーブルの上に置いた。


　先が読めないストーリーに引き込まれてつい台本に夢中になってしまったが、千嘉と一いつ緒しよにいるときは仕事より千嘉を優先したい。


「へー」


　千嘉はなにげなくその台本を手に取って、タイトルが印刷されただけのシンプルな表紙に目をやった。


「ファイナルドラゴンって、あのゲームの？」


「そう、まだ公おおやけにはなってないけど、年明け早々に映画の製作発表があるんだ」


「マジで？」


　ゲームをほとんどやらない千嘉でさえ名前を知ってるくらい有名なゲームは、日本だけでなく世界中に売り出されている爆ばく発はつ的なヒット作だ。


　基本的なシナリオは、異世界からやってきた少年が様々なモンスターと戦いレベルを上げながら、旅の仲間を増やしドラゴンに支配された世界を救うという感じである。


　ＣＧを駆く使しした美しい映像と、ゲームとは思えないくらい感動的なシナリオで、すでに十作以上のシリーズが発売されていた。今回は未いまだに根強いファンが多い第一作目が映画化されることになり、関係者の間では今までの日本映画にはない大作になるだろうと言われている。


「ちゃんとオーディションで主人公に選ばれたんだぜ、スゴイだろー」


　祥は少し得意気に目を輝かがやかせて言った。


　売れっ子アイドルだから起用されたというワケではなく、きちんとした演技のオーディションで選ばれたというのが嬉うれしい。


「ふーん、ヒロイン役は誰だれ？」


　千嘉はペラペラと台本を捲めくりながら尋たずねた。


「ジェニファー・レコっていうアメリカ人の子。俺とタメなんだけど、大人っぽいし日本語ペラペラなんだって」


　相手役の少女とは祥もまだ会ったことはないが、天才子役として幼少の頃からアメリカのドラマに多数出演してると聞いている。


「もしかして、日米合作とか？」


「うん。監かん督とくもアメリカ人だけど、他ほかのスタッフはほとんど日本人みたい」


　ファイナルドラゴンシリーズの大ファンだという、ハリウッドの巨きよ匠しようが監督を務めることは決まっているが、ＣＧを多用した映像はゲームの制作を手て掛がけているスタッフが担当することになっていた。その辺りはゲームの制作会社も譲ゆずれないこだわりがあるらしい。


「やっぱ撮影はアメリカですんの？」


　イマイチ想像つかないようなスケールの大きい話に、千嘉はひたすら感心しながら聞いた。


「向こうでの撮影もあるみたいだけど、基本的に背景はＣＧ合成が多いから、日本のスタジオを使うって」


　祥は少し首を傾かしげながらスタッフに説明されたまま答える。


　祥も詳くわしいことはわからないが、何カ月もアメリカに滞たい在ざいして他の仕事に影えい響きようが出ることはないとマネージャーが言っていた。


「大変そうだな」


「でもチャンスだから」


　ため息混じりにつぶやいた千嘉に、祥はニヤッと不敵な笑えみを浮かべて言った。


　たしかにプレッシャーも大きいし大変かもしれないが、それ以上にやりがいがあるし上手うまく演じてみせたいと思っている。


　おそらくこの作品の出来次し第だいで、祥がアイドルのまま終わるか、それとも役者として成長できるか大きく評価が分かれるだろう。


　祥はアイドルの仕事が好きだし自分には向いてると思っているが、もっと色々な仕事がしてみたいし将来的にも芸能界で仕事をしていくつもりだった。


「これで祥がハリウッドスターになったら、俺なんか捨てられそー」


　決意を秘ひめた表情を見せる祥に千嘉は冗じよう談だんめかして言う。


「んなことねーよ！」


「ホントに？」


　ムキになって否定する祥が可愛かわいくて、千嘉はクスッと笑いながら聞いた。


「当たり前じゃん！」


　祥は自分がすごく薄はく情じよう者もの扱あつかいされてるような気がしてムッとしてしまう。


「てか、そんな簡単にハリウッドスターになんかなれないって」


　もちろん映画は成功させたいし、日本でヒットすればアメリカやアジア諸国での上映も検討されるだろうけど、ハリウッドで成功なんてそんなに簡単にいく話ではない。


「でもすでに国民的アイドルだしー」


　ちょっと拗すねたように口を尖とがらせている祥に、千嘉はさらに意地悪をしてやりたくなった。


　すると祥は悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かみしめて俯うつむいてしまった。


　仕事が上手くいったくらいで心変わりするはずなんてないのに、なぜ千嘉がそんなことを言いだしたのかもわからない。


「…関係ねーよ」


「祥…」


　寂さびしそうな声でつぶやく祥に、さすがの千嘉もやりすぎたことに気づく。


「俺、本当に人を好きになったの千嘉がはじめてなんだからな」


　言葉を失う千嘉を祥は泣きそうな目で睨にらんで主張する。


「ゴメン、俺が悪かったよ」


　真しん剣けんな言葉が胸に突つき刺ささって、千嘉はギュッと祥の体を抱だきしめて謝った。


　はじめて好きになって心も体も許した相手から、簡単に心変わりできるほど祥は器用ではない。そんなことはわかっているのに、からかうような真ま似ねをして悪かったと思う。


　それ以上に不器用で純じゆん粋すいな祥がひどく愛いとおしくて甘い感情がこみあげてきた。


「ムキになる祥が可愛いから、つい意地悪したくなっちゃったんだよ」


　千嘉は祥の頭をヨシヨシと撫なでてやりながら、ご機き嫌げんをとるように甘ったるい声で囁ささやく。


　大きな手のひらで優やさしく頭を撫でられると、なんだか子供になってしまったみたいで祥は奇き妙みような安あん堵ど感を覚えた。


「許す代わりに、本読みつきあえよな」


　すっかり甘えっ子モードになった祥は、千嘉にもたれかかりながらそんな条件を提案する。


「え？」


「俺が主人公の空で、千嘉がヒロインのリリアね」


　戸と惑まどったように目をパチクリさせる千嘉にイタズラっぽく笑うと、祥は台本を捲りながら千嘉を自分の恋こい人びと役に指定した。


「俺ヒロイン？」


　自分にはどう考えても似合わない役に苦笑いしながらも、千嘉は楽しそうな祥につきあってやることにした。


「そう。えっとね、このシーンがいいな。このリリアの台詞せりふから」


　祥は台本の中から二人きりのラブシーンを探して、千嘉に読ませる台詞を指した。


　その場面は異世界に召しよう還かんされた勇者の空が、旅の途と中ちゆうで恋に落ちた魔ま法ほう使いの少女リリアの制止を振ふり切って、ドラゴンに支配された世界を救うために危険を顧かえりみず巨大な敵に立ち向かっていくという、物語の佳か境きように差し掛かるシーンだった。


「えっと、『そんなの無茶よ』…？」


「もっと感情込こめろよ～」


　思いっきり棒読みで台詞を口にした千嘉に、祥は不満そうに口を尖らせて要求する。


「そんなの無理だって。いいからほら、次の台詞」


　千嘉は苦笑いを浮うかべて首を振ると祥に先を促うながす。


　いくらせがまれても千嘉は役者じゃないし、それ以前に可か憐れんな女の子の口調で喋しやべったりできるわけがなかった。


「もー、『たとえ無茶でも、アイツを倒たおさない限りこの世界に平和を取り戻もどすことはできないんだろ？』」


　祥はブツブツ文句を言っていたかと思うと、スッと役に入り込んで台詞を読みあげた。


　なんの違い和わ感かんもなくいきなりクサイ台詞に入り込める祥に千嘉は感心してしまう。


「『空には遠い世界で帰りを待ってる大切な人がいるのに、私たちのために危険な目にあわせるなんてできない』」


「『たしかに俺にとってここは異世界かもしれない。でも、俺はこの世界が好きだ。リリアのいるこの世界を守りたい…！』」


　相変わらず棒読みの千嘉が相手でも、祥は感情を込めて本読みを続ける。


「『空…』」


「『好きだ、リリア。俺がこの世界と君を守ってみせる…』」


　空の台詞のあとに、ト書きで抱き合ってキスをするとの指定があった。


　祥は台本どおりに千嘉の肩かたを抱き寄せると、ゆっくり目を閉じて唇を重ねてきた。


「……コラ、本読みするんじゃなかったのか」


　唇を離はなした祥に千嘉は呆あきれたようにツッコんだ。


　先の台詞を読もうとしないところをみると、祥ははじめから千嘉とラブシーンごっこをしたかっただけのような気がする。


「エヘ、キスシーンの練習」


　案の定祥はペロッと舌を出してイタズラっぽく言った。


「俺は練習台かよ」


　悪びれない祥の言葉に今度は千嘉のほうがカチンときてしまう。


　本気で言ったわけじゃなくても、実際映画の撮さつ影えいで祥がこのシーンを演じるのだと思うと面おも白しろくない。


「冗談だってば、ただ千嘉とキスしたかっただけ」


　ムッとしたような顔をする千嘉をフォローするように祥は甘えた声で白状する。


「でも実際の撮影でもするんだろ？」


「そりゃするけど…」


　嫌いや味みっぽく聞かれて祥は言葉に詰つまった。


　あくまでキスをするのは空で、祥はそれを演じるだけに過ぎないけど、千嘉とつきあうようになってから祥がキスシーンを演じるのははじめてなのだ。


　恋人も好きな人もいなかった頃ころは仕事と割り切って片づけることができたが、これからは自分一人の問題じゃないのだと思い知らされる。


「なんだよ、仕事なんだからしょうがないだろ」


　祥は複雑な心境で主張した。


　これまでプロ意識を持ってこなしてきた仕事を、いくら恋人ができたからって拒きよ否ひすることはできない。


「わかってるけど、やっぱりオモシロくないな」


　千嘉も頭ではわかっているはずなのに、感情の部分が激しい苛いら立だちを感じている。


　クリスマスのあの晩、一いつ緒しよに祥が出演するドラマのキスシーンをみたときには、隣となりで照れてる祥が可愛いと思ったくらいで、画面の中で自分以外の相手と恋れん愛あいを演じている祥に憤いきどおりを感じたりしなかった。


　それが今では醜みにくい嫉しつ妬と心がこみあげて自分でもコントロールできないのだ。


「お芝しば居いのキスと本気のキスは違ちがうって、千嘉が教えてくれたんじゃん」


　今さら自分が言ったことを覆くつがえす千嘉に祥は戸惑う。


　いくら芝居でキスをしてもそれは単なる演技で、千嘉とキスをしたときみたいに体中に電気が走るような甘い衝しよう撃げきもないし、体が熱くなってエッチな気分になることもない。


「そうだったな…」


　千嘉はフッと自じ嘲ちよう気味に笑って頷うなずいた。


「そうだよ。この映画でキスするのは俺じゃなくて空なんだから」


　祥は必死に笑え顔がおを作って、キスは役どころに過ぎないと強調する。


　そんな祥を見て、千嘉は自分より祥のほうが仕事は仕事とキッチリ割り切れているのだと痛感させられた。


　千嘉はたとえ恋愛感情が絡からんでいなくても、祥の唇に自分以外の誰だれかが触ふれるなんて考えたくない。それでも子供のように嫉妬心を剝むきだしにして、祥の仕事を否定することはプライドが許さなかった。


　これまで千嘉は誰かに執しゆう着ちやくしたり、恋愛にのめり込んで自分の感情がコントロールできなくなったりすることはなかったのだ。


　けれど今、胸を焦こがすような激しい嫉妬心を自覚して千嘉は戸惑う。


「千嘉…？」


　感情を抑おさえているせいで能面のように無表情になっている千嘉を、祥は不安げに見上げた。


　ドロドロした感情に蓋ふたをするように、千嘉は祥の唇を無言で塞ふさいだ。


「ん…」


　突とつ然ぜんの激しい口づけを祥は抵てい抗こうすることなく受け入れる。


　言葉にしなくても千嘉のモヤモヤした感情は祥にも伝わっていた。


　少し切なくて胸が痛いキス。千嘉のことが好きだからこそ感じる胸の痛み。そんなキスがあるなんて、祥は今まで知らなかった。








　キスシーンの一件以来、千嘉は祥との間に一定の距きよ離りを置くようになっていた。


　表面上はなんら変わってないような気もするけど、ふとした瞬しゆん間かんに見えない壁かべを感じて深入りさせてもらえない。


　はじめは祥も千嘉の僅わずかな変化を感じて様子を窺うかがっていたが、お互たがいその話題には触れないようにしている内にだんだん忘れて、すっかり元通りの雰ふん囲い気きになったようなつもりでいた。


　それより祥はなかなか千嘉に会う時間が取れないことのほうが大問題だった。


　短かった冬休みが終わって三学期がはじまると、学校と仕事の両立で精せい一いつ杯ぱいでゆっくり二人きりで過ごす時間が確保できない。


　以前の祥はそれを理由に恋愛をおざなりにしていたが、今では少ない睡すい眠みん時間を削けずってでも時間をつくって千嘉のマンションに押しかけている。


　根が単純な祥は少しくらい体が大変でも、千嘉に会うと不思議とパワーが湧わいてきた。


　今日も祥は学校が終わるとすぐに、事務所の二階にあるスタジオでダンスレッスンに励はげんでいた。


　新曲のプロモーションビデオ用の振ふり付けを覚えているのだが、早く覚えればそれだけ早くレッスンも終わる。上手うまくいけば久しぶりに千嘉とゆっくり過ごせるかもしれない。


　そう思うと自然にテンションがあがってステップを踏ふむ足も軽快になった。


「よし、じゃあ曲に合わせて最後まで通して、今日のレッスンは終わりにしよう」


　大きな鏡に自分の姿を映して一番動きが激しい間奏部分を練習している祥に、振り付け師の先生が声をかける。


「ハイッ！」


　祥は満面に笑みを浮うかべて頷くと、Ｔシャツの襟えりで首元の汗あせを拭ぬぐった。


　ほとんど休きゆう憩けいなしで踊おどり続けていたせいで、真冬にもかかわらず全身に汗をかいていた。


　邪よこしまな目的があるとはいえ、いつもより覚えが早くて体が動くのは祥としても気持ちいい。


　祥はラジカセから流れてくる音楽に合わせて、覚えたばかりの振り付けを確かく認にんするように追っていく。


「うん、だいぶカンつかめてきたね」


　曲の最後にクールな表情でポーズをつけた祥に、振り付け師は満足げに言葉をかけた。


　これまでどちらかというと元気なしゃかりきダンスが得意で、指先のほうまで神経を使う細やかな動きは苦手だった祥が、急に柔やわらかい仕草に表情がでてきた気がする。


　元々リズム感も抜ばつ群ぐんだし身体能力も高い祥へのレッスンは、振り付け師としても教え甲が斐いがあった。


「あとは見せ方だけだから、監かん督とくとも打ち合わせしてつめていこう」


「よろしくお願いします」


　ポンと肩を叩たたいてレッスン場をあとにする先生に、祥はペコッと頭を下げた。


　ＰＶの撮影現場にも振り付けの先生は同行して、ロケーションやカメラアングルなどを監督や英と相談しながら撮影することになる。


　ドラマや映画よりずっと短い時間ではあるが、そのぶん凝こった映像のＰＶにもひとつの作品としての世界観があって、祥にとっては大切な仕事だった。


「平野さん、今日の仕事これで終わりだよね？」


　三階の事務所に顔を出した祥はマネージャーにスケジュールを確認する。


「そうですね」


　平野は素す早ばやくスケジュール帳を確認して頷いた。


　壁に掛かかっている時計を確認すると、まだ六時半を回ったところだった。


「祥、レッスン終わったんだろ。夕飯連れてってやるよ」


「え～っ!?」


　久しぶりに千嘉の家に長居できると思ったところに社長から声をかけられて、祥は思いっきり不満そうな声を出してしまう。


「そんな嫌いやそうな声だすなよ。失礼だな」


　あからさまな祥の態度に英は苦く笑しようをうかべる。


「だって、久しぶりに早く帰れると思ったのに…」


　英の連れてってくれる店は高級で美味おいしい店ばかりだし、千嘉とつきあう前の祥だったら喜んでホイホイついていったのだが、今は美味しいご飯より一刻でも早く千嘉の家に行きたい。


「それじゃあいいよって言いたいけどな、実は今度の映画の監督やスポンサー様も一緒だったりするんだよな」


　英だっていつもは嫌がる相手をムリヤリ食事に連れていくような真ま似ねはしないのだが、今日ばかりは祥抜ぬきでの食事では意味がなかった。


「それって接待じゃん」


　断ることのできない顔ぶれに祥はゲンナリとした表情をする。


　ただ一緒に食事をして愛想笑いをしていればいいとはいえ、それも業界では大切な仕事のひとつなのだ。


「そのかわり美味うまいモン食わせてやるから」


　英はせめてもの慰なぐさめで、まだ不満そうな祥を懐かい柔じゆうしようとした。


「はぁ…」


「とにかく、シャワー浴びてスーツに着き替がえてこい」


　気の抜けた相あい槌づちをよこした祥に、英は有う無むを言わさぬ口調で指示する。


　英だって独立して事務所を創設するときには、莫ばく大だいな資金を出してくれたスポンサー殿どのには口外できないような接待もしてきた。


　祥にそんなことをさせるつもりはないが、最低限のご機き嫌げんとりくらいしておいて損はない。


「わかりましたよー」


　祥はまだ不満そうに口を尖とがらせながらも、シャワーを浴びに更こう衣い室に消えていった。


　なんにせよ、今度の映画は祥にとって大きな転機になるはずだ。


　祥だって口では文句を言いつつも、その場に行けば上手くお偉えらいさん連中の相手をするに違ちがいない。英は祥のそういう要領のいいところも買っている。


「平野くん、悪いけど車回してくれる？」


「わかりました」


　ニコッと微ほほ笑えんだ英に頼たのまれて、平野は車のキーを持って階下に降りていった。








「それで、早く仕事切り上げてドコに通ってるんだ？」


　赤坂にある料りよう亭ていに向かう車中で、英は隣となりに座っている祥に問いかけた。


「ヘッ!?」


　唐とう突とつな話題に祥は驚おどろいたような声を出す。


「親おや御ごさんが心配してたぞ」


　質問の意味を計りかねているのか黙だまり込んでいる祥に、英は過保護な祥の家族から事務所に連れん絡らくがあったことを伝える。


「しょっちゅう千嘉くんの家に泊とまってるみたいだけど、本当なのかってな」


「ウソじゃねーよ！　いつも千嘉ンちのマンションまで送ってってもらってるモンね、平野さん！」


　ギクッとなった祥は平野に潔白を証明してもらおうとした。


　千嘉の家に泊まっているのはウソではないが、ただの男友達の家に泊まっているのとはワケが違うので焦あせりが口調に出てしまう。


「そうですね」


　平野はチラッとバックミラーで祥の表情を見ながら頷うなずいた。


「千嘉くんの家に入り浸びたってなにしてるんだ？　まさか、堂々と言えないような疚やましいコトしてるんじゃないよな？」


　そんな祥の態度は薄うす々うす感づいていたとはいえ英にはバレバレだった。


「疚しいコトって…」


「どーせヤラシーコトしてんだろ？」


　口ごもる祥に英は単刀直入に問いかける。


「なっ!?」


　図星を指された祥はボッと一気に首まで赤くなった。


　英は亜哉が太陽とつきあっていることも認めているし、男同士の恋れん愛あいに寛かん容ようなのは知っているが、自分が千嘉とエッチまでしてると詮せん索さくされるのはかなり恥はずかしい。


「やっぱり図星か…」


「チ、チガッ！」


　深いため息をつく英に祥は慌あわてて言い訳をしようとした。


　ただでさえ会える時間が少ないのに、厳しい祖父に告げ口されて、千嘉の家に泊まるのを禁止されたりしたらシャレにならない。


「安心しろよ。親御さんには黙っててやるから」


　苦笑いしながら言う英に祥は思わずホッとしたような表情を見せる。


　さすがの英も、祥の家族に大切な息むす子こさんが男の家に泊まって、いかがわしい行こう為いに励はげんでますよとは言えない。


「それにしても、亜哉だけじゃなくお前までソッチに走るとはな…」


　事務所の稼かせぎ頭がしら二人がゲイだとわかって英は思わずボヤいた。


　亜哉は元々女嫌ぎらいのゲイだったが、祥はアイドルとして女の子にキャーキャー言われるのは好きなクセに、本命に男を選ぶとは思ってもいなかった。


「なんでわかっちゃったんだ？」


「そりゃ平野くんにしょっちゅうマンションまで送り迎むかえしてもらってたら、ただの友達じゃないって気づかれるだろ」


　不思議そうに尋たずねる祥に英は呆あきれたように言う。


　しかもそれまで門限を守るイイコだった祥が、突然外がい泊はくの常連になってしまうなんて恋愛絡がらみ以外考えられなかった。


　祥の母親が千嘉のことを息子の命の恩人だからと寛容になってくれているのが救いである。


「そうだよなぁ」


　祥はすっかり千嘉中心になっていた生活を振ふり返ってつぶやいた。


　あまり自覚はなかったが、マネージャーに恋こい人びとの家まで送り迎えさせるのは誉ほめられたことではないだろう。


「とにかく、男の恋人がいるなんてマスコミには絶対に気づかれるなよ。それと、心配をかけない程度には家にも帰ること」


「ちゃんと帰ってるのに…」


　英の忠告に祥は納なつ得とくいかなそうに眉まゆをひそめる。


　冬休み中は本当に入り浸り状態だったが、学校がはじまってからはちゃんと家に帰ってる日のほうが多いのに、やっぱり自分の家は過保護だと思う。


　とはいえ最近顔を合わせないようにしている祖父の剣けん幕まくを想像して祥は憂ゆう鬱うつになった。


「こういうときの返事は素す直なおに『ハイ』だろ？」


　ブツブツ文句を言っている祥の額を小こ突づいて英は促うながす。


「ハーイ」


　祥はエヘッと誤ご魔ま化かし笑いをすると元気良く返事をした。


「まぁ、千嘉くんは経験豊富そうだからな。祥もいい経験になるだろ」


　タレントに恋愛を禁止させるつもりのない英はフッと笑って言った。


　むしろ品行方正なアイドルの祥に、一番足りなかった色気が身についてくれればと期待してしまう。


　英に反対されなかったことに気をよくした祥は、さっそく携けい帯たいを取りだして千嘉に報告メールを打ちはじめた。








　久しぶりに千嘉の家に泊まった次の日、祥は上じよう機き嫌げんで千嘉と仲良く一いつ緒しよに登校した。


　千嘉の朝練に合わせていつもより早めに登校してるおかげで、校門の中に入ってもほとんど生徒はいない。さすがに手を繫つないだりはできないけど、あまり人目を気にせず校内を歩けるのが祥は嬉うれしかった。


「でさー、ウチのお母さん、ファンの子に中学時代の同級生ですとか騙だまされて、家にあげちゃったりしたこともあるんだぜ」


　芸能人ならではのエピソードをおかしそうに話す祥に、千嘉はチリッと胸に苦いモノがこみあげてくる。


　祥にとってはたわいもない話かもしれないが、常に他人に注目される仕事をしているという現実を突きつけられてるみたいで、自分でも気持ち悪いくらい不快に感じてしまう。


「って、千嘉？　聞いてる？」


　なんの反応も示さない千嘉に、祥は不思議そうに首を傾かしげて尋ねた。


「あぁ、ゴメン」


　千嘉はそうと気づかれないように心にもない笑え顔がおで謝る。


　嫉しつ妬とを強く意識して以来、千嘉の心の中に僅わずかな歪ひずみができていた。


　祥が好きだから嫉妬をするのは自然なことなのに、自分のスタンスが崩くずれることに言いようのない恐きよう怖ふを覚える。


「具合でも悪いのか？」


　明らかに自分との会話に集中してない千嘉に、不安になった祥は顔を覗のぞき込んだ。


　二人にはかなり身長差があるので祥は思いっきり見上げなければならない。


　多くの少女たちを虜とりこにしている大きな瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに見つめられると、千嘉は心臓を鷲わし摑づかみにされたように惹ひきつけられた。


　けれど千嘉には決して祥を独どく占せんすることなどできないのだ。


「なんでもないって」


　嫉妬でおかしくなってる自分を悟さとられたくなくて、千嘉は素っ気なく言うと祥から目線を逸そらす。


「おはよーッス、千嘉」


　そこへタイミングよく、同じく朝練に向かうバスケ部の志藤が声をかけてきた。


「おう、オハヨー」


　千嘉は少しホッとしたように挨あい拶さつを返す。


「あれ？」


　志藤は千嘉の隣となりにいる祥の顔をマジマジと眺ながめて首を傾げた。


　なにしろ祥は国民的アイドルで学園一の有名人なのだ。


　千嘉の弟も芸能科だし祥と友達でも不思議はないが、千嘉が知り合いなんて話は聞いたことがなかったし、親しげな姿がなんとも不思議だった。


「じゃあ俺、朝練あるから」


　千嘉はそう祥に声をかけて不思議そうな顔をしている志藤のほうに歩いていく。


「うん、またな」


　漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえたまま祥は千嘉を見送った。


「今のって葉山祥だよな？」


　志藤はチラチラと祥のほうを振り返りながら千嘉に尋ねる。


「あぁ」


「知り合いなのか？」


　素っ気なく答える千嘉に志藤はいかにも好こう奇き心しん丸出しといった声をだす。


　志藤に悪気がないことはわかっているが、千嘉にとって今は触ふれられたくない話題だった。


「弟の亜哉と事務所も学校も一緒だからさ。俺ともなんとなく仲良くなったんだよ」


　千嘉はスタスタと部室に向かって早足で歩きながら差し障さわりのない説明をする。


「わかった！　アイツに芸能人の女紹しよう介かいしてもらってるんだろ!?」


「はぁ？」


　突とつ拍ぴよう子しもない志藤の発想に千嘉は思いっきり呆れたような声を出してしまう。


「とぼけんなよ！」


　しかし志藤は千嘉が祥のコネで芸能人とつきあってると決めつけて、羨うらやましそうに千嘉の背中を叩たたいた。


「知らないって」


　千嘉はしかめっ面つらをして部室の扉とびらを開けた。


　当たり前の話だが千嘉は祥に芸能人の女を紹介してもらったことはないし、志藤が羨ましがるような交友関係もない。


「いいじゃん、俺もアイドルとの合コンに呼んでくれよぉ」


　志藤はなおもねだるように食い下がった。


「なになに、なんの話？」


　部室にいた他ほかの部員たちも、志藤の声を聞きつけてあつまってくる。


「千嘉のヤツ、最近浮ういた噂うわさ聞かないと思ったら、葉山祥と友達になって、可愛かわいい芸能人の女の子ナンパしまくってるみたいだぜ」


　志藤は推測から勝手に話を作って部員たちに言いふらした。


「マジかよ!?」


「スゲー！」


「なんでそーいう話になるんだよ！」


　口々に感心したような声を出す部員たちに千嘉はムッとしたような声を出した。


　だからといって本当のことも話せるはずもなくイライラしてしまう。


「むしろ千嘉なら葉山祥とつきあってる可能性もあるんじゃん？」


　そのとき、一人の部員がニヤッと笑ってからかうように言った。


　千嘉が男も女もイケる口だというのは周知の事実で、葉山祥くらい可愛くてさらに格好いい男ならその気になっても不思議はないように思える。


「ありえる」


「てか、ブサイクな女とつきあうくらいなら、俺も葉山祥のがいいかも…」


「ウゲー！」


「やっぱ女っしょ!?」


「そうだよな、いくら可愛くてもチンチンついてる時点でアウトだな」


　選より取りみどりの千嘉と違ちがって女に飢うえてる彼らは、いくら美形でもやっぱり男より女のほうがいいという結論に達した。


「で、実際のトコどーなんだよ？」


　自分たちの談義を無視して着き替がえをはじめた千嘉に志藤は答えを促す。


「お前ら、変な詮せん索さくヤメロよ」


　興味津しん々しんで千嘉が口を開くのを待ってる部員たちに、二人の事情を知ってる太陽が慌あわてたように口を挟はさんだ。


　千嘉だって祥との関係をペラペラ喋しやべったりするほどバカじゃないと思うが、冗じよう談だんで済む内にこの話題は打ち切ったほうがいいような気がする。


「いいから、太陽ちゃんは着替えてバシュケしてましょうねー」


　けれどノリが悪い太陽を子供扱あつかいする志藤に話の輪から追い出されてしまう。


「悪わりぃけど、俺と祥はただの友達」


　千嘉は大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて太陽との関係を否定した。


「てか、アイツ奥手だし、女の紹介とか頼たのめないって」


　さらに祥との関係を否定したことで、しきりに頼まれそうなことをはじめから牽けん制せいしておく。


　実際祥は女の子とつきあったことがないし、合コンなんてしたことすらなさそうだった。


「奥手って葉山祥が？」


　千嘉の言葉に志藤が信じられないというような声を出す。


「ありえねーよ。あんだけファンいっぱいいて、国民的アイドルとか超もてはやされてんのにさぁ」


　他の部員もはなから芸能人は遊んでると決めつけている。


　千嘉も祥とつきあう前はそう思っていたが、祥の場合は本当に奥手でビックリするぐらいウブだったのだ。


「でもアイドルって、雑誌とかじゃ必ず恋こい人びとはいませーんみたいに言うよな」


「あんなの絶対にウソだよな」


　何気ない会話に千嘉はハッとした。


　以前の祥はたしかに恋人はいなかったしその言葉にウソはなかったが、千嘉とつきあいはじめた今も、恋人がいない振ふりをし続けるだろうということに気づいてしまったのだ。


「あー、俺芸能人の彼女なんて耐たえられないかも。だって、ドラマで他の男とキスシーンやったり、オタクっぽいファンに愛想振りまいたりするんだぜ？」


　さらにまさしく千嘉が嫉しつ妬とを搔かきたてられてることを予測されて、千嘉はやりきれない気持ちでいっぱいになる。


「だったら川越の彼女に合コンセッティングしてもらえばいいだろ」


　こみあげてくる苦い思いを振り切るように千嘉は嫌いや味みっぽく言った。


「それは既すでに何度もしてる」


　すると志藤は口を尖とがらせてキッパリと答える。


　モテモテで、合コンに来た女の子たちの視線を独り占じめしかねない千嘉は絶対に誘さそってやらないが、部内で唯ゆい一いつの彼女持ちである川越には何度もお世話になっていた。


　それでも彼女ができないからこそ出会いの幅はばを広げたいのだ。


「自分、多少アバズレでもいいんで芸能人とつきあってみたいッス！」


　そこに後こう輩はい部員が元気よく手をあげて会話に加わってきた。


「俺は自分一筋に想おもってくれる彼女がいいなぁ」


「おはよーッス、なに盛り上がってんだ？」


　いつの間にか芸能人とつきあえるかという話題で盛り上がっているところに、川越が彼女にもらったという手て袋ぶくろとマフラーをして部室に入ってきた。


「オンナがいるヤツには関係ない話だよ」


　そんな川越に志藤は冷たく言い放つ。


　なにしろ川越の彼女からのクリスマスプレゼントだという手袋は、身長も手も標準よりかなり大きくて市し販はんの手袋が使えない川越のために、彼女が一生懸けん命めい編んでくれたという愛情いっぱいの贈おくり物なのだ。独り身の男からしたら羨ましすぎる話である。


「あー、俺も手編みの手袋とかもらいたい！」


「彼女ほっすぃー！」


　絶ぜつ叫きようする男たちの輪から外れて、千嘉は一人深いため息をついた。








　その日の昼休み、千嘉は太陽と一いつ緒しよに食堂で昼食をとっていた。


　弁当持参の太陽は、恋人の亜哉が登校してきてる日は部長の特権でバスケ部の部室で亜哉と密会している。けれど今日のように亜哉が仕事で不在の日は、千嘉や他のクラスメイトと一緒に弁当を持って食堂に来ていた。


　一人暮らしで弁当をつくってくれる母親などいない千嘉には、大食漢の太陽のために毎日大きな弁当箱二つ分の弁当をつくってくれるような母親が羨ましい。


　体のわりに大して食べるほうではない千嘉は、学食のうどんを箸はしで搔き回しながら無意識にため息をついた。


「はぁ…」


「なにため息ついてんだよ？」


　さっきから何度もため息を繰くり返している千嘉に、太陽はたまりかねたように声をかける。


「別に…」


　千嘉は憂ゆう鬱うつな気分が態度に出ていたことに内心舌打ちをすると、どんぶりに残っているうどんを啜すすりはじめた。


「元気ないな。祥ちゃんと上手うまくいってないとか？」


　心ここにあらずといった千嘉に、太陽は深い意味もなく祥との仲を尋たずねた。


「んなコトねーよ。祥は俺に夢中だしな、ない時間どうにかつくって会いに来てくれるぜ」


　他人に弱みを見せたくない千嘉は、無理して余よ裕ゆうの表情をつくって答える。


　その言葉にウソはないし、千嘉が勝手にウダウダ考えているだけなのだ。


「そっか、さすがの千嘉も祥ちゃんとはマジメに恋れん愛あいしてんだ」


　太陽はニッと笑ってからかうように言う。


　祥とつきあいはじめる前の千嘉はお世辞にもマジメとは言い難がたく、手も早いし適当に遊んでばかりいるという印象があった。


　その千嘉が祥一人に夢中になっているのだからかなり本気だと思える。


「うーん」


「なんだよ？」


　照れているというわけではなく、考え込むような表情を見せる千嘉に太陽は話を促うながす。


「俺って、自分から追いかけてオトすのが好きなんだよね」


　千嘉は恋愛の醍だい醐ご味みは相手を自分に振り向かせることだと思っている。


　実際に今までは相手がその気になった途と端たんに興味を失って、つきあいが疎おろそかになりすぐに別れてしまっていた。


「それで祥ちゃんモノにしたんだろ？」


　太陽は千嘉がなにを言いたいのかわからずに首を傾かしげた。


「ぶっちゃけそれで満足っていうか、相手からガンガン来られると引いちゃうっていうか…」


「はぁ？　まさか、もう飽あきたとか言い出すんじゃないよな？」


　思いがけない千嘉の本音に太陽はムッとしたように問いただす。


　せっかく祥には本気になったんだって見直してたのに、いいかげんな気持ちでつきあってるのかと思うと許せなかった。


「そんなんじゃねーけど…」


　千嘉は自分でもなにが言いたいのかよくわからず、水の入ったコップに視線を落とした。


　祥に飽きたワケではない。好きな気持ちに変わりはないのに、それ以外の感情がマイナス方向に千嘉を追いつめていく。


「けど、なんだよ？」


　千嘉の複雑な感情など知る由よしもない太陽は、はっきり言わない千嘉に苛いらついたように先を促した。


「祥って芸能界なんかにいるクセにウブで可愛かわいいじゃん」


　千嘉は箸を置くと太陽とは目線を合わせないまま話しはじめた。


「そのくせドラマとかでは平気でキスもできちゃうし、ファンの子にキャーキャー言われて嬉うれしそうだしさ」


「それは、祥ちゃんがちゃんとプロ意識もってやってるからだろ？」


　嫌味っぽく不満を述べる千嘉に、太陽は祥の仕事を尊重するように言い聞かせる。


　売れっ子モデルを恋人に持つ太陽には千嘉の気持ちがわからないでもない。


　恋人が大勢の人に注目されるのは面おも白しろくないし、どうして自分みたいな平へい凡ぼんな人間を選んだのかと不安にもなった。


「プロ意識ねぇ」


　千嘉はフンッと鼻で笑いながらつぶやいた。


　たしかに祥のプロ意識は立派かもしれないが、恋人という立場の人間からしてみれば、単に自分より仕事を優先してるだけというふうにも感じられる。


「それが面白くないのって、千嘉が祥ちゃん独り占めしたいからじゃん」


　人を小こ馬ば鹿かにしたような千嘉の態度が頭にきた太陽は痛いところを突ついてやった。


「つまり祥ちゃんに本気で惚ほれてるってコトだろ？」


「本気？」


　なにかを誤解してる太陽に千嘉はピクッと眉まゆを吊つり上げる。


　千嘉はいつでも本気だし、いいかげんな気持ちで誰だれかを口説いたりしたことはなかった。


　端はたから見れば遊んでるように思われるかもしれないけど、千嘉はこれまでもずっと自分の気持ちに正直に行動していただけなのだ。


「俺、千嘉にとって恋愛は遊びで、本気になんかならないと思ってた」


　太陽は千嘉がはじめて本気で恋愛をしてると思い込んでクスッと笑う。


「別に祥だけが特別なんてコトねーよ」


　千嘉は自分でも不思議なくらい苛立つ気持ちを隠かくして太陽の言葉を否定した。


「え？」


「俺は恋愛なんかにのめり込んだりしないし、誰か一人に縛しばられたくもない」


　驚おどろいたように目をパチクリさせる太陽に、千嘉は自分のスタンスを確かく認にんするようにキッパリと言い放つ。


「それ本気で言ってんの？」


　途端に太陽は不快感を顕あらわにして問いかけた。


　ようやく千嘉にも本命と言える相手ができたのかと思ったのに、今さらワケのわからない主張をされてもその真意が理解できない。


「当然だろ」


「じゃあ相手の立場はどうなるんだよ？　千嘉のこと本気で好きな祥ちゃんの気持ち、弄もてあそんでるのか？」


　太陽はシレッと答える千嘉にカッとなって詰つめ寄った。


「怖こわい顔するなよ。祥がそこまで俺のこと想ってるとは限らないぜ」


　自分のことでもないのにムキになる太陽に、千嘉は薄うすら笑いを浮うかべて肩かたを竦すくめた。


「はぁ!?」


　ますます千嘉の言いたいことがわからなくなった太陽はイライラしたような声を出す。


　祥が千嘉にベタ惚れなんて端で見てても明らかだった。アイドル業一筋で恋愛をおざなりにしていた祥をその気にさせたのは、他ほかでもない千嘉のはずだ。


「亜哉だって、太陽以外とキスなんかしたくないって、ドラマの話断ったんだろ？」


　険しい表情を見せる太陽に、千嘉は唐とう突とつに亜哉の話を持ち出す。


　彩という芸名で雑誌やＣＭなどのモデルとして活かつ躍やくしてる亜哉は、化け粧しよう品のＣＭに起用されたことがきっかけで世間の注目を集めて、ワイドショーや雑誌に大きく取り上げられる売れっ子モデルになった。


　そんな亜哉に目をつけた恋愛ドラマの女王といわれる脚きやく本ほん家かが、準主役に抜ばつ擢てきするとドラマの出演を打だ診しんしてきたことがある。


　亜哉の仕事の幅はばを広げたかった英は乗り気だったが、女嫌ぎらいの亜哉が好きでもない女優とキスはしたくないとゴネて、タレントより一流のショーモデルを目指す道を選んだ。


「そうだけど、人の価値観はそれぞれじゃん。そんな理由で祥ちゃんは本気じゃないって決めつけるの可哀かわい相そうだよ」


　たしかに太陽は、亜哉がいくら仕事でも恋こい人びと以外の相手とキスなんかしたくないと言ってくれて嬉しかったけど、祥のようにプロに徹てつして仕事をこなすのが悪いこととは思わない。


「じゃあ太陽は、仕事ならって割り切って、平気で他のヤツとキスできちゃうような相手と本気でつきあえるか？」


「それは……」


　祥の仕事に徹する姿勢は立派だと思うが、それが自分の恋人だとするとまた違ちがってくる。


　いくら仕事でも亜哉が自分以外の相手とキスをするなんて絶対に許せそうになかった。


「だろ？」


　思わず口ごもった太陽に千嘉は勝ち誇ほこったように同意を求めた。


　このまま感情の赴おもむくままに任せていたら、いつか千嘉は祥の仕事を許せなくなるだろう。だからといって祥の仕事を頭ごなしに反対するような真ま似ねもしたくない。


　祥との関係を続けていくためには、自分ばかり恋れん愛あいにのめり込みすぎて縛られているようではダメなのだ。


「つまり俺たちはお互たがい様ってコト」


　千嘉は勝手に結論づけて自分の正当性を主張する。


「…なんか納なつ得とくいかない」


「いいんだよ、俺とつきあってるのは太陽じゃないんだから、別に無理して納得しようとしなくても」


　まだ眉み間けんにシワを寄せている太陽に、千嘉は苦笑いを浮かべた。


「だって、千嘉は祥ちゃんがそういう仕事してるってわかっててつきあいはじめたんだろ？」


「そうだな…」


　鋭するどいところを突かれて千嘉はフッと小さなため息をつく。


　はじめからわかっていたことなのに、今さら自分の心がこんなにも乱されるようになるとは千嘉自身も思っていなかった。


　モヤモヤした気分を引きずりたくない千嘉は、さっさと割り切って祥との関係を楽しもうと努めた。








　気楽に祥との恋愛を楽しむことに決めたはずなのに、そう簡単に千嘉の心からモヤモヤした感情はなくならなかった。


　相変わらず仕事で忙いそがしい祥とはなかなか会えない。


　自分と離はなれている間、祥が誰とどんな仕事をしてるのか気になって仕方がないのに、千嘉はなるべくそのことを考えないようにしていた。


　そんな意志とは裏腹に、千嘉は祥の出演するＴＶだけでなく、ラジオや雑誌までくまなくチェックするようになっていた。自分の知らない祥を他人が知ってるのは悔くやしかったのだ。


　祥とつきあうようになるまではどす黒い嫉しつ妬とや独どく占せん欲よくなんて無む縁えんだったのに、今では毎日胸が焦こげつくような苦しさに苛さいなまれている。


　これまでだって千嘉はいいかげんな気持ちで恋愛してきたワケじゃないけれど、祥への想おもいは本気の度合いが違うようだった。


　祥のすべてを自分のモノにしたいと思う。


　けれど祥は数え切れないほどのファンがいるアイドルで、決して千嘉一人のモノにはなることはない。祥だってきっと、今までアイドルとして築いてきたすべてのモノ捨てて、千嘉一筋に生きていくことはできないだろう。


　祥に醜みにくい嫉妬をぶつけて重荷になるくらいなら、適度な距きよ離りをおいて仲良くやっていくほうが全然マシなはずだ。


　部活を終えて家に帰ってきてすぐにシャワーを浴びた千嘉は、水の滴したたっている髪かみをタオルで無造作に拭ふきながら、鏡に映っている自分に向かって意志を確認するように頷うなずいた。


　深い紺こん色いろのパジャマを羽織ってリビングに戻もどると、インターフォンが来客を告げた。


　受話器を取るとモニターにソワソワ落ち着かない様子の祥が映っている。


「祥…？」


『早く開けろよー』


　複雑な気分でつぶやいた千嘉に、祥は無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべて促うながす。


　千嘉だって祥に会いたくないワケじゃないのに、色んな感情が渦うず巻まいてて素す直なおに嬉うれしいと思えない。


　それでもこのまま祥を追い返す気にはなれなくて、千嘉は重たい玄げん関かんの扉とびらを開けた。


「ただいま、千嘉っ！」


　途と端たんに祥はピョンッと嬉しそうに千嘉に抱だきつく。


「ただいまって、ココは祥の家じゃないだろ。それに、今日は雑誌の撮さつ影えいで遅おそくなるんじゃなかったのか？」


　千嘉は祥の体を引き剝はがすと、予定よりずいぶん早い訪問を訝いぶかしがった。


「エヘヘ、ホントは千葉の海で撮影の予定だったんだけど、雨が降ったから急きゆう遽きよスタジオ撮影になったんだ」


　祥はニコニコ笑って浮かれたような口調で事情を説明する。


　もうすぐ発売される新曲に向けて歌番組の撮とりやプロモーションでここ最近忙しい日が続いていた。


　それが予定外の雨のおかげで、時間がかかるロケではなく都内のスタジオで撮影が済んだのだ。おかげで久しぶりにゆっくり千嘉と会えることになって祥はすこぶるご機き嫌げんだった。


「そっか」


「なんだよ、嬉しそうじゃないじゃん」


　素っ気ない返事をよこす千嘉に、祥は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。


「そんなことねーよ」


　千嘉は敏びん感かんな祥を誤ご魔ま化かすように頭をクシャッと撫なでてやった。


　急いで訪ねてきた祥は健けな気げで可愛かわいいと思うのに、それでも決して自分一人のモノにはならないのだという現実にもどかしさを感じる。


「寒そうだな、風ふ呂ろ入るか？」


　千嘉はフッと小さく息を吐はいて冷静さを取り戻すと、鼻の頭が赤くなっている祥に声をかけた。


「千嘉と一いつ緒しよに入る～」


「俺はもう入ったっつーの」


　いかにも甘えたような声を出しておねだりする祥に、シャワーを浴びたばかりの千嘉はすでにパジャマを着ていることをアピールする。


「でも一緒がいい」


　それでも祥は頑がんとして譲ゆずろうとはせず駄だ々だをこねた。


「甘ったれだな」


「だって、なかなか会えないんだから、一緒にいられるときはずっと一緒にいたいじゃん」


　呆あきれたように肩かたを竦すくめる千嘉に、祥は寂さびしそうに口を尖らせて主張する。


　いじらしいことを言う祥が千嘉は可愛くてたまらなくなった。けれどそれと同じくらい胸が痛くて、正気じゃいられなくなりそうだった。


「わかったよ」


　千嘉はコントロールできない感情に苦笑いしながら、祥の肩を抱いて浴室に向かった。








　頭と体を洗ってスッキリした祥は、千嘉に背中から抱っこしてもらうような形で一緒に浴よく槽そうに沈しずんだ。


　千嘉の住むマンションは浴室もゆとりの設計で、男二人で浴槽に沈んでも身動きできないほど狭せまいということはない。


　お湯と千嘉の体温で体が温まってくると猛もう烈れつな眠ねむ気けが祥を襲おそう。


「ふぁ……」


「眠いのか？」


　あくびを嚙かみ殺しながら胸にもたれかかってくる祥に千嘉はふと尋たずねた。


「ん、ちょっと」


　祥は正直に頷いて眠い目を擦こすった。


　さすがに忙しい仕事と学業を両立させようと思ったら睡すい眠みんが疎おろそかになる。


「それなら別に無理して俺に会いに来なくてもいいのに」


　複雑な気持ちを抱かかえたままの千嘉はついボソッとつぶやいてしまう。


「だって、睡眠より千嘉が大事だろ？」


　すると祥は後ろを振ふり返ってイタズラっぽい表情を浮うかべた。


　多少の無理をしなければ、千嘉と会える時間なんて皆かい無むになってしまうのだから背に腹は代えられない。


「そんなこと言って、仕事に影えい響きようでたらどうすんだよ」


「心配してくれてんだ」


「てか、祥はプロなんだろ？」


　嬉しそうな顔をする祥に千嘉は少し苛いらついたように問いかける。


　もちろん祥の体も心配だが、それ以上に今は仕事より千嘉を優先させてるような口振りが気に入らない。


「そうだけどぉ」


　社長やマネージャーのようなことを言う千嘉に祥は膨ふくれっ面つらをする。


「だから好きでもない女とキスするのも仕事だって割り切れるんだよな」


「なんだよ、突とつ然ぜん」


　嫌いや味みっぽく吐き捨てる千嘉に祥は目をパチクリさせた。


　映画で演じるキスシーンの一件以来、千嘉が祥の仕事のことを引きずっていたとは思ってもいない祥は、いきなりの話題についていけない。


「俺は一いつ般ぱん人だから嫉妬するんだよ」


　さらに千嘉は僻ひがみっぽい口調でわざとらしく祥の仕事の特とく殊しゆ性を強調した。


「そんな言い方しなくてもいいじゃん。だいたい千嘉だって俺がそういう仕事してるってつきあう前から知ってただろ？」


　さすがの祥もムッとしたように反論する。


「今さらってか？」


「そーだよ」


　祥が仕事を隠かくしていたならともかく、はじめからわかっていたことで文句を言われたらたまらない。


「でもな、俺はつきあう前より今のほうがずっと祥のこと好きになってる」


　真っ直すぐな眼まな差ざしで主張する祥に、千嘉はとうとう苦しい胸の内を吐と露ろした。


　頭ではわかっているはずなのに、祥にのめり込んで自分だけのモノにしたいと思うようになってから、感情に抑よく制せいが利きかなくなった。


「今はもう、お前の唇に俺以外のヤツが触ふれるなんてスゲームカツクんだよ」


「千嘉…」


　はじめて聞く千嘉の本音に祥は驚おどろいたような声を出す。


　まさか千嘉がそんなふうに思い詰つめているなんて考えたこともなかった。


　千嘉は自分とは比べものにならないくらい経験豊富で、いつも余よ裕ゆうがあって頼たよりになる格好いい男だと思っていた。


「でも祥は平気なんだよな」


　千嘉はそっと祥の細い体に手を回して自じ嘲ちよう気味につぶやく。


「それは、仕事だから…」


　祥は咄とつ嗟さにいい答えが浮かばなくてシドロモドロになる。


　仕事でするキスはあくまで仕事で、そう割り切らなければ祥だってやってられなかった。


　でももし、千嘉と自分が反対の立場だったら、祥だって千嘉の唇に自分以外の誰だれかが触れるなんて許せないと思うかもしれない。


「やっぱ俺、キスも仕事だって割り切れちゃう相手とは本気の恋れん愛あいなんてできそうにないわ」


　黙だまり込んでしまった祥に、千嘉は静かな口調で告げる。


「千嘉は俺と別れたいのか…？」


　祥は千嘉の腕うでの中でギュッと身を固くすると震ふるえる声でそう聞いた。


「誰もそんなこと言ってないだろ。祥のことは好きだし、可愛いと思ってるよ」


　可哀かわい相そうなくらい小さくなっている祥に、千嘉は猫ねこなで声で言いながら祥の頭を優やさしく撫でてやった。


「ワケわかんねーよ…」


　祥は混乱した頭で千嘉を振り返った。


　てっきり別れ話をされると思ったのに千嘉は笑えみすら浮かべている。


　本気の恋愛はできそうもないのに別れるつもりもないなんて、祥にはそれがどういう関係なのかまったく理解できない。


「んな泣きそうな顔するなって」


　千嘉は頼りない表情で自分を見上げてくる祥の頰ほおを撫でながらそっと唇くちびるを寄せた。


「ん…」


　祥は混乱したまま千嘉の口づけを受け入れる。


　このまま流されてしまっていいのかわからないが、今はなにを言えばいいのかわからない。


　下手な言葉をかけるくらいなら、心も体も開いてすべて千嘉に捧ささげたいと思う。


「ふ…ぁ…」


　千嘉は何度も優しく祥の唇を啄ついばんでやってから強ごう引いんに舌を口内に侵しん入にゆうさせた。


　そのまま舌を絡からませるとダイレクトに祥の戸と惑まどいが伝わってくる。


「千嘉ぁ…っ」


　いつもとは違ちがうどこか余裕のない千嘉の愛あい撫ぶに、祥は不安な気持ちを振り払はらうようにギュッと目を閉じて身を任せた。








「祥ちゃん、もう昼休みだぜ」


　登校してくるなり机に突つっ伏ぷして眠り続けている祥に、亜哉は呆あきれたように声をかけた。


「ん？　ふぁ…」


　肩を揺ゆさぶられた祥はのそっと起きあがって、両手を伸のばして大きなあくびをする。


　そのダラシナイ姿はとてもファンの子に見せられたモンではない。


「よく寝ねるね、仕事忙いそがしいんだ」


「うーん、今日は仕事で寝不足ってワケでもないんだけどな」


　祥はずっと前まえ屈かがみで寝ていたせいで怠だるい首をコキコキと鳴らしながら答えた。


　たしかにここ最近仕事は忙しかったが、昨晩は明け方まで千嘉とお互たがいの体を貪むさぼり合ってたのが寝不足の原因だ。


　体力の限界まで揺さぶり続けられ、性も根も尽つき果てるようなセックスは初体験である。


　それも久しぶりに会えたからとかそんな甘い雰ふん囲い気きではなく、やり場のない感情をぶつけるような千嘉の激しさに翻ほん弄ろうされた。


　どこか冷たい口調とは裏腹に、情熱的な眼差しで快楽を求めてくる千嘉に戸惑いながらもすべてを捧げたいと思った。


「兄貴の家通ってんだろ？」


　アンニュイな表情を見せる祥に亜哉はニヤッと笑ってからかうように尋たずねる。


　少し憂うれいを帯びたような祥の顔には今までにない色気があった。それは健全なアイドルだった祥の新たな魅み力りよくになるに違いない。


「ウン」


「もうつきあいはじめて一ヶ月か、けっこう続いてるじゃん」


「千嘉ってそんなに続かないタイプなのか？」


　感心したような亜哉の言葉に祥は首を傾かしげる。


　祥としてはまだつきあいはじめたばかりという感覚なのに、それで長続きしてると言われてしまうなんて驚きだ。


「一ヶ月も続いたこと、ほとんどないと思う」


　亜哉の意見に祥は大きく頷うなずく。


「そっかぁ」


「てか、兄貴が飽あきずに続けてるのってバスケくらいだし。だから祥ちゃんのことはよっぽど気に入ってるんだろうな」


　他人に執しゆう着ちやくしたことのない兄が、祥のことは特別熱心に口説いていた。


　またすぐに飽きてしまうのではないかと心配していたが、たまの逢おう瀬せに寝かせてやらないくらい夢中になれるのなら安心だ。


　むしろなかなか会えないのが幸いしてるのかもしれないと思う。


「けど、最近よくわかんねーんだ」


　亜哉とは反対に不安を募つのらせた祥はポツリと呟つぶやいた。


「え？」


「俺とは本気の恋愛なんかできないって言われた」


　驚いたような顔をする亜哉に、祥は苦笑いを浮うかべて千嘉の言葉を再現する。


「なんだよ、それ？」


　途と端たんに亜哉の表情が険しくなった。


　自分から口説いたクセに、祥が振ふり向いた途端手のひらを返すなんて信じられない。


「亜哉さぁ、前に好きでもないヤツとキスできないってドラマの仕事断ったじゃん？」


「あぁ」


「てコトは、自分の恋こい人びとが仕事でキスなんかしたら嫌いやだよな？」


　千嘉への怒いかりを顕にする亜哉に、祥はどうして千嘉がそんなことを言いだしたのか説明してやる。


　亜哉だって千嘉の立場だったら祥と恋愛しようなんて思わないだろう。


「でも兄貴は祥ちゃんがそういう仕事してるってわかっててつきあってんだろ!?」


　たしかに亜哉自身、好きでもない相手とキスするような仕事は願い下げだが、それはあくまで価値観の問題で、祥のプロ意識は尊重できた。


　だいたい遊び人の千嘉がそんなガキっぽい価値観を振りかざすなんて思えない。


「そうなんだけど、今はムカツクって…。つきあう前より、今のほうがずっと好きになってるからって…」


　祥も亜哉と同じ疑問をぶつけたが、千嘉の言い分を聞いたらなにも反論できなくなってしまった。


「それでケンカになったとか？」


　意外な兄の本音に亜哉も強く責めることはできなくなる。


　祥のことを真しん剣けんに好きになったからこそ許せないというのなら、亜哉にもその気持ちは理解できた。しかし、それではあまりにも皮肉な展開だとしか言い様がない。


「ううん、俺もてっきり別れたいって言われると思ったんだけど…」


　祥は困こん惑わくした表情で首を振った。


　いっそケンカになって、お互いトコトン本音をぶつけ合えれば良かったのにと思う。


「本気の恋愛はできない。でも好きだしエッチもできるって、なんか遊ばれてるみたいじゃねぇ？」


「……祥ちゃん、悪いこと言わないから、そんなサイテーなヤツにはこっちから三行みくだり半はん叩たたきつけてやれ」


　不安を隠かくすように冗じよう談だんめかして話す祥が痛々しくて、亜哉は再び千嘉に対する怒りが沸ふつ々ふつとこみ上げてきた。


　祥への想おもいが強くなったのならもっと本気で自分の気持ちと向き合えばいいのに、結局千嘉は真剣に恋愛するのが重たいだけなのだ。


「どうせアイツには本気の恋愛なんてできっこないんだから」


「でも俺、今は遊びでもいつか本気で好きになってほしい」


　吐はき捨てるように言う亜哉に、祥はキリッと強い意志の宿った瞳ひとみで告げた。


「だって、はじめて俺が本気で好きになった相手だもん」


　大勢のファンの子にチヤホヤされるのが心ここ地ちよくて恋れん愛あいをおざなりにしていた祥に、本気で人を好きになる楽しさや切なさを教えてくれたのは千嘉だった。


　祥はとてもじゃないが、このままあっさり千嘉の遊び相手に成り下がるつもりはない。


　むしろ今度は祥が千嘉をその気にさせてやる番だと思う。


「祥ちゃん……」


　祥の強い想いに亜哉は心を打たれた。


　平気で祥のことを傷つけた千嘉のことを、真っ直すぐ強い感情で想ってくれるような相手は他ほかにはいないだろう。そのうえルックスも抜ばつ群ぐんで大勢の女の子を虜とりこにする魅力の持ち主で、そんな祥を手放すような真ま似ねは絶対にするべきではない。


「あのさ、兄貴ってああ見えて極度の恋愛不信なんだよ」


　全面的に祥に協力することに決めた亜哉は、千嘉がどうして深く恋愛にのめり込まないようにしてるのか話して聞かせることにした。


「恋愛不信？」


　意外な言葉に祥は首を捻ひねる。


　むしろ千嘉は恋愛に長たけているような印象があった。


「俺たちの母親って金持ちの男の愛人やってんのね。しかも相手をとっかえひっかえ」


「知ってる。それで亜哉は家を出て自立してんだよな」


　嫌そうな顔で母親のことを語る亜哉に祥は小さく頷いた。


　かなり過保護で暖かい家に育った祥には、想像もできないような苦労を千嘉と亜哉はしてるだろうし、表に出さなくても心に傷を負っているだろう。


「そう、でも実は母親に反発してる俺より、一見理解を示してる兄貴の方が恋愛不信が大きいんだよ」


　亜哉は母親のおかげで女嫌ぎらいになってしまったが、恋愛そのものには失望していないし、なによりも夢中になれる相手とも巡めぐり合えた。


　けれど千嘉は男も女も選より取りみどりで遊んでいるクセに、どこか冷めているというか、恋愛にのめり込んで自分を見失うほど夢中になることは絶対になかった。


「自分からアプローチかけて相手をオトすまではいいんだけど、振り向かれた瞬しゆん間かんから裏切られるのが怖こわくなるんだろうな。それで恋愛に本気になって溺おぼれないように、はじめから遊びだって割り切るようにしてるんじゃねーかな」


「そうなんだ…」


　亜哉の推測どおりだとすれば、祥もなんとなく千嘉の態度に合が点てんがいく。


　要するに千嘉はまだ、コンプレックスを吹ふき飛ばせるほど祥に夢中になってないということだ。


「だからって祥ちゃん傷つけていい理由にはならないじゃん？」


　生おい立ちにも原因があるとはいえ、同じ環かん境きようで育った亜哉はちゃんと恋人のことを大事にしてるし、千嘉自身の性格にも問題があるのは確実だった。


「俺、傷ついてねーよ」


　あくまで祥を庇ひ護ごする亜哉に祥はフッと笑って言いきる。


　たしかにちょっと不安な思いをさせられたりはしたが、まだまだ自分にも千嘉を振り向かせるチャンスがありそうなのが嬉うれしい。


「なんか、今の話聞いたら余計、千嘉に本気で俺のこと好きになってもらいたいって思っちゃった」


「マジで？」


　スッキリしたような顔で新たな闘とう志しを燃やす祥に亜哉は少々面めん食くらった。


「うん。だってさ、ファンの子にチヤホヤされてれば特定の恋人はいらないとか思ってた俺が千嘉と出会って恋愛に目覚めたんだもん。今度は俺が千嘉を本気にさせる番ってカンジ」


　嫌いになって別れたいと言われたならともかく、千嘉はまだ祥のことを好きなのだからもっともっと好きになってもらえばいいだけの話だ。具体的にどうすればいいのかなんてわからないけど絶対に諦あきらめたくない。


「祥ちゃんって強いな」


　呆あきれるくらい前向きな祥に亜哉は思わず笑えみを漏もらす。


「そうなんだよ。基本的に強気なの、俺」


　祥は得意気に頷うなずくと無敵のアイドルスマイルを見せた。


　キラキラと瞳を輝かがやかせる祥は可愛かわいくて格好良くて、いつまでもウダウダしてたらアッという間に千嘉のライバルは増えそうだった。


「あー、興奮したら腹減っちゃった」


　スッキリした途端に空腹が襲おそってきて、祥は腹を撫なでながらつぶやいた。


「あ、いけね。バスケ部の部室に太陽待たせてるんだった」


　そんな祥を見て亜哉も昼休みだったことを思い出す。


　昼休みはやはり学校と芸能活動の両立で忙いそがしい亜哉にとって、太陽と一いつ緒しよに過ごせる貴重なひとときなのだ。


「じゃあ祥ちゃん、なんかあったら遠えん慮りよなく俺に話せよ」


「うん、サンキュー」


　イソイソと愛いとしい恋人との逢おう瀬せに向かう亜哉を祥は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見送った。


「いいよなー。俺も絶対、亜哉たちに負けないくらいラブラブになってみせる！」








　千嘉は夢を見ていた。


　子供の頃ころの記き憶おく、派手な化け粧しようと男好きしそうな露ろ出しゆつの高い服装に身を包んで出で掛かける母を、千嘉はいつも一人玄げん関かんで見送っていた。


　見送りもせずにリビングのソファに寝ねそべっている亜哉は、ブランド物の香こう水すいのキツイ残り香がに嫌いやそうな顔をしている。


　千嘉はその甘い香かおりが嫌いではなかったが、帰ってくる頃には酒とタバコの強きよう烈れつなニオイを染しみ込ませてくる母を想うと、寂さびしいような悔くやしいような感情に駆かられた。


　そのとき、浅い眠ねむりから千嘉を叩き起こすような携けい帯たい電話の着信音が鳴り響ひびく。


「んだよ…」


　突とつ然ぜん脳のう裏りに飛び込んできた電子音に眉まゆをひそめながら、千嘉はムクリと起きあがってベッドヘッドに置いてあった携帯電話に手をのばした。


　折り畳たたみ式の携帯を開くと祥の名前が表示されている。


「もしもし？」


『オハヨー千嘉。モーニングコールだぞ』


　いかにも寝起きの不ふ機き嫌げんそうな声で電話に出た千嘉に、祥は底そこ抜ぬけに明るく語りかけた。


「はぁ？」


　唐とう突とつな言葉に千嘉は不ふ審しんそうな声を出す。


　もちろん千嘉はモーニングコールなんて頼たのんだ記憶はない。


『なかなか会えないから、ちょっとでも声聞きたくて』


　祥は少しはにかんだような口調で朝っぱらから電話しようと思った理由を話した。


『これからは毎日俺が起こしてやるよ』


「別に、自分で起きれるからいいよ」


　いじらしい祥の提案を千嘉はあっさりと拒きよ否ひする。


　母が夜の仕事をしていたため、千嘉は幼い頃から自力で起きる習慣がついている。むしろ寝起きの悪い弟を起こすのも千嘉の役目だったくらいだ。


　ふと幼い頃を思い返した千嘉は、祥の電話に起こされる直前まで見ていた夢を思い出して嫌な気分になった。


　母親と離はなれて暮らすようになって寂しいなんて思ったことは一度もないのに、どうして今さらそんな夢を見てしまったのかわからない。


『そんなつれないこと言うなよぉ』


　夢に思考を馳はせていた千嘉を祥の声が現実に引き戻もどした。


「お前の都合に振ふり回されたくないんだよ」


　なんとなく嫌な夢を見てしまった八つ当たりっぽいが、祥の気まぐれにつきあわされたくない千嘉は冷たくあしらう。


『迷めい惑わくなのか？』


「迷惑とかなんとかじゃなくて、必要ないって言ってんの」


　ショゲたような祥の声にため息をつきながら、千嘉はそれ以前の問題だと答える。


『俺には必要だよ。千嘉の声聞きたいもん』


　それでも祥は必死になって、少しでも千嘉と時間を共有したいと訴うつたえた。


「はぁ…」


　懸けん命めいな祥に千嘉は間の抜けた相あい槌づちを打った。


　祥を不安にさせるようなことを言ったのは千嘉だし気持ちはわからなくないが、結局祥の主張は一方的な自分の都合でしかない。


『なんとか言ってくれよ』


　黙だまりこくっている千嘉に祥は泣きそうな声で促うながした。


「そんなに俺のことが好き？」


『大好き』


　ボソッとつぶやくような千嘉の問いかけに祥は即そく答とうする。


「全国にいるファンの子とどっちが好き？」


　千嘉は自分でもくだらないことを聞いていると思いながらも、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮うかべて尋たずねた。


『そりゃ千嘉だよ』


　ファンの子あってのアイドル稼か業ぎようだし大切な存在だが、千嘉とどっちが好きかなんて比べるまでもない。


「だったらアイドルなんてやめちゃえよ」


『え？』


「そしたら祥と本気で恋れん愛あいしてみてもいい」


　驚おどろいたような声を出す祥に、千嘉は残ざん酷こくな気分になりながら甘い声で囁ささやいた。


　もちろん千嘉も祥がどれだけ仕事を大切にしているかわかっている。


『でも、それは…』


　試ためすような千嘉の言葉に祥は動どう揺ようを隠かくせない。


「それが無理なら、男の恋こい人びとがいるってファンにカミングアウトしてみろよ」


　さらに千嘉は祥に究極の選せん択たくを突つきつけた。


『そんな…』


　祥は思わず言葉を失ってしまう。


　自らアイドルをやめるなんて考えられないけど、男の恋人がいるなんて公表したらアイドルとして致ち命めい傷しようになりかねない。


「できっこないよな」


　自分でも理り不ふ尽じんだと思いながら、千嘉は嫌味な口調で祥を追いつめていく。


『待ってよ！　そ、そんなのすぐには決めらんないよ…』


　ここでできないなんて言ったら千嘉を失ってしまうような気がして、祥は咄とつ嗟さに答えを保留した。


「まぁ、どうするかは祥の自由だしな」


　千嘉はあくまで選択権は祥にあることを強調する。


『もし…、俺がカミングアウトできたら、俺と本気で恋愛してくれる…？』


「あぁ」


　躊躇ためらいがちに確かく認にんしてくる祥に、千嘉は短く相槌を打ってやる。


『わかった…』


　すると祥は覚かく悟ごを決めたような返事をして電話を切った。


「どうせできっこないっての…」


　千嘉は携帯を握にぎりしめたまま目を閉じて、どこかで期待している気持ちに蓋ふたをするようにつぶやいた。








　千嘉に究極の選択を突きつけられて以来、祥は悩なやみ続けていた。


　選択肢しは三つある。アイドルをやめるか男の恋人がいると世間に公表するか、もしくは千嘉とキッパリ別れるか。


　もちろんアイドルをやめるつもりも千嘉と別れるつもりもない祥には、男の恋人がいるとカミングアウトする以外の選択はないに等しかった。


　ただ他ほかに方法がないとはいえ、現げん役えきバリバリのトップアイドルが、男の恋人がいることを世間に公表するなんて容易なことではない。


　単に人気が落ちるとかいう問題ではなく、アイドルのイメージが崩くずれてＣＭやＴＶのレギュラーを下ろされるかもしれないし、そうなったらここまで育ててくれた社長やマネージャーをはじめ事務所のスタッフを裏切ることになりかねないだろう。


　祥自身は千嘉のためならどうなっても構わないが、今まで自分の力になってくれた人たちを裏切るような真ま似ねはしたくなかった。


　ない頭で一生懸命考えても、千嘉を納なつ得とくさせることができて尚なおかつ社長たちにも迷惑をかけない方法がみつからない。


「祥くん、出番だよ！」


　眉み間けんにシワを寄せてああでもないこうでもないと考えている祥に、マネージャーの平野が慌あわてたように声をかけてきた。


「ふぇっ？」


　途と端たんに我に返った祥は、ピリピリした楽屋の雰ふん囲い気きに目をパチクリさせる。


　今日は新曲のプロモーションとして、渋谷のスペイン坂スタジオでラジオの公開生放送に出演することになっていた。


「生放送なのに、ボーッとしてるんじゃない」


　ワイドショーのカメラも入る大切なプロモーション活動に駆かけつけた社長の英も、呆あきれたように言いながら祥の頭を小突く。


　スタジオの外には、ガラス越ごしでもいいから祥を一目見たいというファンで大行列になっているのに、当の本人が心ここにあらずといったカンジなのはいただけない。


「わかってるよ」


　祥は焦あせったように答えると、気を引き締しめるために両手で頰ほおをパンッと叩たたいた。


　とにかく仕事中は余計なことは考えていられない。祥は自分にそういい聞かせてガラス張りになったＤＪブースに入っていった。


　祥が姿を現した途端、スタジオの外に割れるような悲鳴が響ひびく。


　防音ガラスのおかげで喧けん噪そうは聞こえないが、頰を赤らめて手を振ふっている少女たちに祥はニコッと愛想良く微ほほ笑えみかけた。


「今日のゲストは、もう国民的スターと言ってもいいでしょうね」


　そんな様子に苦笑いを漏もらしながら男性ＤＪが女性ＤＪに話を振る。


「そうですよ。来年公開される映画『ファイナルドラゴン』の主演も決まった、今ノリにノッてるアイドル、葉山祥くんです！」


　女性ＤＪは少し浮かれたような声でリスナーに祥を紹しよう介かいした。


「こんにちは、はじめまして。よろしくお願いします」


「こちらこそヨロシク」


「祥くん礼れい儀ぎ正しいですねー」


　深々と頭を下げてから着席した祥に女性ＤＪは感心したような声を出す。


「フツーですよ」


　祥は小さく首を振って謙けん遜そんする。


　社長の英が礼儀にうるさいこともあるが、厳しい祖父と同居している祥にとって挨あい拶さつは当たり前の常識に過ぎない。


「いやいや。スタッフにも気を遣つかってくれて、イイコだって大評判ですよ」


　そんな祥を男性ＤＪも手放しで誉ほめた。


「ホント、格好良くて可愛かわいくて、ファンの方たちが夢中になる気持ちわかりますね」


「ありがとうございます」


　祥は照れくさそうに笑いながら、ＤＪとスタジオの外にいるファンにペコッと頭を下げる。


「知ってます？　今日どれくらいファンの方たちが集まってくれたか」


「わからないです。でも大勢来てくれて嬉うれしいですね」


　いかにも煽あおるような口調の女性ＤＪに、祥は困ったように首を傾かしげた。


　目の前に見えるのは黒山の人だかりだけで、祥にはどれくらいの行列なのか見当もつかない。


「なんと、八千人！　もう、渋谷駅まで行列ができちゃう勢いですからね」


　男性ＤＪは大おお袈げ裟さな口調で祥の人気ぶりをアピールした。


　もちろんそれは事実であり、ワイドショーのカメラは明日の放送のために記録的な行列をバッチリ撮さつ影えいしていた。


「すごいッスねー！」


「自分のことなのに、感心してどうするんですか」


　他人ひと事ごとのように感心した声を出す祥に、女性ＤＪがおかしそうにツッコむ。


　コンサート会場のように一目で客席が見み渡わたせる施し設せつならともかく、八千人もの行列がどれだけ圧巻なのか祥にはピンとこなかった。


「徹てつ夜やはダメだっていうのに、昨夜ゆうべから並んでる人もいっぱいいたらしいよ」


　男性ＤＪの話を聞きながら、ベルトコンベアーに乗せられてるようにガラスの向こうを通り過ぎていくファンの子たちに手を振っていると、間近で祥を見られた感激のあまり泣き崩れてしまう少女がいた。


「わぁ」


　後ろがつかえて困るのか、強ごう引いんに泣いている少女を退ける警備員に祥は啞あ然ぜんとしたような声を出す。


「今ね、リスナーの方には見えてないですけど、ガラス越しに会えただけで感激して泣き出しちゃう方続出ですよ」


　間の抜ぬけた声を出す祥をフォローするように、女性ＤＪはスタジオの外のパニックぶりをリスナーに説明した。


　祥としてもこれだけ感激してもらえればアイドル冥みよう利りに尽つきるというモノだ。


　次々とスタジオの前を通り過ぎていく行列に、次し第だいに祥もアイドルの本能を刺し激げきされてテンションがあがっていく。


「ところで、映画のほうはもう撮影に入ってるの？」


　天性のアイドルっぷりを遺い憾かんなく発揮する祥に感心しながら、男性ＤＪは話題の映画に話を振った。


「や、まだです。台本は読ませていただいてるんですけど、メチャクチャ面おも白しろいですよ！」


　祥はそう言って自信ありげにニッと笑う。


　なにしろ普ふ段だんは読書なんてほとんどしない祥が、夢中になって読みふけってしまうくらいの台本だったのだ。さすが世界中で大ヒットするだけのゲームだと頷うなずけた。


　まだ撮影もはじまってないのに話題になっていることからも、ファイナルドラゴン映画化への関心が窺うかがえる。


「楽しみだなー」


「ハイ、楽しみにしててください！」


　自身もファイナルドラゴンシリーズの大ファンだという男性ＤＪは、祥に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けた。


　人気ゲームの映画化に賛否両論の声はあるが、今の日本の芸能界で主人公の少年に相応ふさわしい若手は葉山祥しかいないと思う。


　間近で見ると小こ柄がらな少年なのに、その存在感とオーラは他のアイドルを圧あつ倒とうしている。


「それじゃあ、映画の公開を待ちきれないファンの方のために、ファイナルドラゴンにちなんだ問題も含ふくめて、イエスノーで答えてもらいましょう！」


　映画の話題が出たところで、女性ＤＪが番組の恒こう例れい企き画かくでもある質問コーナーを開始した。


「ファイナルドラゴンの主人公に抜ばつ擢てきされて嬉しい？」


「イエス」


「まぁ、これは当然っていえば当然ですね」


　コクンと頷きながら答えた祥に、女性ＤＪはクスッと笑って相あい槌づちを打つ。


「嬉しくないはずがない」


　祥も冗じよう談だんめかしたように言いながら極ごく上じようの笑え顔がおを見せた。


　母性本能をくすぐるイタズラっぽい笑顔にスタジオの外では黄色い悲鳴があがった。


「それじゃあ映画がヒットすれば、ハリウッド進出も夢じゃないと思ってる」


「ノーノー」


　続いての質問に祥は驚おどろいたように勢いよく首をブンブンと振った。


「謙けん虚きよですね」


　完全否定する祥に男性ＤＪは感心したような声を出す。


「いやぁ、まずは日本でキッチリお仕事してこうかなと」


　祥は苦笑いを浮うかべながら答えた。


　たしかに今回の映画は日米合作でチャンスといえばチャンスだが、撮影前から浮かれて大口を叩くほど祥はバカではない。まずは撮影でベストを尽くすのが先決だ。


「聞きました？　日本のファンのみなさん、よかったですね」


　女性ＤＪはガラスにへばりつくように祥に手を振っている少女たちに問いかけてやる。


「金きん髪ぱつのカワイコちゃんとの共演が楽しみだ」


「あはは、イエス」


　グッと砕くだけた質問に祥は笑いながら返事をした。


「金髪好き？」


「いや、特にそういうわけじゃ。でも可愛い子と共演できて嫌いやな男はいないでしょ」


「そりゃそうだ」


　祥の答えに男性ＤＪも納なつ得とくしたように頷く。


　元々ゲイというわけでもない祥は、男の恋こい人びとができた今でも女の子が嫌きらいではないし、可愛い子を見れば可愛いと思う。


「冒ぼう険けんの旅にでてみたい？」


「イエス。モンスターと戦うような旅じゃなくて、砂さ漠ばくとかジャングルとか、大自然に触ふれてみたいなぁって」


　思わず夢を語ったが、仕事と学業の両立で忙いそがしい祥にはプライベートで旅行なんて夢のまた夢だった。


「今は忙しくて、なかなか旅する時間もないでしょ？」


　そんな祥のじ状よう況きようを察した男性ＤＪが同情したように尋たずねる。


「ないですね。プロモとか写真集の撮影とか、仕事絡がらみで海外連れてってもらうくらい」


　祥は不満そうに口を尖とがらせてぼやいた。


　仕事で海外に行ってもホンの少しのオフタイムに買い物をするくらいで、マトモに観光してる時間はないに等しかった。


「じゃあ次の質問。ズバリ運命の相手はいると思う」


「イエス」


「おぉ、実はすでにその相手と出会っている」


「イ…や、ノー」


　調子に乗って答えていたせいで思わず口が滑すべった祥は、慌あわててブンブンと首を振ふりながら言い直す。


「ありゃ、アヤシイなぁ」


　らしくない慌てっぷりに男性ＤＪがニヤニヤしながら目を細めた。


「ちゃ、マジで口が滑っただけだって！」


　本当にただ口が滑っただけなのだが、思わず千嘉のことが頭をよぎった祥はムキになって言い訳をしてしまう。


「ムキになって否定するところがますますアヤシイですね～」


「祥くんも高校一年生だよね？　ぶっちゃけ好きな人くらいいるでしょ？」


　二人のＤＪに詰つめ寄られて祥の頭は混乱してくる。


「オ…レは……」


　はっきり千嘉の顔が脳のう裏りに浮かんでいるのに、いないと答えるのには躊躇ためらいがあった。


　むしろカミングアウトする良いチャンスなのではないかと思ってしまう。


　今なら生放送だし、事務所の手が入る前に全国に祥の性せい癖へきが広まるだろう。


　けれど自分に一目会うために朝から長ちよう蛇だの列を作ってくれたファンの子を目の前にして、平気で千嘉のことを語るのは良心が咎とがめた。


「そんなに沈ちん黙もくされると放送事故になっちゃうって」


　躊躇ったまま口ごもっている祥に、男性ＤＪが焦あせったように声をかける。


「もー、あんまりイジメちゃ可哀かわい相そうですよ。祥くんは照れ屋さんなんですよね」


　場の雰ふん囲い気きを取り繕つくろうように、女性ＤＪもシャイな祥が言葉に詰まっただけだと強調した。


　とてもカミングアウトできる雰囲気ではなくなってしまったが、祥はまだ自分の失態を上手うまく誤ご魔ま化かせる状態ではない。


「じゃあここで曲紹しよう介かいいきましょうか。今度の水曜日に発売される、葉山祥くんの新曲です」


　機転をきかせた男性ＤＪは少し間をおこうと曲紹介を促うながした。


「あ、と、『ＷＩＮＴＥＲ　ＢＬＵＥ』です。聞いてください」


　祥はなんとか新曲のタイトルを口にして、気が抜ぬけたように小さくため息を漏もらした。


　ファンの前でプロに徹てつしきれなかった自分に腹が立って仕方ない。


　それでも曲が流れている間に気持ちを落ち着けた祥は、なにごともなかったかのようにその後の生放送をこなした。


　しかし心の中は、千嘉への切ない想おもいでいっぱいになっていた。








「祥くん、どうしちゃったの？」


　生放送を終えて楽屋に戻もどってきた祥に、マネージャーが心配そうな顔をして問いかけてくる。


　これまで感心するくらいプロに徹してきた祥が、ファンを目の前にした生放送の最中に集中力を失うなんてはじめてのことだった。


「まったく、ヒヤヒヤさせるんじゃない」


「ゴメンナサイ…」


　英にまで呆あきれたような声で言われて、祥はシューンと下を向いて謝った。


「プライベートでなにがあったかは詮せん索さくしないが、仕事に引きずるようじゃプロ失格だぞ」


　あきらかに普ふ段だんと様子が違ちがう祥を戒いましめるように英は厳しく言い放つ。


　英に言われるまでもなく、祥は自分の失敗を悔くいていた。


　後先考えずに千嘉のことをカミングアウトしてしまったのならともかく、中ちゆう途と半はん端ぱな態度をとって周りに迷めい惑わくをかけるなんて一番質たちが悪いと思う。


「ねぇ社長、もし俺に男の恋人がいるって公表したらどうなると思う？」


「バカなこと考えるんじゃない」


　思い詰めたような表情で聞いてくる祥に、英は話にならないとばかりに言い捨てた。


「だって…」


　たとえ祥がどんな性癖を持っていようとも、歌も芝しば居いも実力が本物ならついてきてくれるファンはいるはずだ。


　アイドルとして誉ほめられた行こう為いではないかもしれないが、自分を偽いつわってファンに媚こびるようなことはしたくない。


「いいか、主演映画も決まって、祥にとっては今が一番大切なときなんだ。プロなら仕事とプライベートはキッチリ分けて考えろよ」


　思い詰めたような顔をする祥の肩かたに手を置いて、英は真しん摯しな声で言い聞かせた。


「でも俺は千嘉が好きなのに、平気な顔して『好きな人はいません』とかウソつけないよ」


「青あお臭くさいこと言うなよ」


　納なつ得とくいかないというように口を尖らせる祥に英は眉まゆをひそめて舌打ちをする。


　祥の訴うつたえは正論かもしれないが、ファンが求めるイメージを裏切らずにアイドルに徹するのがプロであり、競争が厳しい世界で生き残っていくための戦略なのだ。


　少なくとも祥はこれまで英のプロデュースどおり少女たちに夢を与あたえてきた。


「人を好きになる気持ちは尊いし恋れん愛あいするなとは言わない。でもな、祥がアイドルとして今まで築いてきたモノをダメにするような相手なら、マイナスにしかならないしスッパリ別れたほうがいい」


「そんな…」


　これまで千嘉との交際を反対しなかった英の言葉に祥は少なからずショックを受ける。


　祥はプロデューサーとしての英に絶対の信しん頼らいをおいてるし、自分一人では厳しい芸能界で成功することはできなかったと思っている。


「いいか、恋愛に溺おぼれて周りが見えなくなったらオシマイだぞ」


　ますます思い詰める祥に英は冷静になって考えるように促す。


「俺、溺れてるのかな…？」


　祥はフッと目を伏ふせて自じ嘲ちよう気味につぶやいた。


「千嘉くんさえいれば仕事なんてどうでもいいか？」


「そんなことない！　歌も芝居も好きだし、やめたくないよ！」


　静かな口調で問いかけられて、祥は弾はじかれたように顔を上げると熱い口調で言いきった。


　そんな祥の言葉に英は満足げに頷うなずきながらクシャッと頭を撫なでてやる。


「でも、同じくらい千嘉が好きだ…」


　大好きな仕事と千嘉への想いの狭はざ間まで揺ゆれ動く感情に、祥は胸が苦しくなった。


　こんなに苦しいのに千嘉のことが好きで諦あきらめたくないなんて、人を好きになる気持ちは複雑で難しいと思う。


「俺は仕事にさえ影えい響きようでなければ、祥がどんな恋愛しようと口出すつもりはねーよ」


「うん…」


　暗にきちんと仕事との一線を引くように言い聞かせる英に祥は小さく頷く。


　とはいえ簡単に割り切ることのできない祥は、次の仕事の現場でも千嘉のことを考えてボーッとした表情をしていた。


　そんな祥を見て英はここが正念場だと覚かく悟ごする。


　健全なアイドルだった祥が辛つらい恋愛を経験することで、上手くいけば歌も芝居も表現力がアップして深みが出るかもしれない。


　しかし一歩間違えば自分の感情に溺れてあっけなく堕だ落らくしてしまいかねない。


　英にはどうすることもできないが、祥を発はつ掘くつして売り出した張本人として最後まで見守ってやろうと決めた。








　次の日のスポーツ新聞の芸能欄らんには、「渋谷パニック！」という見出しと共に祥がゲスト出演した生ラジオ番組の収録を見に、大勢のファンが駆かけつけたことが大きく掲けい載さいされていた。


　しかも恋愛トークで口くち籠ごもったことから、とうとう祥に本命の恋こい人びとが現れたのではないかという憶おく測そくまで記事にされている。


「はぁ、最悪…」


　昼休みだというのに弁当も食べずに屋上の柵さくにもたれながら新聞を見ていた祥は、まったく外れてもいない記事を読んで大きなため息をついた。


　立入禁止の屋上は人がいないので、人目につきやすい芸能科の生徒が息抜きをするのには最適な場所だった。


「こんな失敗するなんて祥ちゃんらしくねーじゃん」


　心配して祥についてきた亜哉も新聞を覗のぞき込みながら口を挟はさむ。


「あんまりにもタイムリーな話題でさ、言葉に詰つまっちゃったんだよな」


　普段なら絶対にしないミスなのに、自分がどれだけ千嘉との問題に気を取られていたのか思い知らされた。


　だからといって仕事に支障をきたしていい理由にはならない。


「でも決定的なコトを喋しやべっちゃったワケじゃないんだろ？」


　亜哉は落ち込む祥を慰なぐさめるように、憶測に過ぎない記事を指さした。


「そりゃそうだけど…」


　今回の件でスキャンダルのニオイを嗅かぎつけた記者たちが、これからしつこく祥のプライベートを探さぐってくるかもしれない。


　もちろん千嘉との関係が簡単にバレるとは思えないが、マスコミから漏れるくらいなら自分の口で世間に公表したかった。


　ただカミングアウトするならするで、それなりに筋を通す必要がある。


　昨日のラジオのように編集できない生放送なのを利用して、勝手にカミングアウトするような真ま似ねは最悪だ。


　そんなゲリラ的な方法ではなくて、社長にもファンの子にも納得してもらえなければ意味がない。


「あーもう、どうすれば俺の恋人は男ですって潔いさぎよくカミングアウトできんだろっ」


「やめとけって」


　真しん剣けんに頭を抱かかえる祥に亜哉は苦笑いしながら首を振ふった。


「だってさ、外国のミュージシャンでゲイって公表してる人いるじゃん」


「でも祥ちゃんはアイドルだからな。女の子に夢売ってなんぼだろ？」


「わかってるよー」


　冷静に諭さとされて祥は口を尖とがらせる。


　けれど千嘉に本気になってもらうためには他ほかに方法がないのだ。


「あー、いっそこの屋上から告白しちゃいたい！　千嘉が好きだーって叫さけんでやる！」


　祥はヤケクソ気味に言うと屋上の柵から身を乗り出した。


「叫んでみろよ」


　そこに少し小こ馬ば鹿かにしたような声が聞こえて祥はバッと振り返った。


「千嘉ッ!?」


　どうせできっこないという表情で口元に笑えみを浮うかべている千嘉の姿に、祥の心臓がドクンッと大きく跳はね上がる。


「兄貴…」


「亜哉、太陽が部室で待ってるってさ」


　なにか言いたげな表情で自分を睨にらむ弟を、千嘉は太陽をダシにして追い出すことにした。


　亜哉はいつも昼休みには部室で太陽とランチする約束をしてあるが、今日は部活の予算委員会に出席しなければならないと太陽本人から聞いている。


「わかった…」


　あきらかにウソだとわかっていながらも亜哉は小さく頷いた。


　少なくとも千嘉は祥に言いたいことがあるようだし、本音をぶつけるには自分がいないほうがいいような気がした。


　だいたい普ふ通つうに二人だけで話がしたいから席を外せと言えばいいのに、わざわざ太陽の名前を出すなんて、らしくないというか千嘉にも余よ裕ゆうがないんじゃないかと思う。


「祥ちゃん、とにかくもう一回兄貴とちゃんと話してみなよ。それで理り不ふ尽じんなこと言うようだったら、こっちから振っちゃえ」


　亜哉は祥にコソッと耳打ちしてから屋上をあとにした。


　二人きりになった祥は、千嘉がどういうつもりなのかわからなくて不安を滲にじませる。


「昨日のラジオ聞いたぜ」


　千嘉は腰こしを屈かがめて自分よりだいぶ背の低い祥の顔を覗き込みながら唐とう突とつにそう言った。


「え？」


　思わず祥はギクッとしたような表情を見せた。


　千嘉にしてみたらせっかくのチャンスにカミングアウトしないなんて、祥は自分とつきあうよりアイドルでいることを選んだのだと誤解されかねない。


「こんな記事にされて、だらしねーな」


「それは、千嘉がカミングアウトできたらって言ったから…」


　祥の手から新聞を取り上げて嫌いや味みっぽく笑う千嘉に、祥はあくまでカミングアウトするつもりがなかったワケではないと主張するように言い返した。


「でも結局しなかったじゃん」


　そんな祥の言い訳を一いつ蹴しゆうするように千嘉は冷たく言い放つ。


　普段は滅めつ多たにラジオなんか聞かないクセに、千嘉はなんとなく祥の出演する番組はチェックするようになっていた。


　昨日も午前中に部活で汗あせを流したあと太陽たちとお昼を食べて、帰ってきてすぐにシャワーを浴びてからラジオの周波数を合わせたのだ。


　ベッドに座って壁かべにもたれながらバスケットボールを手で弄もてあそんでいると、自分だけのモノではない「アイドル葉山祥」の声が聞こえてきた。


　祥の姿を一目見るために行列をつくった少女たちにも、自分と同じように祥の声を聞くためにラジオの前にいる全国の少女たちにも、祥は熱ねつ狂きよう的に愛されているのだと思った。


　そんなときにあのハプニング。一いつ瞬しゆんでもアイドルとしての自覚を忘れて自分のことを想おもっただろう祥に狂くるおしい愛情を感じるのと同時に、必死に場を取り繕つくろおうとする祥に激しい憤いきどおりを感じた。


　両極きよ端くたんな感情に翻ほん弄ろうされるのは千嘉にとって耐たえ難がたい苦痛だった。


「だって俺、仕事も辞やめたくないし千嘉とも別れたくないんだもん」


　千嘉から不ふ穏おんな空気を感じ取りながらも、祥は正直に自分の想いを口にする。


「それでアイドル業も俺との関係も中ちゆう途と半はん端ぱにして、今の祥にははじめて会ったときみたいな魅み力りよくが感じられねーな」


「それって、俺と別れたいってコト…？」


　祥は千嘉の厳しい言葉に動どう揺ようしながら震ふるえる声で尋たずねた。


「別れたいなんて言ってねーだろ。でもこのまま続けててもしょーがねーじゃん」


　痛々しい祥から目を逸そらして、千嘉はめんどくさそうにつぶやいた。


　いっそのこと祥のほうから愛想を尽つかしてくれれば楽なのにと思う。


「千嘉はそれでいいのかよ!?　俺なんかしょうがない程度で別れられる存在なのか!?」


　いいかげんな態度にカチンときた祥は弾はじかれたように反論した。


　千嘉の言葉が本気だなんて思いたくなくて、悔くやし涙なみだが浮かんでくる。


「イヤなんだよ！　こんなふうにドロドロした感情ぶつけ合って傷つくの！　バカバカしくてしょーがねーんだよ！」


　激しく感情をぶつけてくる祥につられるように千嘉も激げつ昂こうして叫んだ。


　本当はみっともなく感情をさらけだすなんて嫌なのに、自分でもコントロールできないくらいヒートアップしていた。


「千嘉……」


　ようやく感情をさらけだした千嘉に祥は驚おどろいたように目を見開く。


　それは恋れん愛あいの上辺の部分だけを楽しもうとしていた千嘉が、はじめて祥にぶつけてくれた醜みにくい感情だった。


　本気で人を好きになったら楽しいことばかりじゃない。相手の醜い部分も弱い部分も全部ひっくるめて好きになって受け止めなければ、本気の恋愛など出来はしないのだ。


「…どっちも中途半端にしなきゃいいんだよな？」


　祥は覚かく悟ごを決めたような眼まな差ざしで千嘉を見つめながらつぶやいた。


「俺は好きではじめた歌やダンスをやめるつもりはないし、映画の主役の座だって誰だれにも渡わたしたくない。千嘉のことだってもっといっぱい好きになる」


「なに言ってんだよ？」


　改めて自分の主張を口にする祥を、千嘉は眉み間けんにシワを寄せて見み据すえる。


「もう決めた！　千嘉がそれで納なつ得とくできるって言うなら、全校生徒に聞こえるような声で叫んでやる！」


　祥はそう言って屋上の柵さくに手をかけると大きく息を吸い込んだ。


　もしここで千嘉の本気を手に入れられなかったら、二度と振ふり向いてもらえることはないだろう。


　恋愛と仕事どっちが大事かなんて比べられないし、比べる気もないが、今自分にできることをしないで後こう悔かいするのだけは嫌だった。


　社長には叱しかられるかもしれないけど、仕事も恋愛も中途半端にしたくないと真剣に訴うつたえればわかってくれるような気がした。大体たった一人の大切な人も本気にできないような男が、アイドルとして多くの少女たちを虜とりこになんかできるワケがない。


　それにもし千嘉との関係が公おおやけになってアイドルとしての人気が失しつ墜ついしても、また這はい上がってくればいいだけの話だ。


「俺はーッ！　千嘉のことがーッ！」


　迷いがなくなった祥はよく響ひびく腹式呼吸の発声で空に向かって叫んだ。


「やめろって！」


　思いがけない行動に出た祥を、千嘉は慌あわてて後ろから手をまわして口を塞ふさぐ。


「だっ…むぐぅ！　うぅ！」


「なに考えてんだよ！」


　なおも腕うでを振りほどいて叫さけぼうとする祥を、千嘉は苛いらついたように怒ど鳴なりつけた。


「人がせっかく決心して告白しようとしてんのに、なんで止めるんだよ!?」


　千嘉の腕を振りほどいた祥はムッとしたように問いつめる。


　自分から挑ちよう発はつしたクセにイザとなったら制止するなんて千嘉はスゴク理不尽だ。


「後先考えないで叫んだりして、仕事に支障がでたらどうすんだよ！」


　仕事にプロ意識を持ってる祥がやるはずないと思ったからこその挑発であって、千嘉は本気で祥にカミングアウトさせたいと思っていたわけではなかった。


「それで仕事がなくなっても俺は後悔しないよ！」


　しかし祥は完全に開き直っていた。


　男の恋こい人びとがいるなんてショッキングかもしれないけど、決して恥はずべきことではない。


　もちろん偏へん見けんはあるだろうし、色んな人に迷めい惑わくをかけるかもしれないけど、祥はそれを挽ばん回かいできるように最大限の努力はするつもりだった。


　それでも認めてもらえないなら、はじめから祥の実力はその程度だったというコトだ。


「千嘉を失うことに比べたら、ホモのレッテルくらいどってことないもんね！」


「なっ…」


　不敵な笑えみを浮うかべる祥に千嘉は絶句する。


　自信に満ちた表情を浮かべる祥は、まさしく千嘉が強く惹ひかれた祥そのものだった。


「千嘉が好きだ――ッ!!」


　大声で嬉うれしそうに告白する祥の姿に、千嘉の胸が早はや鐘がねのように高鳴った。


　抑おさえよう、閉じこめようとしていた想いが溢あふれだして、甘く切ない感情でいっぱいになってしまう。


「うわ、めっちゃ響いた」


　祥は満足げに振り返って千嘉に微ほほ笑えみかけた。


「これで俺のこと信じてくれる？」


「信じらんねぇ…」


　照れくさそうに首を傾かしげる祥に、千嘉は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


「だったら今度の生放送の歌番組で叫んでやろうか？　全国ネットで広まれば千嘉だって信じるしかないだろ？」


　全然嬉しそうじゃない千嘉に不満を覚えた祥は、調子に乗ってさらなる大だい胆たんな計画を持ちかける。


　きっとパニックになるだろうし、おかしなレッテルを貼はられるかもしれないが、それで千嘉と両想いになれるなら耐えられる自信があった。


「やめろよ、バカ。俺が信じらんねぇつったのは、こんなバカなこと本気でやるなんて思ってなかったからだよ」


　信じられないの意味をはき違ちがえる祥に、千嘉は脱だつ力りよくしたような口調で説明してやる。


「そんなにバカバカ言わなくてもいいじゃん。俺はただ、千嘉に信じてもらいたい一心なのにさ」


　一生懸けん命めい考えた末の行動を否定されて、祥は納得いかなそうに口を尖とがらせた。


「だからって…」


「コラ、お前らなに騒さわいでんだ？　屋上は立入禁止だぞ？」


　千嘉が口を開いたとき、屋上の扉とびらが開いてジャージ姿の体育教師が乗り込んできた。


「あ、すいませ～ん」


　祥は強こわ面もての体育教師に首を竦すくめてペコッと謝る。


　二人してスゴスゴと体育教師の横をすり抜ぬけて屋上をあとにすると、千嘉が突とつ然ぜん祥の腕をグイッと摑つかんだ。


「なに？」


「コッチ来いよ」


　驚いた表情を見せる祥の腕を強ごう引いんに引っ張って、千嘉はバスケ部の部室に向かった。








　無言のままの千嘉に手を引かれて部室に押し込まれた祥は、誰もいない薄うす暗ぐらい室内に視線を泳がせた。


　整然とロッカーが並んでいる室内は一年生が掃そう除じをしているので汚きたなくはないが、ボールと汗あせのニオイが染しみついている。


　仕事が忙いそがしくて部活動をしたことがない祥にはなにもかもが新しん鮮せんでソワソワしてしまう。


「そういえば、部室って亜哉と太陽先せん輩ぱいがいるんじゃなかったの？」


「あれは、亜哉を屋上から追い出すウソ。太陽は今日、予算委員会で会議室にいるっての」


　ふと思い出した疑問をぶつけると、千嘉は肩を竦めてぶっきらぼうに答えた。


「マジで？」


　祥は千嘉がすぐにバレるウソをついていたことに驚いて目をパチクリさせた。


　千嘉は少し複雑そうな表情を浮かべているが、先ほどまでの尖ってギスギスした空気はなくなっている。


　ホッとしたのもつかの間、思い詰つめたような表情のまま口を開こうとしない千嘉に、祥はどんどん不安が大きくなってきてしまう。


「えっと…」


　沈ちん黙もくに耐たえられなくなった祥は躊躇ためらいがちに口を開いた。


「俺のこと、本気で考えてくれる？」


　オズオズと尋たずねてくる祥に、千嘉はたまらない気持ちになった。


　屋上にいたときは自信満々に大声で叫んでいたくせに、少し頼たよりなげな表情で見上げてくる祥はいじらしくて可愛かわいくて、ギュッと抱だきしめてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。


　ずっと恋れん愛あいにのめり込むのが嫌いやだった。大切な人を失って傷つくのが怖こわかった。


　誰だれか一人に縛しばられたくないと思っていたくせに、祥が自分一人のモノにならないことに腹をたてていた。


　けれど祥は仕事へのリスクを承知で千嘉への想おもいを告げてくれた。


　矛む盾じゆんを抱かかえて臆おく病びようになっていた千嘉に、祥は当たり前みたいに勇気を与あたえてくれる。


　そんな祥に応こたえたいと思う。いや、本当は千嘉だってはじめから祥を手放したくなんかなかったのだ。


「俺、自分がこんなに嫉しつ妬と深いなんて知らなかった…」


「え？」


　静かに口を開いた千嘉に、祥はキョトンとしたような表情を浮かべる。


「恋愛なんかにのめり込んで、自分がコントロールできなくなるなんてバカバカしいと思ってた。実際祥に会うまでは、適当に遊んでたし誰か一人に縛られるなんて考えられなかった」


　千嘉は誰にも話したことのない、自分の中に潜ひそんでいたどす黒い感情をさらけだした。


　そうやって殻からに閉じこもって、千嘉は自分の身を守ってきたのだ。


「それなのに…」


「なんだよ、焦じらさないで聞かせてくれよ」


　期待で胸を高鳴らせた祥は、言葉に詰まる千嘉をドキドキしながら促うながす。


「祥がファンの子にチヤホヤされてるの見て、スゲー嫌な気分になった。メチャクチャ嫉妬した。俺だけのモンにしたいと思った」


　嫉妬を剝むきだしにするなんて千嘉にはありえないことだった。


　いつもはそこまでのめり込む前に別れがやってきていた。


「俺は千嘉のモノだよ！」


「でもお前は仕事だからって女の子に愛あい嬌きよう振ふりまくし、お芝しば居いならキスもできるじゃん」


　即そく答とうした祥に、千嘉は正直に面おも白しろくないと思っていることを話す。


「だって本当に仕事のキスと千嘉とするキスは全然別物だもん。それを教えてくれたのは千嘉じゃんか」


　理り不ふ尽じんな千嘉に祥は反論する。


　もちろん千嘉もそのことは百も承知だった。


「頭ではわかってても、胸が苦しいんだよ」


　理り屈くつではわかっていても感情がついていかない。


　生まれてはじめての複雑な感情に千嘉は胸が締しめつけられそうだった。しかも祥のことを好きになればなるほど、どんどん苦しくなっていくのだ。


「こんな気持ちはじめてで、どうにかなっちまいそうだった。これ以上祥にのめり込む前に遊びだって割り切らなくちゃって、冷たい態度とればとるほど頭の中が祥でいっぱいになった」


「千嘉……」


　伏ふし目がちな切ない表情を浮かべて白状する千嘉に祥はジーンと胸が熱くなる。


　祥だって冷たくされて寂さびしかったし不安だったけど、千嘉のことを諦あきらめなくて本当によかったと思った。


「でも恋愛なんかにのめり込んで、裏切られて傷つくのは真っ平なんだよ」


「千嘉は傷つかないよ。だって俺、絶対に裏切らないもん」


　まだ心の奥に不安を抱えている千嘉の目を真っ直すぐ見て、祥はキッパリと言い切った。


「なんでそんなこと言い切れるんだよ？」


　まったく迷いのない祥に千嘉は逆に不安になる。


「そんなの、千嘉が好きだからに決まってるじゃん」


　なんでと言われても他ほかに理由なんかない。


　祥にとって千嘉は、はじめて本気で好きになって、身も心も捧ささげたいと思った相手なのだ。


　祥の辞書に裏切るなんて言葉は存在しなかった。いつだって自分に正直に行動してきた。


「全然むずかしくないよ。あとは千嘉が俺のこと信じてくれればいいだけの話」


「んなの…簡単に信じられっかよ…」


　単純な理屈を押しつけてくる祥に、千嘉は呆あきれたようにため息をつく。


　なかなか信じてもらえない祥はシューンとなってイジケたような表情を浮うかべた。


　素す直なおに感情を表す祥を見ていると、千嘉はなかなか素直になれなくてウダウダ悩なやんでいる自分がバカバカしくなってくる。


「ホント全然簡単じゃねーよ。でもな、信じたいって思ってる俺もいるんだ…」


　少しだけ祥の単純さを見習うことにした千嘉は、自分が幸せになるためにも最良だと思われる答えを口にした。


「それは千嘉も俺のこと好きだからって言ったら、…自うぬ惚ぼれすぎかな？」


　前向きな千嘉の言葉に、祥は嬉うれしさを隠かくしきれずに尋ねる。


「いや、もう限界だな。これ以上自分の気持ちにウソなんかつけない」


　千嘉はフッと笑って降参した。


「俺、どうしても祥のことが好きだ」


　祥には何度も好きだと囁ささやいてるし今さらな告白だけど、上辺だけの感情じゃない心の底から祥のことを愛いとしいと思っての言葉だった。


「俺も千嘉が好きだ！」


　そんな千嘉に負けじと祥も勢いよく返事する。


　ようやく千嘉の本気を勝ち得ることができたんだと思うと、感動で涙なみだが出てきそうだった。


「でもやっぱり、俺は完かん璧ぺきには祥の仕事のこと理解してやれないと思う」


「そんなぁ…」


　感動でウルウルしていたところに冷や水を浴びせられて、祥は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　千嘉のことは大好きだけど、負けないくらい仕事も大好きなのだ。千嘉に反対されてもやめられそうにないし、できれば認めて欲しい。


「だからメチャクチャ嫉妬するし、気が済むまで意地悪するかもしんない」


　千嘉だって仕事をしてるときの祥も魅み力りよく的だと思っている。


　ただどうしても嫉妬してしまうのは仕方ないし、自分一人で抱え込むのではなく、正直な感情を祥にぶつければいいのだ。


「それでもいいか？」


「それって、愛情の裏返し…？」


　真しん剣けんな顔で確かく認にんする千嘉に、祥は少し不安そうに聞き返す。


「たぶんな」


　千嘉は苦笑いを浮かべて頷うなずいた。


　なにしろはじめての経験でよくわからないが、好きで好きでたまらなくて執しゆう着ちやくするからこそ嫉妬心もうまれるのだと思う。


「…わかった。千嘉の嫉妬を受けとめられるくらい、心の広い男になってみせるぜ」


　覚かく悟ごを決めた祥は自分も成長することを千嘉に宣言した。


「ホントに？」


「まかせろって！」


　疑うたぐり深く聞いてくる千嘉に、祥はドンッと胸を叩たたいて笑った。


　千嘉と別れずに済むうえに仕事も認めてもらえるなら、多少の意地悪くらいどうってことないはずだ。


　無敵のアイドルスマイルを浮かべる祥はやっぱり眩まぶしいくらい輝かがやいていて、千嘉はどうしようもないくらい惹ひかれる気持ちを抑おさえられなくなる。


「祥…ッ」


　堪こらえきれずに名前を呼んで、人気者の祥を独り占じめにするみたいにギュッと抱きしめた。


　少なくともこの腕うでの中にいるときは自分だけの祥だと思っていたい。


「ホントは俺だって不安だったんだぞっ…」


　強く抱きしめられた祥は、キュンと胸を甘く痺しびれさせながら拗すねたようにつぶやいた。


「ゴメン」


「いっぱい意地悪していいから、いっぱいいっぱい好きでいてくれよな」


　甘えるように頰ほおずりしながら謝ってくる千嘉に、祥は幸せな気分に浸ひたりながらお願いする。


「約束する」


　千嘉は祥の目を見て誓ちかうと、そのままゆっくりと唇くちびるを重ねた。


　優やさしく啄ついばむような甘い口づけに祥はとろけそうになった。


「はぁ…」


　甘い吐と息いきと共に薄うすく唇を開いた祥の口内に、千嘉はスルッと舌を滑すべり込ませる。


　滑った舌の先で歯列の裏側を撫なでられるとゾクゾクという快感に祥の体が震ふるえた。


「ん…ぅ…」


　千嘉のことが大好きで、幸せすぎて頭がボォッとしてくる。


　体が熱くなってきた祥は、自分からも積極的に千嘉に舌を絡からめて甘く吸いつく。


「ふぅ…ぁ…」


　千嘉は口内に忍しのび込んできた祥の舌先をやんわりと甘嚙がみしてやった。


　夢中になってキスを求めてくる祥が愛いとおしいと思うのと同時に、これから先も仕事とはいえ自分以外の人間に祥が唇を許すのかと思うと、やりきれない気持ちになる。


「うぅ…」


　小さく唸うなり声をあげた千嘉は、モヤモヤする感情をぶつけるように祥の下唇に嚙みついた。


「ひぎっ！」


　快感の範はん疇ちゆうを超こえた痛みに祥は驚おどろいたように目を見開く。


「いらっ…いらいよっ！　ちかぁっ！」


　涙目になって訴うつたえる祥に、千嘉はようやく唇をはなしてやる。


「らにすんだよぉ…」


　ズキズキ痛んで倍に腫はれあがってしまったような錯さつ覚かくを覚える唇を押さえながら、祥はムッとしたような表情をしている千嘉に問いかけた。


　どうして千嘉がいきなり不ふ機き嫌げんになってしまったのか見当もつかない。


「この唇に俺以外のヤツも触ふれるのかと思ったら嚙みちぎりたくなったんだよ」


　本気でちぎれるほど強く嚙みついたわけではないが、嫉しつ妬とする気持ちを抑えきれなかったのは事実だった。


「仕事でするキスと千嘉のキスは全っ然違ちがうって言ってるじゃん」


　いつまでも同じことに拘こだわってる千嘉に、祥は困ったように言い聞かせた。


「どう違うんだよ？」


「うー、だからぁ」


　口では千嘉に納なつ得とくしてもらえそうな説明ができそうにない祥は、千嘉の腕を摑つかむと自らの股こ間かんにグッと押し当てる。


「こんなふうに反応しちゃうのは千嘉のキスだけなのっ」


　祥は真っ赤になって主張した。


　キスより先を期待して体が勝手に反応するなんて、お芝しば居いのキスではありえない。


　制服のズボン越ごしにも感じる祥の熱い塊かたまりの反応に千嘉はかなりいい気分になる。


「じゃあ試ためしてみようか」


　もっと祥の痴ち態たいが見たくなった千嘉はニヤッと笑って意地悪く囁ささやいた。


「えっ？」


「服脱ぬいで、机の上に四つん這ばいになんな」


「な、なにするんだっ!?」


　突とつ然ぜんの指令に祥は戸と惑まどったような声を出す。


「ん？　だから意地悪だろ？」


　あからさまに動どう揺ようする祥に千嘉は当然の権利とばかりに言った。


　なにしろ祥は千嘉の意地悪を甘んじて受け入れることを宣言してしまったのだ。


「そんなぁ…」


　久しぶりにラブラブで甘々な雰ふん囲い気きを期待していた祥は、意地悪なエッチを仕し掛かけてこようとする千嘉に不満そうにつぶやく。


「嫌いやならいいんだぜ、所しよ詮せん祥ちゃんの覚悟はその程度だったってコトで」


　素す直なおに従わない祥に千嘉はわざとらしく肩かたを竦すくめて言い放った。


「でも、もうすぐ昼休み終わっちゃうよ」


　ますます機嫌を損そこねる千嘉に、祥は慌あわてて意地悪されるのが嫌なのではないというように言い訳する。


「そのほうが都合いいだろ。授業中なら他ほかのヤツが部室に来る可能性もないし」


「あぅ…」


　言い訳を逆手に取られて祥は反論の言葉をなくしてしまった。


「早くしろよ」


　なおもグズグズしている祥に、千嘉は苛いらついたような声で促うながす。


　これ以上千嘉の機嫌を損ねたくない祥は、渋しぶ々しぶと制服のブレザーを脱ぎ捨ててシャツのボタンに手をかけた。


　裸はだかなんて何度も見られてるし今さらだけど、ジロジロ観察するように見られながら脱ぐのはやけに恥はずかしい。


　シャツも脱いで上半身裸になると、ヒンヤリした空気に祥の身体からだがブルッと震えた。


　けれど千嘉の視線を意識するにつれて芯しんから熱をもってくる。


「下も脱ぐんだよ…な？」


「そんなん、自分で考えろよ」


　オズオズと聞いた祥に千嘉は冷たく答えた。


「千嘉の意地悪…」


　祥は拗ねたように文句を言いながら、ズボンのベルトに手をかけた。


　もちろん上半身だけですむとは思ってなかったが、自分だけ裸になっていくのは安いストリップをしてるみたいで居たたまれない。


　ただ千嘉の目的が意地悪である以上祥は黙だまって従うしかなかった。


　ズボンのファスナーを下ろして、ピッタリしたボクサーパンツと一いつ緒しよに脱ぎ捨てた祥は、千嘉とは視線を合わせないように机の上に乗る。


　部室にある机は会議室にあるような折り畳たたみ式の長机を二つくっつけたモノで、いくら小こ柄がらな祥でも上に乗るとギシッと揺ゆれてしまう。


　不安定な机と恥ずかしい姿を見られているという意識で、祥の心臓はバクンバクンと大きく脈打っていた。


「葉山祥がこんな恥ずかしい姿見せるの、俺にだけだよな」


　足はピッタリと閉じたまま手をついて四つん這いになった祥に、千嘉は満足げな笑えみを浮うかべる。


　泣きそうな表情をしてるクセに、紅潮した頰が興奮を隠かくし切れてない。


　眩しいくらい健全な笑顔で多くの少女を虜とりこにしている祥の、もうひとつの顔を知ってるのは自分だけだと思うと千嘉はゾクゾクしてきた。


「顔はコッチ向けて、ケツをもっと高く突つき上げてみな」


「は、恥ずかしいって」


　祥は千嘉の言葉に従って豹ひようが獲え物ものを威い嚇かくするようなポーズを取った。


　尻しりを向けて恥ち部ぶを晒さらせと言われるよりマシかもしれないが、四つん這いの姿勢で千嘉を見上げるのは浅ましい獣けだものになったみたいで抵てい抗こうがある。


「そのままの格好で手ぇ使わないで、俺のモノに奉ほう仕ししな」


　もっと祥の羞しゆう恥ちを煽あおってやりたくなった千嘉は、ニヤッと笑ってイヤラシっぽく囁いた。


「どうやって…？」


「歯でファスナー下ろせるだろ」


　戸惑ったように首を傾かしげる祥の唇を親指でツゥッと撫でながら千嘉は指示を出す。


　祥はその指先の感かん触しよくにすらゾクッと性感を意識してしまう。


　熱に浮かされたように目の前に立っている千嘉の股間に顔を埋めて、唇でファスナーの合わせ目を探さぐると持ち手部分を前歯で挟はさんで慎しん重ちように下ろした。


　さらに祥が開いた部分から鼻先を突っ込んで下着の割れ目を弄いじっても、千嘉の性器はなかなか顔を出してくれない。それならばとズボンのボタンを外そうとするが、何度試してみてもボタンは惜おしいところで穴から抜ぬけなかった。


「ん…む、難しいよ…」


　だんだんイライラしてきた祥は、唾だ液えきにまみれてしまったボタンから口を離はなして訴える。


「ヘタクソだな」


　千嘉は不器用な祥に苦笑いを漏もらすと、自ら前をはだけて少し興奮して半勃だち状態になっている性器を取り出した。


「ほらよ」


　鼻先に突きつけられたモノに祥は待ちわびていたように吸いつく。


「んぅ…」


　手を使ってはイケナイという制約つきなので、まずは舐なめやすいように固くしようと先せん端たんの敏びん感かんな部分に舌を這わせた。するとペニスがヒクッと揺れて先走りが滲にじんでくる。


　すかさず祥は先端の窪くぼみに舌を這わせて少しクセのある液体を舐めとった。


「先っぽの部分だけじゃなくて、裏筋とか竿さおも全部舐めろよ」


　あとからあとから溢あふれてくる先走りを舐め続けている祥に、千嘉は焦じれたように指示を与あたえた。


「ふっ…ぁ…」


　祥は言われるがままに千嘉のモノ全体に舌を這わせる。


　唾液を絡からませながらピチャピチャ舐めていると、千嘉のソレは次し第だいに硬こう度どを増して生き物のようにピクピクと脈打った。


　千嘉が自分の舌に感じてくれているのが嬉うれしくて、祥は口の周りがベトベトになってもかまわず奉仕を続ける。


「はぁ…んっ…」


　夢中になって舐めてる内に、指一本触ふれられてないはずの祥の股こ間かんまでビンビンになってしまう。祥は慰なぐさめるようにモジモジと腰こしを動かしながら懸けん命めいに千嘉の分身を舐め続けた。


「そうそう。気持ちいいぜ」


　恍こう惚こつとした表情で奉仕を続けている祥に、千嘉はウットリしたように言いながら優やさしく頰ほおを撫なでてやる。


「んむ…ぅ…」


　誉ほめられて気をよくした祥は、ギンギンに張り詰つめたモノを大きく口を開けて銜くわえた。


　そのまま歯があたらないように気をつけながら、舌と上うわ顎あごで挟むように刺し激げきを加えると千嘉のモノはさらに容積を増す。


「そのまま奥まで銜えて」


「ん…ぐぅ…」


　顎が痛くなるくらい大きなイチモツに苦しみながらも、祥はなんとか喉のどの奥のほうまで飲み込んでいった。


　しかし限界まで銜えると今にも嘔おう吐としてしまいそうで上手うまく舌が動かせない。


「はぁ…ふぅ…」


　祥はモゴモゴと口を動かしながら困ったように千嘉を見上げた。


「もっと吸いつくように頭を上下に動かして」


「むぅ…」


　激しい愛あい撫ぶを要求された祥は、なんとか頰をへこませてペニスに吸いつきながら頭を動かしはじめた。


「うぐっ」


　熱い塊かたまりをユルユルと扱しごいていると祥の唇くちびるまで熱くなって、苦しいのに陶とう酔すいしたように恍惚としてくる。


「そんなんじゃいつまでたってもイケないぜ？」


　緩ゆるい愛撫に焦れた千嘉は、自ら腰を前後に揺らして祥の口内を犯おかした。


「うはっ…あっ！」


　祥はあまりの苦しさに眦まなじりに涙なみだを溜ためながらも、なんとか千嘉のモノに歯をたてないように堪こらえる。


「んっ…んぅっ…ふっ」


　そのうち苦しさにも慣れて、祥は千嘉の腰の動きに合わせて鼻から吐と息いきを漏らした。


　さらに祥が吸いつくように唇を窄すぼめると、千嘉の性器はひときわ膨ぼう張ちようして絶頂に追い上げられていく。


「よし、イクからな。全部飲めよっ」


　限界を迎むかえた千嘉は、祥の頭をグイッと引き寄せるとそのまま口内にぶちまけた。


「んぐぅっ…」


　喉の奥に叩たたきつけられた液体に咽むせかえりそうになりながらも、祥は懸命に千嘉の放出したモノを飲み込もうとする。


「ぷぁっ！」


　しかし苦しくなって千嘉から口を離してしまった。


「オイ、零こぼすなよ」


　含ふくみきれなかった液体が顎から伝うのを見て、千嘉は不満そうに口を尖とがらせる。


　祥は慌あわてて指で白く濁にごった液体を掬すくうと丹たん念ねんに舐めとった。


「の、飲んだ…」


　祥はアーンと口を開けてすべて飲み込んだことを主張する。


「よく飲めたな、ご褒ほう美びやるぜ」


　千嘉は手放しで誉めてやりながら腰を屈かがめて、唾液と自らが放ったモノでベトベトになった祥の唇に躊躇ためらいなく唇を重ねた。


　さっきまで強ごう引いんになぶっていたせいで熟うれた果実のように赤くなっている唇を、優しく慰めるように舐めてやる。


「ん…」


　千嘉の甘い口づけにキュンとなった祥はますます股間が熱くなってしまう。


「千嘉ぁ…」


　祥は快感をねだるように千嘉の名前を呼んだ。


　甘えるような上うわ目め遣づかいで自分を欲しがる祥の姿に千嘉は奇き妙みような優ゆう越えつ感を覚えた。自分だけが知っている祥の痴ち態たいに興奮を抑おさえきれなくなる。


「コッチに尻向けな」


　千嘉はペロッと舌なめずりをすると、愛らしく頰を上気させている祥に指示を与えた。


　恥部を晒す羞恥と千嘉が与えてくれる快感への期待に胸を高鳴らせながら、祥は机の上で四つん這ばいのまま一八〇度回転する。


「そうじゃないだろ。もっと頭下げて足開いて、尻を高く突つき出すんだよ」


　千嘉は祥の尻を撫でながらもっと扇せん情じよう的なポーズを取るように言う。


「こう？」


　祥は羞恥に震ふるえながら千嘉の望むイヤラシイ格好になった。


　千嘉にソコを晒すのははじめてじゃないのに、何度見られても恥はずかしくて緊きん張ちようして指先が痺しびれる。


「なんだ、もうビンビンじゃん」


「や…」


　からかうような千嘉の言葉に祥は体を竦すくめた。


　キスだけで反応をはじめてはいたが、指一本触れてもらってないのに反り返るほど立ち上がって、先走りを滲ませてるのは異常な反応だと思う。


「舐めててイヤラシイ気分になった？　それとも恥ずかしい格好に興奮してんの？」


　千嘉はワザと性器には触れてやらず、引き締しまった小さな尻しりを両手で開くように揉もんでやりながら尋たずねた。


「チガ…もん」


　本当は千嘉の言うとおりだけど指し摘てきされたのが恥ずかしくて祥は否定してしまう。


「ウソつくなよ」


　素す直なおにならない祥に罰ばつを与えるように、千嘉は尻を揉んでいた手を振ふり上げてペチンと叩いた。平手の衝しよう撃げきが熱をもって祥の体を突き抜ぬける。


「あうっ！」


　祥は思わず悲鳴のような声をあげた。


　それほど強く叩かれたわけでもないのだが、快感を待ちわびていた体にはちょうどいい刺激になって過か剰じような反応を示した。


「エッチな体でゴメンナサイって言いな」


　予想外の反応を示した祥に千嘉はクスッと笑ってさらに羞しゆう恥ちを煽あおってやる。


「ンなっ…言えないって！」


　祥は真っ赤になってイヤイヤをするように首を振った。


　案の定拒きよ否ひした祥の尻を千嘉は再びパンッと叩く。


「いっ！」


　先ほどよりだいぶ強く叩かれて祥は思わず体を竦めた。


「ウソツキにはお仕置きだろ」


　さらに千嘉は意地悪く言うと、祥の左右の膨ふくらみを交こう互ごにパチンッパチンッと打ちつける。


「ヤッ…イタッ！」


「これでも言わないってコトは、痛いのも嫌きらいじゃないんだな」


　パンパンッという小気味良い音と、徐じよ々じよに赤くなってくる祥の尻に気分が高こう揚ようしてきた千嘉は、自らの手だって熱をもってくるのにも構わず腕うでを振り下ろし続ける。


「ヤダッ！　も…許してっ！」


　平手が振り下ろされるたびに祥は泣きそうになって尻を揺ゆらした。


　痛くて情けなくてやめて欲しいのに、体はどんどん熱くなってくる。


「許して欲しかったらなんて言うんだ？」


　泣きそうな声を出した祥に千嘉は促うながすように尋ねた。


「あ…エッチでゴメンナサイッ」


　やっと千嘉がソレを言わせたがってると気づいた祥は、恥はじも外聞も捨てて許しを請こう。


　するとようやく平手がピタッとやんで祥はホッとため息を漏もらした。


「本当に祥はエッチだな。お仕置きされてこんなに先走り漏らすなんて」


「うぅ…」


　否定したくても先せん端たんから糸を垂らして雫しずくが垂れている状態ではなにも言えない。


　叩かれた尻も熱をもってジンジン痺れているが、同じくらい先端も熱をもって痛いくらい張り詰つめている。


　幼い頃ころはしょっちゅう厳しい祖父の膝ひざに乗せられてお尻を叩かれていたが、ただ痛いだけでワンワン大泣きしていたハズだ。


　相手が千嘉だからなのか、それとも異常なシチュエーションに興奮しているからなのかわからないけど、自分の身体からだの変化に祥は戸と惑まどった。


「祥がこんなにエッチだなんて知ってるのは俺だけだよな」


　千嘉は赤くなった尻を慰なぐさめるようにチュッとキスをよこす。


「千嘉だけだからぁ」


　祥はグスッと鼻水を啜すすりながら千嘉が望む言葉を口にした。


　自分でもこんなに淫いん乱らんっぽくなってしまうなんて信じられないけど、千嘉が望んでくれるならどんなに乱れてもかまわなかった。


「気持ちいいことして欲しかったら、イヤラシク腰こし振って俺をその気にさせてみな」


　楽しげな千嘉の言葉に従って祥はモジモジと腰を蠢うごめかせる。


　そのぎこちない仕草を愛いとおしく思いながら、千嘉は双そう丘きゆうの谷間でヒクついている穴を指でつついた。


「ふ…ぅ…」


　祥はくすぐったいような感かん触しよくにゾクッと背を反らす。


　けれど千嘉は入り口の辺りに指を添そえているだけで祥に快感を与あたえてやろうとしない。


「んっ…？」


　千嘉の指に翻ほん弄ろうされる快感を期待していた祥は、ただ触ふれているだけの指に焦じれて自ら敏びん感かんな部分に誘ゆう導どうするように腰を揺らした。


「千…嘉も指動かせってばぁ」


「ドコを弄いじって欲しい？」


　もどかしげに訴うつたえる祥に千嘉は意地悪く尋ねる。


「お尻…」


　快感を待ちわびて疼うずいているソコを意識して祥は素直に答えた。


「ふーん、ココより尻のが感じるんだ」


　すると千嘉はギンギンに張り詰めている祥の先端をチョンチョンとつついて、零こぼれる先走りを塗ぬりつけるようにしながら感心したような声を出した。


「そ…じゃない！　だって、千嘉が触さわってるから…ッ」


　ペニスに伝わる甘い衝撃にビクンッと体を震わせながら祥は大きく首を振る。


　もちろん性器を扱しごいてイかせてもらえればソレが一番だけど、今日はそんな簡単にイかせてもらえそうにないし、指の感触からしててっきり千嘉は後こう孔こうを弄る気なんだと思い込んでしまったのだ。


「イイコト思いついた。前には触らないで、後ろだけでイケるか試ためしてみようか」


　からかわれているのだと気づかず動どう揺ようする祥に笑いを堪こらえながら、千嘉は楽しそうに提案した。


「え？」


「舐なめやすいように、自分の手で尻の肉を左右に開くんだ」


　不安そうに後ろを振り返った祥に、千嘉は有う無むを言わさない口調で命じる。


　祥は固い机に額をついてなんとかバランスを取ると、両手を後ろに回してまだ赤みがひいてない双丘を摑つかむと左右に広げた。


　はしたない格好を恥ずかしいと思うより、千嘉の舌の感触が待ち遠しくてたまらない。


　千嘉は期待と緊張でキュッと窄まっているピンクの蕾つぼみにチュッとキスをした。


「んぁっ」


　それだけで祥はたまらなく甘い吐と息いきを漏らす。


「あぁ…ふ…」


　さらに舌の先でチロチロと撫なでるように刺し激げきしてやると、祥の後孔はさらなる刺激を求めるように収縮した。


「物欲しそうにヒクヒクしてる」


「やぁ…」


　からかうような千嘉の言葉に祥は身を竦めた。


「あ…んぁっ」


　千嘉は唾だ液えきを馴な染じませるように舌を尖とがらせて祥の中に侵しん入にゆうさせる。


　何度も舌を抽ちゆう挿そうして小さな穴をグリグリほじってやると、祥の内ない壁へきは貪どん欲よくに快感を求めて蠢いた。


「エロイな」


　あからさまな反応にクスッと笑って千嘉は祥の尻から唇くちびるをはなす。


　今度は自らの人差し指と中指を口に含ふくんでたっぷり唾液を絡からませると、まずは中指を一本祥の入り口に押し当てた。


「はぁ…！」


　ズッと一気に第二関節のあたりまで挿入された指に祥は甲かん高だかい声をあげて前のめりになる。


「どうだ？」


　千嘉はわざと浅いところで指を搔かき回しながら尋たずねた。


「もっと…奥…」


　ようやく与えられた刺激のもどかしさに祥は喘あえぐような声で訴える。


　その先にある快感を知っている体は、甘く疼いてどうにかなってしまいそうだ。


「こう？」


　千嘉はゆっくりと奥まで指を侵入させて、少し膨らんだ前ぜん立りつ腺せんを指の腹でグリグリと擦こすってやった。


「あっ…イイッ！」


　一番感じるポイントを集中的に擦られた祥は、無意識にキュッと入り口を窄すぼめて千嘉の指を締しめつけた。


　腹につきそうなほど反り返っている分身からもひっきりなしに蜜みつが零れている。


「あんっ…あっ…あっ！」


「キュウキュウ締めつけて、一本じゃ足りないんだろ？」


　ソコを刺激されるたびに甘い声をあげて腰をくねらせる祥に、千嘉はニヤッと笑っていったん指を抜ぬくと、今度は人差し指も一いつ緒しよに二本まとめて捻ひねり込んだ。


「ひぁっ！　あぁっ！」


　増した圧あつ迫ぱく感かんと異物感に祥は悲鳴のような声をあげたが、少し乱暴に搔き回されるくらいが熱くなりすぎた体にはちょうどよかった。


　千嘉は二本の指で捏こねるように前立腺を刺激する。


「やっ！　ソコォ…ッ！」


　ペニスに直結してるような強い快感に崩くずれそうになる体を支えようと、祥は尻しりから手を離はなして机を爪つめで引っ搔いた。


「ココか？」


　激しい反応を確かく認にんするように、千嘉は執しつ拗ようにその部分を刺激し続ける。


「あぅっ！　スゴッ！」


　アッという間に追い上げられた祥は、押し寄せる快感の波にさらわれて自らも腰を振ふった。


　触られてもいないペニスもどんどん熱くなっていまにも爆ばく発はつしそうになる。


「あ…マジッ！　ヤバッ！」


「スゲー痙けい攣れんしてきた」


　切せつ羽ぱ詰つまったような声で限界を訴える祥を千嘉は容よう赦しやなく追い上げた。


「イキそっ！　あぅっ…ダメッ！」


　千嘉の指の動きに合わせてゾクゾクッと背筋に強きよう烈れつな快感が走って、祥の頭が一いつ瞬しゆん真っ白になった。


「ヤッ…あーっ！」


　そのまま祥は甲高い悲鳴のような声をあげて絶頂を迎むかえる。


「なんだ、意外とあっけなかったな」


　祥が放出した液体が机の上に白はく濁だくした水たまりをつくるのを眺ながめながら千嘉はつぶやいた。


　ウブだった祥の体をここまで開発したのは自分だと思うと変に誇ほこらしくもある。


「はぁ…あ…」


「どう？　前扱しごきながらイクのと違ちがった？」


　尻を高く掲かかげたまま荒あらい息を吐いている祥に千嘉は興味津しん々しんで聞いた。


「わ…かんな…」


　たしかに後ろだけの刺激で絶頂を迎えたのははじめてだったけど、千嘉が与えてくれる快感はどれも刺激的すぎて祥には違いを考える余よ裕ゆうもない。


「だったら比べてみるか？」


　千嘉はそう言いながら制服のシャツを脱ぬいで上半身裸はだかになった。


　そして不思議そうに振り返った祥の体を後ろから抱だきかかえて机から下ろすと、そのままパイプ椅い子すに腰こし掛かけた。


　膝ひざの上に抱っこされた祥は照れくさいけど嬉うれしくて、甘えるように千嘉に寄りかかった。


　千嘉はそんな祥の膝を割り開いて放出したばかりで萎なえているモノに指を絡ませる。


「ひぁっ！」


　イッた直後で敏びん感かんになっている亀き頭とうを刺激されて祥は竦すくみあがったような声を出した。


「へぇ、後ろ弄いじってただけなのにコッチも敏感になってんじゃん」


「あっ…ぅ！」


　千嘉の言葉どおり祥のソレは優やさしく上下に扱しごかれると、再びムクムク立ち上がって甘い快感を訴うつたえてくる。


「なぁ、ドコが一番感じる？」


　千嘉は先せん端たんの割れ目に指を這はわせながら囁ささやいた。


「んっ…ソコォ…」


　腰がとろけそうな快感に目を細めながら祥は甘えたような声を出した。


　中を搔き回される濃こくて重い快感と違って、ペニスに直接与あたえられる刺激は甘く鋭するどくて下半身が痺しびれるように疼うずく。


「ソコじゃワカンネーよ」


　千嘉はワザと逸そらすようにカリの部分を指で撫でてやる。


「…先っちょ…ジンジンするぅ…」


　祥は喘ぐような声で一番感じる部分を千嘉に伝えた。


　千嘉に触さわってもらったらどこもかしこも気持ちいいのだが、一番となるとやはり先端の窪くぼみを弄られるのが祥は好きだった。


「気持ちいいか？」


　素す直なおな祥に褒ほう美びを与えるように、千嘉は滲にじんだ液体でヌルッとしている先端を指先で円を描えがくように撫でる。


「イイよぉ…ッ」


　祥は内うち股またをヒクッと痙攣させながら鋭い快感に身を委ゆだねる。


　さらに千嘉の大きな手のひらで包み込むようにペニスを扱かれると、さらなる快感を求めるように後こう孔こうが疼いた。


「あっ…千嘉ァッ！」


　先ほどまで千嘉の指を銜くわえていたソコは、もっと大きなモノで満たして欲しくてヒクヒクと伸縮を繰くり返す。


「お…尻もっ！」


「ん？」


　泣きそうな声で訴えてくる祥に千嘉は首を傾かしげた。


「挿いれ…て欲しくて…疼いてるッ」


　祥は自分の尻の下で存在を誇こ示じしてる千嘉のモノを摑つかんで、喘ぐように呼吸しながら挿入を求めた。


「俺のが欲しい？」


　千嘉は祥の耳たぶをハムッと嚙かんでやりながら問いかける。


「欲しいっ…」


　耳にかかる吐と息いきの感かん触しよくにすら敏感に反応しながら祥は頷うなずいた。


　自分からこんなに千嘉が欲しいと思ったのははじめてで、千嘉とひとつになってグチョグチョに溶とけてしまいたいと思う。


「欲しけりゃ自分で挿れてみな」


　トコトン意地悪に拘こだわる千嘉はワザと祥を突き放すように言った。


「ふぇ？」


「俺の上に跨またがって、祥の中に飲み込んでくれよ」


　いまいち理解できてなさそうに首を捻った祥に、千嘉は自分の意志で挿入を果たすように促うながす。


「あ……」


　千嘉の意図を理解した祥は戸と惑まどったような表情を見せる。


「できるか？」


「…やる」


　もちろん祥にノーという答えは許されない。


　はじめてで不安がないと言えばウソになるけど、千嘉が喜んでくれるならどんなことでもしてやりたいと思うのが人情ってモンだ。


「イイコだ」


　千嘉はコクンと頷いた祥の頭を撫なでてやると、いったん立たせて正面から抱き合うような形に引き寄せた。


　祥はその体勢に少し安あん堵どする。


　顔が見えない体勢よりも千嘉に抱きつくことができるほうが断然ありがたい。


「イクよ」


　祥は千嘉の首に腕うでを回してバランスを取ると、パイプ椅子に座った千嘉の股こ間かんに屹きつ立りつしてるモノに照準を合わせてゆっくり腰を下ろそうとする。


「どうした？」


　先端を入り口に押し当てたまま中々腰を沈しずめようとしない祥に、千嘉はやんわりと尻を揉もんでやりながら促した。


「ん…キンチョーする」


　祥はそう言ってギュッと千嘉の首にかじりついた。


　緊きん張ちようで速く大きくなった祥の鼓こ動どうはピッタリ密着した千嘉の胸にも伝わる。


「早く気持ちよくしてくれよ」


　千嘉は少しでも緊張を解ほぐしてやろうと、祥の柔やわらかい頰ほおに優しく唇くちびるを寄せた。


「ウン」


　くすぐったい唇の感触にポォッとなりながら祥は小さく頷いた。


　そして覚かく悟ごを決めると、グッと体重をかけて千嘉のモノを体内に埋うめ込んでいく。


「くぅ…は…ぁ…」


　体内に異物が侵しん入にゆうしてくる感覚はなかなか慣れないけど、一番太いカリの部分まで飲み込んでしまうとあとは少し楽になる。


「すげぇ、どんどん飲み込んでってるぜ」


　千嘉は限界まで広がった祥の入り口を指でなぞりながら感心したように言った。


「あっ…んぅ…」


　圧あつ倒とう的な存在感で体内を埋め尽つくしていく塊かたまりに祥は支配されていく。


　快感だけでなく身も心も捧ささげて千嘉とひとつになっているのが嬉しくてたまらない。


「ふぅ…」


　根本まで千嘉を飲み込んだ祥は満足したように大きく息を吐いた。


「それで終わり？」


　ピタッとくっついてるだけで動こうとしない祥を促すように千嘉は腰を揺ゆらす。


「やっ…揺らしちゃ…ッ」


　千嘉とひとつになっているという感動の余よ韻いんに浸ひたっていた祥は、体内を搔かき回される異物感と快感にビクッと体を震ふるわせる。


「なんでよ？　動かないと気持ちよくなれないだろ？」


「あぅっ…待って…」


　逃にげるように首を振ふる祥のペースにかまうことなく、千嘉はガンガン突き上げるように腰を動かした。


「あぁ…んっ！　あっ！」


　祥は揺さぶられるままに悲鳴のような声をあげる。


　千嘉のモノが内ない壁へきを擦こするたび、腰がジンッと痺れるような快感が襲おそう。


「祥も動けよ」


　千嘉に促されて祥はハッとしたように腰を振りはじめた。


　けれど無意識に動いてしまうのと違ちがって、どうやって動けば一番気持ちよくなれるかよくわからない。


「んぁっ…くぅ…ンッ」


　ぎこちなく腰をくねらせる祥とワザとタイミングをずらすように千嘉は腰を突き上げた。


「ひっ…あっ…気持ちいっ！」


　予測できない快感の波に祥はビクビクと体を震わせながら恍こう惚こつとした表情を浮うかべる。


「エロイ顔してんなぁ」


　頰を上気させて喘あえぐ祥に千嘉は満足げな笑えみを漏もらした。


　いつの間にか祥は自ら快感を貪むさぼるようにグリグリと腰こしをローリングさせている。


「あっ…もっ！」


「コッチもパンパンだ」


　涙なみだを浮かべて悶もだえる祥の分身を千嘉はやんわりと握にぎった。


「あぁ――ッ！」


　すると祥は悲鳴のような声をあげて千嘉の手の中に爆ばく発はつしてしまう。


「って、オイ。なに勝手にイッてんだよ」


　生温かい液体で手のひらが濡ぬれる感触に千嘉はムッとしたような声を出す。


「ゴメ…だって…」


「一人でイクなんてヒデーよな」


　千嘉はシュンッと体を竦すくめる祥の口内に、吐と精せいの証しよう拠こを突きつけるように濡れた指を突っ込んだ。


「ワザとららいおぅ…」


　自らが放ったモノを強ごう引いんに舐なめさせられた祥は、独特の癖くせがある体液に眉まゆをひそめながら訴うつたえた。千嘉のモノならともかく自分のザーメンなんて気持ち悪いし舐めたくない。


「言い訳は聞かねーよ。椅い子すに手ぇついてケツ突きだしな」


　千嘉は祥を膝ひざから下ろして立ち上がると厳しい口調で命じた。


「うぅ…」


　パイプ椅子に手をついて千嘉に尻しりを差し出した祥は、また挿いれてもらえるのか、それとも尻を叩たたかれるのかわからなくてドギマギする。


　しかし祥の心配には及およばず、千嘉だってもう祥をお仕置きしてる余よ裕ゆうなんかない。


「あっ…はぁっ！」


　グッと腰を摑つかまれて、荒あら々あらしく侵入してきた千嘉に祥は体をのけ反らせた。


「よがってないでちゃんと膝立てろって」


　激しい快感に膝を崩くずしそうになる祥に、千嘉はチッと舌打ちをしてピシャンッと尻を打ちつける。


「あうっ！」


　祥はその衝しよう撃げきにキュッと後こう孔こうを窄すぼめた。


「おっ」


　キツイ締しめつけに味をしめた千嘉は、再びパチンパチンッと祥の尻を張りながら腰を叩きつけた。


　鈍にぶい痛みは甘い刺し激げきに変わって中を搔き回される快感を増ぞう幅ふくさせる。


「あやっ！　あんっ！」


「叩くと締めつけキツくなるじゃん」


　痛みと快感に喘ぐ祥にクスッと笑いながら、千嘉は赤みを増した尻をサワサワと撫でた。


「熱いよぉ…」


　ジンジンと熱をもって尻の表面が、千嘉が挿はいっている中の熱さと共鳴して下半身がとろけそうになった。祥の分身も三度膨ふくらんで快感を訴えている。


「もっと熱くしてやるよ」


　千嘉はニヤッと笑うと祥の前に手をまわして、ヒクヒクと痙けい攣れんしているモノを扱しごきながら大きく腰を振った。


「あぁっ！　ヤッ…あぅっ！」


　先せん端たんを弄いじられながら最さい奥おうを突つかれると激しい快感が稲いな妻ずまのように脳天を突き抜ぬけた。


「ダッ…激しっ！　あーっ！」


　容よう赦しやなく腰を叩きつけられて、感じ過ぎた祥は意識が朦もう朧ろうとしてくる。


「まだイケるだろ？」


「ひぁーっ！　あぁっ！」


　一番感じるポイントを狙ねらってグリグリと刺激された祥は、あられもない悲鳴をあげて背筋を反らす。


「あっ…またっ！　イクッ！　イッちゃうよっ！」


　限界が近づいてきた祥は切せつ羽ぱ詰つまったような声で訴えた。


「もう少し…ッ！」


　千嘉は祥の根本をギュッと握って射精を封ふうじ込めると、小刻みに腰を動かして自らの快感を高める作業に没ぼつ頭とうする。


「あぅっ！　あんっ！」


　イキたくてたまらない祥は浅ましく腰を振って快感を貪ろうとした。


　気持ちよすぎてこのまま続けていたら変になりそうだった。


「は…イクぞっ！」


　ようやく絶頂を迎むかえた千嘉は握っていた祥のモノを解放して、両手で腰を摑むと二、三度大きく引き寄せた。


「あっあ――――ッ！」


　祥は縋すがるようにパイプ椅子にしがみついて性を解き放った。


「くぅっ！」


　絶頂と同時にキュウッと窄まった後孔にうめき声を上げながら、千嘉も祥の最奥に熱い奔ほん流りゆうをぶちまける。


　千嘉が祥の中から萎なえたモノを引き抜くと、二人はそのまま重なるように膝から崩れ落ちてしまう。


「はぁ…はぁ…」


「祥…」


　千嘉は荒い息を吐ついて放心している祥を強く抱だきしめた。


　そして唇くちびるを寄せると呼吸を整える隙すきを与あたえないくらい激しく口づける。


「んっ…」


　祥は荒い呼吸のまま千嘉に応こたえるように積極的に舌を絡からませた。


　乱暴に唇を求められるのは苦しいけどスゴク欲しがられてるみたいだと思う。


「後こう悔かいしてないか？」


　唇をはなした千嘉は少し不安そうに問いかける。


「なにが？」


「嫉しつ妬とから欲望剝むきだしにして、みっともないだろ」


　キョトンとしたように首を傾かしげる祥に、千嘉は感情のままに祥にあたったことを後悔するようにつぶやいた。


「ううん。なんかいつもよりドキドキした」


　けれど祥は少しイタズラっぽい表情を浮かべて首を振る。


「いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくで格好いい千嘉も好きだけど、今日の千嘉にもクラクラしちゃった」


　エッチな祥を知ってるのは千嘉だけかもしれないけど、こんなふうに嫉妬を剝きだしで意地悪をする千嘉を知ってるのも祥だけなのだ。


　そう考えると千嘉にとって自分は特別な存在みたいで嬉うれしい。


　やけに嬉しそうな笑みを浮うかべる祥に、千嘉は少々面めん食くらったように瞬まばたきをした。


「たぶん俺、祥がアイドル続ける限りくだらないことで嫉妬して意地悪するぞ」


「ウン」


　真ま面じ目めな顔して確かく認にんする千嘉に祥はコクンと頷うなずく。


「意地悪な千嘉を知ってるのは俺だけだもんね」


　そして祥は仕返しとばかりにニヤッと笑って千嘉に抱きついた。


「それを言うなら、スーパーアイドル葉山祥のエロイ顔見たことあるのは俺だけだし」


　千嘉は照れ隠かくしで悪態をつきながら祥の頭にコツンと額をぶつける。


「エロイのはお互たがい様じゃん」


　納なつ得とくいかないというように顔を上げて口を尖とがらせる祥に千嘉はクスッと笑った。


　祥もつられて照れくさそうに笑う。


「好きだよ、祥」


　千嘉は甘い声で囁ささやきながら今度は柔やわらかく唇を重ねた。


　激しく求められるようなキスもいいけれど、優やさしいキスも胸が甘くときめいて最高に幸せな気分になる。


　暖かい気持ちが染しみ入ってくるような幸せなキスは、本当に好きな人としかできないんだと改めて思う。


「俺も、好き…」


　ウットリと頰ほおを染めた祥が熱に浮かされたように囁くと、幸せな気分をぶち壊こわすような携けい帯たいの電子音が室内に鳴り響ひびいた。


「あぁ、嫌いやな予感。電話に出たらきっと甘い時間が終わりになっちゃう…」


　祥は脱ぬぎ捨てた制服のブレザーのポケットの中で振しん動どうしている携帯に目をやって、怯おびえたようにつぶやく。


「出ろよ。仕事の電話かもしれないだろ」


　すると千嘉はフッと笑って促うながした。


　千嘉だって本当はもっとイチャイチャしてたいけど、思う存分意地悪をしてやったせいか少しだけ心に余裕がある。


　祥は渋しぶ々しぶ携帯を取り出すと着信ボタンを押した。


「もしもし？」


　予想通り電話の主は慌あわてたようなマネージャーだった。


「ハイ、わかりました…」


「なんだって？」


「マネージャーが下げ駄た箱のところまで迎えに来てるって…」


　祥はつまらなそうに口を尖らせながら、後始末をするためにティッシュを探してキョロキョロと部室の中を見み渡わたす。


「そっか」


　予想通りの答えに千嘉は頷いて、棚たなの上で少しほこりを被かぶっているボックスティッシュを祥に手渡してやった。


　祥はティッシュを引っこ抜いて内うち股またを伝う千嘉の放出した液体を拭ぬぐうと、急いでパンツとズボンを身につけた。


　まだ後こう孔こうの中はヌルヌルしてて気持ち悪いけど、今は時間がないし楽屋に着いてからシャワーを浴びるしかないだろう。


「じゃあ俺行くね」


　シャツを羽織った祥は名残なごり惜おしそうに声をかけた。


「ちょっと待った」


　千嘉はふと思いついたように祥を制止すると、襟えり元もとをはだけて思いっきり首筋に吸いつく。


「あつっ!?」


　首筋を強く吸われた祥はピリッと走った痛みに驚おどろいたような声を出した。


　鏡を確認しなければわからないけどキスマークをつけられてしまった気がする。


「こんな目立つところにキスマークつけたらマズイだろ!?」


「意識して見ないとわかんないって。そういうのも刺し激げき的でイイだろ？」


　焦あせったように抗こう議ぎする祥に、千嘉はニヤッと意地悪く笑った。


「もーっ！」


　確信犯だとわかっても、祥には千嘉を責める気にはなれない。


　むしろちょっとした秘密を共有してるみたいでドキドキしてしまう。


「じゃあ、仕事頑がん張ばれよ」


「うん！」


　楽しそうな千嘉に送り出された祥は、元気良く頷いてマネージャーが待つ車に向かった。








　結局祥が屋上から叫さけんだ事件は、昼休みの喧けん噪そうでなにを言ってたのかまで聞き取れた生徒がいなかったことと、幸い千嘉という名前自体中性的なおかげで、祥がゲイだと噂うわさされるような事態には至らなかった。


　おかげで千嘉と祥は秘密の恋こい人びととしてつきあいを続けている。


　祥には世間に知られても構わない覚かく悟ごがあったとはいえ、千嘉さえ納得してくれるなら秘密にしておいたほうがなにかと都合がいいのも事実だった。


　映画の撮さつ影えいもはじまりますます忙いそがしそうにしてる祥を見て、千嘉はひとつの決意をかためた。


　もし映画がヒットして祥がハリウッドに進出することになったら、千嘉もアメリカの大学に進学してやろうと思っている。


　そうすれば祥と離はなれ離れになることもないし、その上アメリカはバスケットボールの本場なのだ。千嘉にとっても一石二鳥だった。


　もちろんアメリカに留学してバスケを続けようと思ったら、もっともっと実力を磨みがかなければならないし、英語もマスターしておく必要があるだろう。


　自分がこんな計画を立ててるなんて誰だれにも話してないけれど、いずれ祥が国際的なスターになっても見み劣おとりしないように、千嘉自身も成長し続けるつもりだった。


　千嘉は祥に意地悪をするようになって、かなり前向きに自分たちの将来を考えられるようになったようだ。


「うーん、よくわかんねぇな」


　久しぶりに二人でゆっくり過ごせる夜、千嘉は祥が出演している音楽番組を一いつ緒しよに見ながらしかめっ面つらをしていた。


「なにが？」


「この収録の日、パンツ穿はかないで衣い装しよう着るって約束だったんだよな？」


　たまたま帰ってきていた亜哉に首を傾げられて、千嘉は隣となりで赤い顔をして座っている祥に秘密の約束を確認する。


「は？」


　あまりにも意味不明な約束に亜哉は間ま抜ぬけな声を出す。


「ちゃっ！　ちょっ、なに言ってんだよ！」


　いくら千嘉の弟とはいえ仲のいい友達の亜哉に恥はずかしい秘密をバラされて、祥は真っ赤になって千嘉に抗議した。


「言いつけ守んなかったのか？」


　素す直なおに認めない祥に千嘉はヒョイッと眉まゆを吊つり上げて尋たずねる。


「守ったよ！　ノーパンだとブラブラして踊おどりにくかったんだからな！」


　現場にはいない千嘉との意地悪な約束を忠実に守った祥はムキになって主張した。


　たしかにズボンの下がどうなっているかなんて他人に透すけて見えるわけではないが、ダンスのステップを踏ふむたびに揺ゆれる分身に祥はさんざん羞しゆう恥ちを煽あおられたのだ。それなのに約束を守ってないなんて言いがかりをつけられたらたまらない。


「だったらもっと股こ間かんに形があらわれてもよさそうじゃん」


　衣装のズボン越ごしではなんの変化も見られない股間に千嘉はつまらなそうな声を出した。


「どうせ俺はブラブラしててもわかんないようなサイズだよっ！」


　暗に小こ振ぶりなサイズをバカにされた祥はプウッと頰を膨ふくらませて拗すねてしまう。


「アホなことしてんなよな」


　くだらないやりとりを見せつけられた亜哉は、呆あきれたようなため息をついた。


「アホなことじゃなくて愛情確かく認にんだってーの」


「そうそう、大切なことじゃん」


　そんな亜哉に千嘉と祥は口を揃そろえて反論する。


　他人から見ればバカバカしいやりとりでも、千嘉と祥にとってはお互いの愛情を確認して円満な関係を続けるための大切なコミュニケーションなのだ。


「……好きにしてくれよ」


　亜哉は一いつ瞬しゆん面めん食くらったがドッと疲つかれたようにつぶやいた。


　アホらしいと思いつつも、はじめて見る兄の幸せそうな姿に亜哉は内心ホッとする。


「お似合いだよ、二人とも」


　苦笑いを浮かべた亜哉はお邪じや魔ま虫になりそうな雰ふん囲い気きを察して席を立った。


「帰っちゃうのか？」


「せっかくのオフなのに邪魔しちゃ悪いだろ」


　亜哉はそう言って肩かたを竦すくめるとさっさと出ていってしまった。


「さてと、それじゃあ祥がちゃんと俺の言いつけを守ったか徹てつ底てい検証するか」


　二人きりになった千嘉はさっそく難なん癖くせをつけながら祥の服を脱がしにかかる。


「検証ってなにを!?　どうやって!?」


「さぁね」


　ギョッとしたような声を出す祥にチュッとキスをして、千嘉は今夜も気持ちよくてドキドキする意地悪に取りかかるのだった。







ＥＮＤ





ヒミツの愛あいが止まらない！





松まつ岡おか裕ゆう太た
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